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I. 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園の基本情報 

 

１ 法人の概要 

 

（１） 事業内容 

１） 沖縄科学技術大学院大学を設置し、これを運営すること。 

２） 学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康に関する相談その他の援助を行う

こと。 

３） 学園以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の学

園以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。 

４） 沖縄科学技術大学院大学における研究の成果を普及し、及びその活用を促進す

ること。 

５） 科学技術に関する研究集会の開催その他の研究者の交流を促進するための業務

を行うこと。 

 

（２） 所在地 

メインキャンパス 沖縄県国頭郡恩納村字谷茶 1919-1 

シーサイドハウス 沖縄県国頭郡恩納村字恩納 7542 

 

（３） 教員及び職員の数（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

教員： 58 人  

職員（除、派遣職員）： 839 人 

 

（４） 沿革 

平成 23 年 11 月  学校法人沖縄科学技術大学院大学学園設立 

 

（５） 設立に係る根拠法 

沖縄科学技術大学院大学学園法（平成 21 年法律第 76 号） 

 

（６） 主管省庁名 

内閣府、文部科学省 
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（７） 組織図（平成 31 年 3 月 31 日現在） 
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２ 役員の状況（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

 

定数：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園寄附行為第 5 条第 1 項、第 7 条、第 19 条第 2 項の

定めるところによる。 

任期：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園寄附行為第 9 条第 1 項及び第 24 条第 1 項の定める

ところによる。 

 

（１） 役員・監事 

役職 氏名 任期 主要経歴 

理事

長・学長 

 

ピーター・ 

グルース 

2017 年 

1 月 1 日  

～ 

2021 年 

12 月 31 日 

（1 期目） 

1977 年 博士号取得：ハイデルベルク大学 

1980 年 アメリカ国立衛生研究所（NIH）専門コンサル

タント 

1982 年 ハイデルベルク大学、微生物学准教授 

1983 年 ハイデルベルク大学分子生物学センター（ZMBH）理

事 

1986 年 マックス･プランク生物物理化学研究所（ゲッティンゲ

ン）、（分子細胞生物学部）部長 

1990 年 ゲッティンゲン大学名誉教授 

1997 年 マックス･プランク生物物理化学研究所（ゲッティン

ゲン）所長 

2002 年 マックス･プランク学術振興協会会長 

2017 年 

1 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事長 

沖縄科学技術大学院大学学長 

副理事

長・首席

副学長

（技術

開発イ

ノベー

ション

担当） 

ロバート・ 

バックマン 

2015 年 

4 月 1 日 

～ 

2020 年 

9 月 30 日 

（再任） 

1975 年 ハーバード大学（米国）博士号（化学） 

1979 年 

 

ハーバード大学医学部アシスタント・プロフェ

ッサー（神経生物学） 

1985 年 同 アソシエイト・プロフェッサー（神経生物

学） 

1990 年 

 

ハーバード大学医学部神経科学専攻（博士課程）

専攻長（ディレクター） 

1995 年 NINDS 基礎神経科学・発達障害部門ディレクタ

ー 

1999 年 NINDS アソシエイト・ディレクター（技術開発

担当） 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機 研

究及び研修に関する特別学長顧問 
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2007 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構理事 

2011 年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園プロボー

スト及び副理事長 

2014 年 同 首席副学長（沖縄の自立的発展担当） 

2015 年 

 

2016 年 

8 月 

同 首席副学長（沖縄の自立的発展担当）及び

プロボースト（臨時）及び副理事長 

同 首席副学長（技術開発イノベーション担当）

及び副理事長 

監事 

 

岡本 信一 2017 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日 

1989 年 総理府本府入府 内閣官房内閣内政審議室 

1990 年 沖縄開発庁総務局総務課 

1992 年 総務庁人事局企画調整課 係長 

1993 年 総務庁大臣官房総務課 審査係長 

1994 年 人事院短期在外研究員（～平成７） （シラキ

ュース大学行政大学院、米国連邦議会下院外交

委員会） 

1995 年 科学技術庁科学技術振興局国際課 国際協力官 

1996 年 総務庁統計局総務課 課長補佐 

1998 年 内閣中央省庁等改革推進本部事務局 参事官補

佐 

2000 年 内閣官房内政審議室（沖縄問題担当室） 主幹 

2001 年 内閣府政策統括官（沖縄担当）付 参事官補佐 

2002 年 内閣府大臣官房総務課 課長補佐  

2002 年 内閣府国際平和協力本部事務局 参事官補佐 

2004 年 内閣府官房総務課企画調整官  

2004 年 内閣府官房総務課企画調整官  

2006 年 内閣官房行政改革推進本部事務局公務員制度改

革等担当企画官 

2007 年 総務省人事・恩給局調査官（併任 内閣官房行

政改革推進本部事務局） 

2008 年 内閣府大臣官房公文書等保存・利用推進室企画

官 内閣官房公文書管理検討室企画官 

2009 年 内閣官房公文書管理検討室参事官 

2011 年 内閣府大臣官房公文書管理課長 

2012 年 福岡大学法学部教授（研究休職） 

2014 年 内閣府官民人材交流センター総務課長 

2015 年 内閣官房領土・主権対策企画調整室 内閣参事
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官 

2017 年 内閣府大臣官房参事官（併任 沖縄振興局） 

2017 年 沖縄科学技術大学院大学監事（現職） 

監事 

 

上原 良幸 2017 年 

11 月日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日 

 

1973 年 沖縄県庁入庁（土木部道路課 主事） 

1976 年 沖縄県庁土木部土木総務課 主事 

1980 年 沖縄県庁企画部企画総務課 主事 

1983 年 沖縄県庁総務部地方課 主査 

1989 年 沖縄県庁商工労働部企業立地対策室 主査 

1992 年 沖縄セルラー電話㈱監査役 

1995 年 沖縄県庁総務部地方課 課長補佐 

1996 年 沖縄県庁企画部国際都市型形成推進室 副参事 

2000 年 沖縄県庁企画部国際都市型形成推進室 参事 

2002 年 沖縄県庁企画部復興開発室長 

2004 年 沖縄県庁企画部参事監兼科学・学術復興室長 

2005 年 沖縄県庁企画部長 

2009 年 沖縄県庁知事公室長 

2010 年 沖縄県副知事 

2013 年 沖縄観光コンベンションビューロー会長（～

2015 年） 

2016 年 （株）ムーンホテルズアンドリゾーツ会長 

2017 年 

 

（公財）沖縄協会副会長 

 

（２） 理事  

氏名 任期 主要経歴 

チェリー・マレ

イ 

2017 年 

5 月 24 日 

～ 

2020 年 

5 月 23 日 

1973 年 マサチューセッツ工科大学学士号（物理） 

1978 年 マサチューセッツ工科大学（米国）博士号（物理） 

2001 年 ルーセントテクノロジー ベル研究所（米国上級副社

長（物理科学・ワイヤレス研究担当） 

2004 年 ローレンス・リバモア国立研究所（米国カリフォルニ

ア州）科学技術担当副所長 

2007 年 ローレンス・リバモア国立研究所科学技術担当プリン

シパル・アソシエイト・ディレクター 

2009 年 ハーバード大学（米国）工学・応用科学研究科長 

ハーバード大学大学院工学・応用科学研究科ジョン A 
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& エリザベス S アームストロングプロフェッサー 

2015 年 ハーバード大学大学院工学・応用科学研究科ジョン A 

& エリザベス S アームストロングプロフェッサー＆

物理教授（2015 年 07 月まで） 

2015 年 ハーバード大学ベンジャミン・パース技術公共政策学

教授／ジョンン・A・ポールソン工学・応用化学物理学

長室教授 

2015 年 米国エネルギー省科学局長（公務遂行のためハーバー

ド大学を一時的に休職） 

有馬 朗人 2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日

* 

 

1958 年 東京大学大学院博士号（理学） 

1971 年 ニューヨーク州立大学ストニーブルク校（米国）教授 

1975 年 東京大学理学部教授 

1989 年 東京大学総長 

1993 年 理化学研究所理事長 

1998 年 参議院議員 

文部大臣 

1999 年 科学技術庁長官兼務 

2000 年 財団法人日本科学技術振興財団会長 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

2006 年 学校法人根津育英会武蔵学園学園長 

2009 年 ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラム

評議員会会長 

沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2010 年 公立大学法人静岡文化芸術大学理事長 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事会副議長 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

安仁屋 洋子 2014 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日 

1980 年 鹿児島大学博士号（医学部） 

1981 年 日本薬理学会評議員 

1983 年 ロチェスター大学メディカルセンター ポストドクト

ラルフェロー 

1986 年 琉球大学医学部准教授 

1990 年 琉球大学医学部保健学科教授 

1994 年 日本薬物動態学会評議員 

1996 年 日本毒性学会評議員 

2001 年 琉球大学産学官連携推進機構長 
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琉球大学評議員 

2002 年 琉球大学医学部保健学科長 

2003 年 琉球大学大学院医学研究科教授 

2007 年 琉球大学医学部保健学科教授 

2011 年 琉球大学名誉教授 

2013 年 沖縄科学技術振興センター理事 

2014 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

ロバート・ 

バックマン 

（副理事長/  

首席副学長（技術

開発イノベーショ

ン担当） 

 

 

1975 年 ハーバード大学（米国）博士号（化学） 

1979 年 

 

ハーバード大学医学部アシスタント・プロフェッサー

（神経生物学） 

1985 年 同 アソシエイト・プロフェッサー（神経生物学） 

1990 年 

 

ハーバード大学医学部神経科学専攻（博士課程）専攻

長（ディレクター） 

1995 年 NINDS 基礎神経科学・発達障害部門ディレクター 

1999 年 NINDS アソシエイト・ディレクター（技術開発担当） 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機 研究及び

研修に関する特別学長顧問 

2007 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構理事 

2011 年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園プロボースト及

び副理事長 

2014 年 同 首席副学長（沖縄の自立的発展担当） 

2015 年 

 

2016 年 

8 月 

同 首席副学長（沖縄の自立的発展担当）及びプロボ

ースト（臨時）及び副理事長 

同 首席副学長（技術開発イノベーション担当）及び

副理事長 

カーティス・ 

カラン 

2014 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日 

1964 年 プリンストン大学（米国）博士号（物理学） 

1968 年 JASON スタディグループメンバー 

1969 年 プリンストン高等研究所長期メンバー 

1972 年 プリンストン大学物理学部教授 

1974 年 アメリカ物理学会フェロー 

1986 年 プリンストン大学ユージン・ヒギンス・プロフェッサ

ー 

アメリカ芸術科学アカデミーメンバー 

1989 年 米国科学アカデミー会員 

1990 年 JASON スタディグループ運営委員会委員長 
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1995 年 プリンストン大学ジェームス・Ｓ・マクドネル物理学

ディスティングイッシュトプロフェッサー 

1998 年 プリンストン大学物理学部長 

2004 年 ディラック賞（国際理論物理学センター） 

2005 年 プリンストン大学理論物理学センターディレクター 

2008 年 アメリカ物理学会会長・副会長 

プリンストン大学物理学部長 

プリンストン高等研究所評議会会員 

2014 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

リタ・ 

コルウェル 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日

* 

1961 年 ワシントン大学（米国）博士号（海洋学） 

1991 年 メリーランド大学（米国）生命工学研究所所長 

1998 年 全米科学財団 11 代理事長 

国家科学技術会議（米国）共同議長 

2004 年 キャノン US ライフサイエンス（米国）会長・上席副社

長 

メリーランド大学特別教授 

ジョン・ホプキンス大学（米国）公衆衛生大学院特別

教授 

2006 年 キャノン US ライフサイエンス（米国）上級顧問名誉会

長 

科学技術振興機構国際諮問委員 

東京大学プレジデンツ・カウンシル・メンバー 

2007 年 米国生物化学研究所所長 

2006 年アメリカ国家科学賞 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

2013 年 ローザリンド・フランクリン協会会長 

シグマ XI ウィリアム・プロクター科学功績賞 

2014 年 一般微生物協会賞 

ジェローム・ 

フリードマン 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日

* 

1956 年 シカゴ大学（米国）博士号（物理学） 

1967 年 マサチューセッツ工科大学（米国）教授 

1977 年 米国大学研究協会 URA ボード委員 

同 ボード副議長 

1983 年 マサチューセッツ工科大学物理学部長 

1990 年 ノーベル物理学賞 
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1997 年 高エネルギー加速器研究機構（KEK）経営協議会委員 

1999 年 米国物理学会会長 

2001 年 米国科学学会代表者評議会議長 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

2009 年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

ピーター・グル

ース 

 1977 年 博士号取得：ハイデルベルク大学 

1980 年 アメリカ国立衛生研究所（NIH）専門コンサルタント 

1982 年 ハイデルベルク大学、微生物学准教授 

1983 年 ハイデルベルク大学分子生物学センター（ZMBH）理事 

1986 年 マックス･プランク生物物理化学研究所（ゲッティンゲン）、

（分子細胞生物学部）部長 

1990 年 ゲッティンゲン大学名誉教授 

1997 年 マックス･プランク生物物理化学研究所（ゲッティンゲン）

所長 

2002 年 マックス･プランク学術振興協会会長 

2017 年 

1 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事長 

沖縄科学技術大学院大学学長 

セナパティ・ 

ゴパラクリシュ

ナン 

2017 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日 

1977 年 インド工学大学マドラス校 修士号（物理 

1979 年 インド工学大学マドラス校 修士号（コンピューター

サイエンス） 

2007 年 インフォシスリミテッド最高経営責任者兼マネージン

グ・ディレクター 

2011 年 インフォシスリミテッッド副会長 

2016 年 インド国立工学アカデミーフェロー 

2016 年 インド電子通信工学研究所（ＩＥＴＥ）名誉フェロー 

2014 年 Axilor Ventures 会長 

セルジュ・ 

アロシュ 

2015 年 

10 月 1 日 

～ 

2021 年 

9 月 30 日 

 

1971 年 パリ第 6 大学（フランス）博士号（物理学） 

1975 年 パリ第 6 大学教授 

1981 年 ハーバード大学客員教授 

1984 年 イェール大学非常勤教授 

1991 年 フランス大学学院メンバー 

1994 年 高等師範学校（フランス）物理学部長 

2001 年 コレージュ・ド・フランス量子物理学教授 



10 

 

2012 年 コレージュ・ド・フランス学長 

ノーベル物理学賞 

2015 年 

10 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

橋本 和仁 2016 年 

9 月 1 日

～ 

2019 年 

8 月 31 日 

1980 年 分子科学研究所文部技官 

1984 年 分子科学研究所助手 

1989 年 東京大学工学部講師 

1991 年 東京大学工学部助教授 

1997 年 東京大学先端科学技術研究センター教授 

2004 年 東京大学先端科学技術研究センター所長 

2007 年 東京大学大学院工学系研究科教授 

2015 年 東京大学総長特別参与・教授 

2016 年 

1 月 

国立研究開発法人物質・材料研究機構理事長 

小谷 元子 2014 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日

* 

 

1990 年 東京都立大学理学研究科 博士号（理学） 

1993 年 マックス・プランク研究所客員教授 

1997 年 東邦大学理学部助教授 

1999 年 東北大学大学院理学研究科助教授 

2001 年 仏高等科学研究所（IHES）客員教授 

2004 年 東北大学大学院理学研究科教授 

2008 年 東北大学大学院理学研究科ディスティングイッシュト 

プロフェッサー 

2011 年 東北大学原子分子材料科学高等研究機構副機構長・教

授 

2012 年 東北大学原子分子材料科学高等研究機構長 

2014 年 総合科学技術・イノベーション会議議員（非常勤） 

2014 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

ヴィジェイ 

ラガバン・クリ

シュナスワミ 

2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日

* 

1983 年 タタ基礎化学研究所（インド）博士号（分子生物学） 

1984 年 カリフォルニア工科大学（米国）リサーチフェロー 

1986 年 カリフォルニア工科大学シニア・リサーチフェロー 

1988 年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センター

入所 

1998 年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センター 

シニアプロフェッサー兼所長 

2005 年 首相府（インド）科学諮問委員会委員 
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2009 年 ハワードヒューズ医学研究所（米国）ジャネリアファ

ーム・リサーチ・キャンパス諮問委員会委員 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

2012 年 ロンドン王立協会会員 

2013 年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センター 

ディスティングィッシュトプロフェッサー 

インド科学技術省バイオテクノロジー局局長 

黒川 清 2011 年 

11 月 1 日 

～ 

2020 年 

10 月 31 日

* 

1967 年 東京大学大学院博士号（医学博士） 

1979 年 カリフォルニア大学ロスアンゼルス校（米国）医学部

内科教授 

1989 年 東京大学医学部教授 

1993 年 文部省科学官 

1996 年 東海大学教授 

同 医学部長 

1998 年 東海大学総合医学研究所所長 

1999 年 紫綬褒章 

2001 年 内閣府沖縄大学院大学構想検討委員会委員 

2003 年 日本学術会議会長 

2005 年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構運営委員 

2006 年 内閣特別顧問（科学、技術、イノベーション担当） 

政策研究大学院大学政策研究科教授 

2009 年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

政策研究大学院大学政策研究科アカデミックフェロー 

2011 年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

2014 年 政策研究大学院大学客員教授 

エルヴィン・ 

ネアー 

2018 年日

6 月 1 日 

～ 

2021 年 

5 月 31 日 

1965 年 ミュンヘン工科大学 フォアディプロム（ディプロ

ム中間試験）（物理） 

1967 年 ウィスコンシン大学 理学修士（物理） 

1970 年 ミュンヘン工科大学 博士号（物理） 

1966 年 ウィスコンシン大学マディソン校W.W.ビーマン博士

研究室大学院生兼リサーチ・アシスタント (1967 年

まで) 

1968 年 マックス・プランク精神医学研究所 H.D.ラックス博

士研究室大学院生兼ポストドクトラルスカラー
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（1972 年まで) 

1972 年 マックス・プランク生物物理化学研究所分子システ

ム構造学部リサーチ・アソシエイト（1975 年） 

1975 年 イェール大学理学部 Ch. F. スティーブンス博士研究

室客員リサーチ・アソシエイト（1976 年まで） 

1976 年 マックス・プランク生物物理化学研究所リサーチ・

アソシエイト（1982 年まで) 

1989 年 カリフォルニア工科大学フェアチャイルド・スカラー 

1983 年 マックス・プランク生物物理化学研究所、生物膜生物

物理研究科長（2011 年まで) 

2011 年 マックス・プランク生物物理化学研究所名誉所長（現

在に至る） 

尾身 幸次 2016 年 

10 月 1 日 

～ 

2019 年 

9 月 30 日* 

1956 年 一橋大学商学部卒業 

1956 年 通商産業省入省 

1970 年 外務省在ニューヨーク日本国総領事館領事 

1976 年 通商産業省大阪通商産業局総務部長 

1979 年 科学技術庁長官官房総務課長 

1981 年 通商産業省中小企業庁指導部長 

1983 年 衆議院議員初当選（以来当選八回） 

1995 年 衆議院大蔵委員長 

1997 年 国務大臣経済企画庁長官 

2001 年 国務大臣沖縄及び北方対策･科学技術政策担当 

2006 年 特定非営利活動法人ＳＴＳフォーラム理事長 

財務大臣 

2013 年 

10 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

野依 良治 2018 年 

5 月 1 日 

～ 

2021 年 

4 月 30 日 

1961 年 京都大学 学士号 

1963 年 京都大学 修士号 

1967 年 京都大学 博士号（工学） 

1963 年 京都大学工学部助手（1968 年まで） 

1968 年 名古屋大学理学部助教授（1972 年まで） 

1969 年 ハーバード大学博士研究員 

1972 年 名古屋大学理学部教授（2003 まで） 

1997 年 名古屋大学大学院理学研究科長・理学部長（1999 年

まで） 

2002 年 日本化学会会長（2003 年まで） 
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2003 年 名古屋大学特任教授（現在に至る） 

2003 年

07 月 

独立行政法人理化学研究所理事長（2015 年 03 月まで）  

2005 年 文部科学省科学技術・学術審議会会長 (2015 年まで) 

2006 年 教育再生会議座長（2008 年まで) 

2015 年 独立行政法人理化学研究所フェロー（現在に至る） 

2015 年

06 月 

国立研究開発法人科学技術振興機構研究開発戦略セン

ター長（現在に至る） 

2015 年

07 月 

公益財団法人日本科学技術振興財団科学技術館長（現

在に至る） 

アルブレヒト・ 

ワグナー 

2015 年 

10 月 1 日 

～ 

2021 年 

9 月 30 日 

 

1971 年 ハイデルベルク大学（ドイツ）博士号（物理学） 

1984 年 ハイデルベルク大学教授 

1991 年 ハンブルグ大学教授 

ドイツ電子シンクロトロン研究所（DESY）所長 

1999 年 DESY 理事会委員長 

2005 年 TESLA Technology Collaboration Board 委員長 

2006 年 将来加速器国際委員会（ICFA）委員長 

2007 年 ヘルムホルツ協会副会長 

2008 年 ハンブルグ大学評議委員会委員長 

2010 年 ヨアキム・ヘルツ基金委員 

2011 年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

2015 年 

10 月 

同 理事長臨時代理兼学長臨時代理 

 *重任・2 期目 **再任 

 

（３） 評議員   

氏名 任期 所属 

*安仁屋 洋子 2014 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

琉球大学名誉教授 

*有馬 朗人 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

財団法人日本科学技術振興財団会長 

学校法人根津育英会武蔵学園学園長 

公立大学法人静岡文化芸術大学理事長 

モンテ・カセム 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

学校法人立命館総長特別補佐 

メアリー・コリンズ 2016 年 2 月 18 日～ 

2022 年 2 月 17 日 

沖縄科学技術大学院大学研究担当ディーン 
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エリック・ 

デシュッター 

2018 年 9 月 1 日～ 

2019 年 9 月 30 日 

沖縄科学技術大学院大学教授会議長 

土肥 義治 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

公益財団法人高輝度光科学研究センター理事長 

ラルフ･アイヒラー 2014 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

前スイス連邦工科大学チューリッヒ校学長 

アリ・ガンジロー 2015 年 10 月 2 日～ 

2021 年 10 月 1 日** 

沖縄科学技術大学院大学副学長（施設管理担当） 

フレデリック・ 

ギルマン 

2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

カーネギー・メロン大学（米国）理学研究科長 

平澤 泠 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

財団法人未来工学研究所理事長 

東京大学名誉教授 

北陸先端科学技術大学院大学経営協議会委員 

キース･ホジソン 2014 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日 

スタンフォード大学化学学部長 

アイリーン・ヒラノ・ 

イノウエ 

2018 年 2 月 1 日～ 

2021 年 1 月 31 日 

米日カウンシル会長 

梶山 千里 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

福岡女子大学学長・理事長 

前九州大学総長 

川上 好久 2018 年 1 月 4 日～ 

2021 年 1 月 3 日 

沖縄振興開発金融公庫理事長 

ナセル・カゼミニ 2017 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日 

ナショナル・エスニック・コーリション・オブ・オ

ーガニゼーションズ（NECO） 

益戸 正樹 2018 年 1 月 1 日～ 

2020 年 12 月 31 日 

内閣府沖縄振興審議会委員 

バークレーズ証券株式会社顧問 

松本 良 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

東京大学名誉教授 

明治大学研究知財戦略機構特任教授 

松島 恵美 2014 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学統括弁護士 

アン・ミウラ・コー 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

Floodgate 共同設立パートナー 

長浜 善巳 2015 年 2 月 19 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

恩納村村長 

ロバート・ナカソネ 2017 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日 

世界ウチナーンチュビジネス（WUM）ネットワー

ク創設者－アドバイザー 

リー・ジェームス・ 2017 年 11 月 1 日～ アイルランドハイエンドコンピューティングセン
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オリオーダン 2020 年 10 月 31 日 ター（ICHEC）コンピュテーションリサーチサイエ

ンティスト 

ケン・ピーチ 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

オックスフォード大学（英国）量子治療癌研究所名

誉教授 

ミリンダ・ 

プロヒッタ 

2018 年 4 月 1 日～ 

2019 年 9 月 30 日 

沖縄科学技術大学院大学教員担当学監 

白井 克彦 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

放送大学学園理事長 

前早稲田大学総長 

前沖縄振興審議会会長 

ウルフ・ 

スコグランド 

2018 年 4 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日 

沖縄科学技術大学院大学研究科長 

デイヴィッド・ 

スウィンバンクス 

2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

ネイチャーパブリッシンググループ マネージン

グ・ディレクター リジョナルマーケット＆サイエ

ンンス＆メディカルコミュニケーションズ アジ

アパシフィック・インド・中東・イベロアメリカ・

ロシア 

マクミラン サイエンス＆エデュケーションマネ

ージングディレクター オーストラリア＆ニュー

ジーランド 

高安 藤 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

元在沖米国総領事館広報・文化担当補佐官 

田中 信明 2014 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

元国連本部事務次長 

ガイアコンタクト CEO 

富川 盛武 2015 年 2 月 19 日～ 

2020 年 11 月 5 日* 

沖縄県副知事 

ゲイル・トリップ 2018 年 6 月 1 日～ 

2021 年 5 月 31 日 

沖縄科学技術大学院大学副学長（大学コミュニティ

支援担当） 

*アルブレヒト・ 

ワグナー 

2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

ドイツ電子シンクロトロン名誉所長 

和宇慶 江理子 2015 年 5 月 18 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

沖縄アミークスインターナショナル校長 

山崎 秀雄 2014 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

琉球大学理学部海洋自然科学科生物系理学部長 

フィリップ・ヨー 2011 年 11 月 1 日～ 

2020 年 10 月 31 日* 

シンガポール中小企業育成標準政策庁（SPRING）

長官 

吉尾 啓介 2018 年 4 月 1 日～ チーフ・オペレーティング・オフィサー 
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2021 年 3 月 31 日 

ユルゲン・ 

ツェルナー 

2017 年 5 月 24 日～ 

2020 年 5 月 23 日 

シュティフトゥング・シャリテ 

エグゼクティブ・ボード 

*理事兼任者  *重任・2 期目  **再任 

 

 

II. 業務実績報告 

  別紙「平成 30 年度業務実績報告」のとおり。 

 



 

  

      

 

平成 30 年度 

 

業 務 実 績 報 告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 平成 30 年 4 月 1 日 

至 平成 31 年 3 月 31 日 

 

 

 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園 

 



平成 30年度事業計画 指標 平成 30年度業績 
自己 

評価 
 

1 

平成 31 年 3 月 31 日 

第 1 章 教育研究に関する事項 

1.1 

博士課程 

目標 (1) 

平成 29 年のフィードバックを受け、新規学生の円滑な

受入れと、計画どおりの研究トレーニングの開始に万全

を期し、取組の更なる改善を図ります。 

 

 

 

 

  

A 

1.1 

博士課程 

取組 (1) 

（授業科目）  

1101 引き続き、新しく採用された教員が担当する授

業を含め、カリキュラムを拡充させます。学内における

新規授業科目開発・承認及び既存科目内容変更承認の仕

組みの改善を図ります。 

 

 

 

 

1102 引き続き、博士論文研究開始前のトレーニング

やラボ・ローテーション、個々の学生への指導教員（ア

カデミック・メンター）の配置等を含め、個々の学生の

ニーズに応じたプログラムを提供します。 

 

 

 

1103 引き続き、グループ活動やプレゼンテーション

の技術、研究倫理、キャリア開発、教育経験、招待学生

による講演事業等に重点を置いたトレーニング等を内

容とする「プロフェッショナル・ディベロップメント科

目」を提供します。 

 

 （授業科目）  

1101  引き続き、選択科目のカリキュラムを改良・拡

充しました。新しい教員が加わったことで、さらに多く

の選択科目を提供することができました。教育分野の拡

大や、重複を防ぐことで更なる改善が見込める教育分野

を特定するため、正式なカリキュラム審査プロセスも開

始しました。他大学履修で修得した単位を移行可能にす

るシステム整備が完了し、来学期から実施されます。 

 

1102  引き続き、博士論文研究開始前のトレーニング

やラボ・ローテーション、個々の学生への指導教員（ア

カデミック・メンター）の配置等を含め、個々の学生の

ニーズに応じたプログラムを提供しました。個々の学生

へ指導教員（アカデミック・メンター）を配置し、ラボ・

ローテーションやコース・ワークを開始しました。 

 

1103  「プロフェッショナル・ディベロップメント科

目」を継続して実施し、専門的な科学技術習得の向上に

努めました。当該科目は主に 3 つの要素から構成されて

います。1）研究公正や倫理、サイエンス・コミュニケ

ーション、社会における科学の役割などの多岐にわたる

週次セミナー2）学際的なグループ・プロジェクト 3）

 



平成 30年度事業計画 指標 平成 30年度業績 
自己 

評価 
 

2 

 

 

1104 引き続き、卓越した外部試験官による口頭試験

を基本に博士論文研究の進捗状況の審査を実施します。 

 

 

1105 卓越した外部試験官による口頭試験を基本に

最終試験を実施します。また前年度の経験を基に学位授

与のプロセス改善を図り、修了生への学位授与を行いま

す。 

 

 

1106 引き続き、入学予定の学生（特に 3 月に日本の

大学を卒業する学生）に対し提供する、研究活動で必要

となる語学力等を習得する準備プログラムの充実を図

ります。 

 

専門技能の習得セミナーシリーズ。 

 

1104   博士論文研究開始のための審査が定期的に継続

され、研究計画書の口頭試問が行われ、学内審査員と学

外審査員各 1 名により審査されました。 

 

1105  学外審査員 2 名の前で公開発表と口頭試問を

行う学位論文審査の形式が構築されました。博士課程に

属していた学生 17 名が平成 30 年度に修了しました。本

学第 2 回目の学位記授与式は、平成 31 年 5 月 25 日に執

り行われます。 

 

1106  博士課程を開始する前に、1 名の学生に「ギャ

ップ・プログラム」を提供し、英語とラボのスキルを向

上させました。 

 

1.1 

博士課程 

取組 (1) 

（教育環境） 

1107 引き続き、学生の研修、単位互換、ティーチン

グ・アシスタント等の交流を目的に連携協定を締結する

等、他大学との協力関係を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 （教育環境） 

1107  他大学の学生をヴィジティング・リサーチ・ス

テューデントや特別研究学生として指導し、東大、理研、

プリンストン大学、韓国科学技術員（KAIST）、タフツ

大学、ケンブリッジ大学、オーフス大学、トレスデン工

科大学、カリフォルニア大学サンタバーバラ校、Earlham 

Institute、 Technische Universität、ダルムシュタット工科

大学、ATR, パリ市立工業物理化学高等専門大学

（PMMH-ESPCI）などの大学に本学博士課程の学生を数

名派遣するなど、他大学との関係を構築してきました。 
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1108 履修状況、成績、単位等のデータを管理する学

生記録システムを運用し、引き続き拡充を図ります。 

 

 

1109 引き続き、実験授業、教材、講義室や指導室、

AV 機器、コンピューター・ラボ等を管理するための仕

組みや、教員と事務部門との連絡窓口を強化します。 

 

 

 

1110 （数学、コンピューター・プログラミングのよ

うな）確立したトピックにおける短期のコース及び客員

研究者による特別なコースを設けることによって博士

課程学生が必要とする研究技術を学ぶ機会を増加させ

ます。 

 

1108  データを可視化する新しい視覚化ツールの開

発や今後導入予定のシステムの設計等、学生記録システ

ムの改善に継続的に取り組みました。 

 

1109  学位論文審査等の進捗管理表、ウェブ・フォー

ムを使用した申請書、プロジェクト管理システムを開発

し、教務支援を強化しました。引き続き、教員や学生に

対する説明会の内容を改善し、学生評議会との月例ミー

ティングを実施しています。 

 

1110  短期集中講座であるスキルピル（Skill Pills）シ

リーズの種類・回数を大幅に増やし、本学の教育活動に

大きく貢献しました。 

1.1 

博士課程 

取組 (1) 

（学生支援） 

1111 引き続き、日本における教育プログラム、法令、

研究のための使用可能な実験室や生活の情報を提供す

るため、入学後の学生に対するオリエンテーション・プ

ログラムを改良します。 

 

1112 文化イベントの開催や日本国内の他大学に在

籍する学生との交流の機会を設けることにより、海外か

らの学生による日本文化に対する理解を促進します。 

 

 

1113 引き続き、本学の博士課程に入学する学生に対

・外部の奨学金等を獲

得した学生数の増加 

（学生支援） 

1111  博士課程の学生として、また、沖縄での新生活

を始めるための明確な情報提供を心掛け、入学後の学生

に対するオリエンテーション・プログラム、ウェブサイ

ト等を改良しました。 

 

1112  引続き日本及び沖縄の文化を学ぶ機会を提供

しました。沖縄文化の理解を深めるための社会見学を実

施しました。また、沖縄県内の他大学と合同で、交流会

や文化講演会を開催しました。 

 

1113  年末調整、還付申告、滞在ビザの更新、出生届
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し、本学が優れた学生の獲得を巡って競合する世界水準

の大学と同程度の生活水準において、研究活動等に専念

できるような環境を提供します。将来的な経済支援の調

整の基礎とするため、ベンチマークとなる他大学におけ

る国際的な支援レベルの比較調査を委託します。 

 

1114 学生が巻き込まれた事故の発生や対応、結果等

を引き続き記録し、本学としての対応が必要な場合、統

括弁護士オフィス及び COO とともに、その対応に当た

ります。 

 

 

1115 引き続き、外部の奨学金等の情報を収集し、学

生に対し情報を提供するよう努めます。 

 

 

 

1116 引き続き、学生の卒業後のキャリア形成を支援

するための方策を実施します。これらの支援には、学内

（短期コースや学部生向けワークショップ）におけるテ

ィーチング・アシスタントの機会の提供、シニア・リサ

ーチ・アシスタント制度の導入、国内外の大学・研究機

関のリーダー層とのネットワークの構築の促進、ポスド

ク等のポジションの就職情報の積極的な提供、外部研究

者の講演プログラムや個別のキャリアアドバイス等が

含まれる予定です。また、国内における就職活動のため

の指導や会社訪問のための経済支援を提供します。学生

の卒業後の追跡調査は一年に一回行う予定です。また、

等の申請手続きを学生に代わり適時行いました。また、

奨学金申請に伴う書類作成のサポートも引続き行いま

した。  将来的な経済的支援の調整の基礎とするため、

ベンチマークとなる他大学における国際的な支援レベ

ルの比較調査を委託し、現在継続中です。 

 

1114  緊急時に少しでも迅速な対応ができるよう、本

学キャンパス・セキュリティ窓口、保健センター、がん

じゅうセンター及び統括弁護士オフィスと緊密に連携

を取り、新しい HEART-HCM により当該情報を管理し

ました。 

 

1115  学生が申請可能な奨学金や、フェローシップの

情報を引き続き提供しました。また奨学金申請に関する

セミナーを開催し、必要に応じて申請手続きをサポート

しました。 

 

1116  学生向けプロフェッショナル・ディベロップメ

ント担当者が平成 30 年 8 月に本学を退職した後、雇用

規制のため後任の採用ができませんでした。そのため、

プロフェッショナル・ディベロップメントにおいては、

ワークショップの開催など、前述の限られた活動しか行

うことができませんでした。雇用停止の解除後は、プロ

フェッショナル・キャリアディベロップメント・コーデ

ィネーターの採用を優先し、現在も面談を継続中です。

人員確保が困難であったため、アラムナイ・マネージメ

ントに注力することができませんでした。一昨年は同窓

生がいなかったため、当該ポストは今後新たに設置する
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アラムナイ・ネットワークに関しては本学全体で計画中

のアラムナイ・ネットワークとは別に研究科の卒業生だ

けを対象としたネットワークを開始する予定です。その

際 LinkedIn を利用する予定です。 

 

1117 学生支援セクションのウェブサイトを充実さ

せて学生及び学生の家族向けの経済的支援、トラベル支

援、福利厚生関連サポート等について明快な情報を提供

し、沖縄及び OIST における生活の理解を助けます。 

 

1118 引き続き、学生に対し、学会やワークショップ

参加、他の教育機関訪問、キャリア・ディベロップメン

トのためのトラベル・アレンジメントの支援を提供しま

す。 

 

1119 引き続き、特別研究学生、ヴィジティング・リ

サーチ・スチューデント、リサーチ・インターンなどの

非正規学生が、不安や問題なく速やかに新しい環境に適

応するためのサービスを提供します。 

 

1120 学生評議員会との定期ミーティング開催を通

じた学生との対話を重視し、学生のフィードバックを研

究科のサービスに活かしていきます。 

予定です。アラムナイ・ネットワークは広報ディビジョ

ンと学長室（資金調達）の関心分野でもあるため、両部

門との連携を通して拡大していけるよう準備を進めま

す。 

 

1117  学生またその家族に明確な情報を提供するた

めに新しい学生支援ウェブサイトを立ち上げました。 

 

 

 

1118  引き続き、適切な助言と円滑なトラベル・アレ

ンジメントを提供しました。ルールや手続きに関する明

確な情報を提供するために、学生トラベル・ガイドライ

ン及びウェブサイトを改善しました。 

 

1119  引き続き、非正規学生が新しい環境に適応し、

本学での教育研究に打ち込めるよう、必要な支援を行い

ました。 

 

 

1120  学生との対話を重視するため、学生評議会との

月例ミーティングを実施しました。学生からのフィード

バックを研究科のサービスに反映しました。 

1.1 

博士課程 

目標 (2) 

引き続き、科学技術分野における世界最優秀の学生を選

抜し、本学の博士課程に受け入れます。学生の少なくと

も半数は外国人とします。 

 

   

A 

1.1 1121 これまでの学生募集・選抜の状況について適切 ・成績優秀な学生の博 1121  今年の学生募集・選抜の状況について適切な検  
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博士課程 

取組 (2) 

な検証を行い、その結果を採用活動に反映させ、計画的

かつ効果的な募集・選抜を実施します。また、OIST の

特色ある教育プログラムを国内外に向けて効果的にア

ピールします。 

 

 

 

1122 平成 30 年 9 月に本学の博士課程（科学技術専

攻、科学技術研究科）に入学を予定する次期学生として、

科学技術分野における世界最優秀の学生の獲得を目指

し、以下のとおり、国際的な募集・獲得活動を引き続き

展開します。 

入学定員： 約 50 名 

主な募集活動： 

-募集ツールとして、引き続き、研究科のウェブサイト

を整備します。さらに、正確で分かりやすい学生募集パ

ンフレットを発行します。 

-国内の主要都市で OIST カフェを開催し、本学の募集情

報や英語講習を提供します。 

-国内の大学及び大学院で就学中の学生を対象としたス

キルピルプラスを開催し、サイエンストピックの集中講

座に参加してもらいます。 

-日本の学部生を対象としたサイエンス・チャレンジ・

ワークショップ、学部及び修士レベルの日本人・外国人

学生を対象としたコラボレティブ・エクスペリメント・

デザイン・アンド・アナリティクス（Collaborative 

Experimental Design and Analytics: CEDA）を開催し、本

学の最先端の研究ならびに大学院のプログラムを体験

士課程への応募者数

（日本人及び外国人）  

 

・合格者数（日本人及

び外国人）  

 

・入学者の水準（出身

大学等） 

 

・卒業生の就職状況 

 

証を行い、データの綿密な分析を行いました。イギリス

で開催されたポスドクフェアと米国での個別説明会に

おいて、本学の特色ある教育プログラムを国内外に向け

て効果的にアピールしました。 

 

添付資料 1. 1-1 学生に関する情報 

 

1122  平成 30 年 10 月、学生募集担当者 2 名が南カリフ

ォルニア大学の大学院フェアに参加し、同大学および、

カリフォルニア大学ロサンゼルス校、デービス校、バー

クレー校、サンディエゴ校にて個別説明会を開催しまし

た。また、本学職員 2 名がイギリスの 3 か所で行われた

大学院フェアに参加しました。日英両言語で学生募集活

動に向けた簡潔で分かりやすいパンフレットを作成し

ました。また、アドミッション・ウェブサイトを刷新し、

平成 31 年 3 月 30 日に提供を開始しました。OIST カフ

ェを東京で 2 回（7 月と 1 月）開催しました。参加者数

は多くなかったものの、参加者のうち 2 名が博士課程に

出願し、3 名が平成 31 年度のサイエンス・チャレンジ

に参加するなど、参加者との継続的な関係構築への機会

となりました。また、大阪大学でも本学のリサーチ・イ

ンターンシップについて紹介する説明会を実施しまし

た。 

平成 31 年度のサイエンス・チャレンジには、国内外か

ら計 31 名が参加し、本学で有意義な時間を過ごしても

らうことができました。最終的には、学生募集活動を通

じて計 6 名の学生が本学博士課程に合格しました。 

海外におけるカンファレンス等では、教員が直接本学の
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してもらう機会を提供します。 

-化学や海洋科学などの分野からの募集のために、ター

ゲットを絞ったパンフレットを発行します。 

※本学の教育環境の特色を学生に紹介する取組におい

て、引き続き特に日本人学生に留意して募集活動を行い

ます。いくつかの国内大学における説明会や、平成 29

年度に実施したOIST体験ワークショップのようなイベ

ントを開催するなど、ターゲットを絞った取組を通し、

日本人学生の参加の機会を増やすよう努めます。 

研究活動等に関する情報を提供しました。本学キャンパ

スで開催されるワークショップでは、教員がパンフレッ

トなど宣伝資料を配布するよう奨励しました。 

海洋研究および化学分野を焦点とした特別なパンフレ

ットは作成しませんでしたが、追加のワークショップと

して Skill Pills Plus を開催し、国内外から 13 名の学生が

参加し、成功裏に幕を閉じました。 

ネット上の活動については、Twitter のフォロワー数が

520 人から 1206 人（増加率約 230％）に倍増し、インス

タグラムでは、年度内で 500 人から 1030 人（増加率約

200％）に倍増しました。また、人気のある YouTube チ

ャンネル「MinuteEarth」と協働し、本学の研究を紹介し

ました。視聴者の数は 3 日間で 25 万人を記録しました。 

 

1.2  

研究活動に関

する事項 

目標 

引き続き、世界最高水準の学際的な研究を推進します。

基礎研究を通じて、新たな知見を追求することに尽力し

ます。また、様々な国や地域から集まった学生に対し教

育訓練を実施します。相互の連携を促す環境の整備、最

先端の設備・機器の提供、並びに定期的に実施される厳

格な研究評価制度等により、優秀な教員や学生、研究員

を奨励し、高いモチベーションを維持するよう支援しま

す。  

社会のニーズに応え、それに相応しい取組を展開するよ

う努めます。基礎研究から生まれる発見こそが最も大き

な貢献に繋がると確信しています。政府による「経済財

政運営と改革の基本方針」に基づき、知的・産業クラス

ター形成の推進に関連した研究等を通じて、ニーズに見

合った科学技術の応用を推進していきます。 

   

A 
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1.2  

研究活動に関

する事項 

取組 

（学際的研究の促進）  

1201 学際的研究の成否は、教員が率いる研究ユニッ

トの研究力に左右されます。競争力のあるユニットを確

立するため、引き続き優秀な人材を教員として採用して

いきます。平成 29 年 11 月に開催した、外部の世界的に

著名な科学者と OIST の教員の代表が、OIST の今後の

教育研究分野の発展に関して議論をする「OIST におけ

る研究展望委員会」で提案があったように、海洋科学等

一部の分野についてはターゲット採用と公募を組み合

わせて採用活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1202 研究棟のデザインや博士課程新期生による専

門外のラボ・ローテーション、社会活動により分野をま

たぐ共同プロジェクトを促進します。平成 30 年 2 月時

 （学際的研究の促進） 

1201  Perspective Council（国際的に著名な科学者 6

名から構成される委員会）の助言をもとに、今年度は 9

分野において採用枠 19 名で教員採用活動を行いまし

た。上記 9 分野には属さないが、学際的な研究を自立的

に進められる優れた研究員も応募できるよう分野を特

定しない教員採用活動も行いました。9 分野で採用する

ために 9 つの教員採用委員会が結成され、委員会の間で

応募者情報を交換しました。例えば、応募者の中にはコ

ンピューター・サイエンスと神経科学の両分野の委員会

で選考が行われた者もいました。また計算生物学の分野

では、Target of Opportunity（スカウトによる採用）を行

いました。複数分野の本学教員が、この教員と個別また

はグループで共同研究を行うことに興味を示していま

す。教員によるランチタイム・セミナーも継続しており、

異なる分野の教員が出席しています。教員リトリートを

実施し、様々な分野の教員が科学的な議論を行いまし

た。学際的研究を促進する取り組みは、ポスドク（博士

後研究員）を対象にも行われています。科学的な出会い

を目的とした「サイエンス・スピード・デート」と呼ば

れるイベントでは、研究員が自らの研究について紹介

し、次に相手を変えて紹介することを繰り返し、最後に

自由に科学的議論を行います。 

 

1202  学内のスペース検討委員会の議論の中で、ロー

テーションで複数の研究ユニットを経験する大学院一

年次の学生を共通スペースに配置することが有益であ
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点の研究ユニット一覧は、別紙 1-1 を参照。また、主な

研究内容については別紙 1-2 を参照。 

 

ることが分かりました。学生は共通スペースで異分野の

学生と交流し学ぶと同時に、博士論文にも学際的研究が

特徴として見られることが期待されます。学生は、自分

の専門分野以外で少なくとも 2 つの研究ユニットをロ

ーテーションで経験することが求められます。 

1.2  

研究活動に関

する事項 

取組 

（研究活動の支援） 

1203   研究支援ディビジョンにおいては、平成 30 年 3

月のメカニカル・エンジニアリング＆マイクロファブリ

ケーション・サポートセクションのセクション・リーダ

ーの退職を受け、新しいセクション・リーダーを探しま

す。また、迅速かつ高い質のサービスを提供できるよう、

工作機械支援を強化するとともに、電子工学の支援を開

始します。また、機器分析セクションを含む 2 セクショ

ンのピアレビューを行います。各セクションがとりまと

めるユーザーグループでは、機器の重複を避けるため、

共通機器だけではなく、共有、専有希望の機器について

も審査を行うこととします。また、物質・材料研究機構

等の機器共有プラットフォームで利用可能な機器につ

いて、OIST の研究者に紹介します。 

 

 

1204  実験動物セクションは、新規研究支援業務とし

て遺伝子組換え動物の作出を開始します。また、将来の

新研究棟における実験動物施設の基本的な考え方を検

討します。 

 

 

 

 （研究活動の支援） 

1203   研究支援ディビジョンにおいては、メカニカ

ル・エンジニアリング＆マイクロファブリケーション・

サポートセクションの新しいセクション・リーダーを採

用しました。工作機械支援を強化するとともに、電子工

学の支援に向けたリソースの検討を開始しました。ま

た、同セクションと機器分析セクションのピアレビュー

を行い、セクションの運営について、有識者からの有用

なアドバイスを多数受けました。 

各セクションがとりまとめるユーザーグループでは、機

器の重複を避けるため、共通機器だけではなく、共有、

専有希望の機器についても審査を行い、機器の共有化を

促進しました。物質・材料研究機構等の機器共有プラッ

トフォームで利用可能な機器について、本学の研究者に

紹介しました。 

 

1204  実験動物セクションは、新規研究支援業務とし

て遺伝子組換え動物作出を実施するための技術者を採

用し、周辺機器の整備を行いました。また、新研究棟に

おける動物実験施設の基礎設計に携わり、研究者、研究

支援スタッフの両方が満足できるよう、基礎設計の作製

に貢献しました。 
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1205  DNA シーケンシング・セクションは、引き続き

下記の研究支援業務を遂行します：(1)サンプル調整と

超高速 DNA 解読装置の運用、(2)既存のサンプル調整法

の改良ならびに新規手法の開発。また、新たに「沖縄科

学技術大学院大学 研究データ、ラボノート、研究試料

及び化学物質の保存及び開示に関するガイドライン」に

沿ったサンプルやデータを保存・公開の環境構築を目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1206 メカニカル・エンジニアリング＆マイクロファ

ブリケーションサポート・セクションは、CNC 工作機

械を使用して高度な加工を迅速に行うスキルを向上し

ます。 また、スタッフ及び研究者、学生の工作機械の

厳格な安全使用を徹底します。 

 

1205 

(1)サンプル調整と超高速 DNA 解読装置の運用： 

今年 1 月、読取長が長く、ラン当たりのデータ量増加が

著しい Oxford Nanopore 社の PromethION を導入しまし

た。学内ユーザーの協力のもと、様々な生物種の DNA

でテストランを行い、サンプルの取扱を含めた運用のノ

ウハウの蓄積を始めました。  

(2)既存のサンプル調整法の改良ならびに新規手法の開

発： 

増え続けるサンプル数に対応するために、新たな装置を

複数稼働させ、ルーチン作業である DNA の定量やサン

プル調整において工程の自動化を進めました。  

 「沖縄科学技術大学院大学 研究データ、ラボノート、

研究試料及び化学物質の保存及び開示に関するガイド

ライン」に沿ったサンプルやデータを保存・公開の環境

構築： 

今年度は、サンプル、データなどの実験に関する情報の

管理に適したソフトウェアを調査し、実験ノート専用の

ソフト、メモを取りやすいソフトなどクラウドやローカ

ルにインストールするソフトのリストアップを行い、試

験運用を開始しました。 

 

1206  メカニカル・エンジニアリング＆マイクロファ

ブリケーションサポート・セクションでは、CNC 工作

機器ツールの操作方法およびスキルを大幅に改善しま

した。これは、様々なツール・メーカーやソフトウェア・

メーカーとの協力やトレーニング・プログラムを活用し

て達成されました。これに関連して、工作室では依頼さ
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1207 科学計算及びデータ解析セクションは、データ

解析と人工知能コンピューティング用の GPU システム

の利用促進と研究支援を継続します。GPU 計算システ

ムの利用を上回る統合した研究支援ソリューションを

提供します。また、研究環境におけるハイパフォーマン

スコンピューティング（HPC）の効果的な利用を促進し

続け、科学計算とデータ分析の研究プロジェクトを大学

院の中央 IT インフラと統合することを続けます。 

 

 

 

 

 

1208 拡張する研究分野や研究材料の安全に対応す

るため、安全衛生を担当する職員の拡充を行います。常

勤のダイビング安全主任者の採用に向けて引き続き同

主任者の公募を継続します。各研究室に安全担当者（仮

称）を設置する等、安全に関する安全衛生部署と各研究

れた作業を各 CNC ツールのスペシャリストに割り当て

ていますが、工作室を通して実施する作業について、よ

り効率的なワーク・フローを作成しました。その結果、

完成品の質が向上したと同時にリード・タイムも短縮さ

れました。 

工作室ではスタッフおよび研究員向けに強化されたト

レーニングとルールを導入することで安全面も強化さ

れています。これによって、すべての工作室ユーザーに

とって安全な環境が構築されています。 

 

1207  科学計算及びデータ分析セクションは、本学に

おける GPU コンピューティング・システム導入の第 2

段を実行し、学内で増加をし続けているデータ分析と人

工知能計算用のリソース需要に対応することができま

した。外部参加者を含めた本学のセミナーやワークショ

ップのイベント開催を支援するために、学内及びクラウ

ド・サービスを用いた高性能科学計算システムを構築

し、イベント開催計画をサポートしながら提供しまし

た。また、IT 部門そして他の研究支援セクションと協

力して LIMS（ラボラトリー情報管理システム）と高性

能画像解析の遠隔デスクトップ・プラットフォームを提

供しました。 

 

1208  平成 31 年 3 月 1 日付けでダイビング安全主任

者を採用しました。各研究室に安全連絡員を設置するこ

とを決定し、安全衛生管理規程に同安全連絡員に関する

条項を追加しました。（緊急対応コーディネーターにつ

いては、5301 及び 5302 参照） 
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室のコミュニケーションを充実させる方法を確立しま

す。新たに着任した緊急対応コーディネーターの下、緊

急対応訓練を計画・実施します。 

 

1209 引き続き、次世代研究機器データベースへの移

行を推進します。また研究支援ディビジョンとその各セ

クションのウェブサイトをさらに充実させ、体系的な情

報発信を行います。 

 

1210 研究データの保存は、研究室の閉鎖や研究員の

退職時の管理徹底が重要です。したがって、研究データ

等に関する研究室の閉鎖や研究員の退職時の手続きに

関するチェックリスト等を策定します。研究倫理のさら

なる向上に向け、研究倫理に関する専門家を招聘し、研

究倫理セミナーを開催するなど、引き続き、研究倫理教

育の徹底に努めます。 

 

1211 外部研究資金セクションは、教員担当学監オフ

ィス等学内の部署との連携をさらに深め、教員、研究者、

学生への外部研究資金申請・管理に関する支援を強化し

ます。また公募情報についても継続して情報入手、学内

配信を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1209  次世代研究機器データベースの検討を引き続

き進めました。研究支援ディビジョンとその各セクショ

ンのウェブサイトの形式を統一化することで、体系的か

つ効果的に情報発信をできるようになりました。 

 

1210  研究データ等に関する研究室の閉鎖や研究員

の退職時の手続きに関するガイドラインを作成し、本学

の研究支援ディビジョンのウェブサイトで公開しまし

た。研究倫理のさらなる向上に向け、研究倫理教育の第

一人者である東京工業大学の札野順教授を、平成 30 年

12 月 13 日に招聘し、研究倫理に関するワークショップ

を開催しました。 

 

1211 外部研究資金セクション（GRC）は、教員担当学

監オフィス（FAO）から新たに着任する本学教員に関す

る情報を受け取り、外部助成金に係る支援の準備をしま

した。GRC は、セクション間の交流を促進するために、

外部の助成金に関する情報を関連する他のセクション

と共有しました。 その他の協働として、助成金申請に

役立つ一連のセミナーやワークショップの企画（FAO

ポスドク・ディベロップメント・スペシャリストと協

働）、ならびに卓越大学院プログラムの申請（大学院事

務局と協働）などを行いました。 
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1212 研究支援ディビジョン事務職員サーベイの結

果を踏まえ、職員のスキルやキャリア形成に繋がるよう

なトレーニング等のパッケージについて検討します。ま

た、IST オーストリア及びワイツマン研究所の研究施設

サービス、費用、スタッフ体制等に関するベンチマーク

調査を実施します。新しいメカニカル・エンジニアリン

グ＆マイクロファブリケーションサポートセクション

のセクション・リーダーを支援するため、工作室のサー

ビススタンダードを構築します。イメージング・セクシ

ョンは、新しいセクション・リーダーの指揮のもと、支

援体制の一層の充実を図ります。創薬等先端技術支援基

盤プラットフォーム（BINDS）における、クライオ電子

顕微鏡による構造解析支援を本格稼働します。先端バイ

オイメージング支援プラットフォーム（ABiS）の活動

の一環として、顕微鏡及び画像解析のトレーニングワー

クショップを開催します。機器分析セクションは、引き

続き全学的な機器分析サポートの拡充を行ってきます。

多くのユーザーの複雑なニーズに応えるため分析機器

の使用者ガイドラインと標準操作手順を制定し、より効

率よく高度な分析機器を使用できる環境を整えます。引

き続き、ユーザーのためのトレーニング・コースなどを

充実させ多くの研究者に使用できる環境を整えるとと

もに、高度な研究課題へ十分なサポートができるように

スタッフのレベル・アップを行っていきます。沖縄海洋

研究支援セクションは、海洋科学の国際諮問委員会のメ

ンバーを招き、評価を受けることで、OIST マリン・サ

イエンス・ステーションで提供する研究支援サービスの

強化を図ります。地域住民への見学会を開催し、研究活

1212 研究支援ディビジョン事務職員サーベイの結果

を踏まえ、職員のスキルやキャリア形成に繋がるような

共通のチャートを作成し、ディビジョン内で説明、共有

しました。また、カリフォルニア工科大学を訪問し、研

究支援体制に関するベンチマーク調査を実施しました。

メカニカル・エンジニアリング＆マイクロファブリケー

ションサポートセクションは、マイクロファブリケーシ

ョン・チームおよびメカニカル・チームが、ポリシー・

マニュアル、明確なワーク・フローおよびルールを整備

しました。これによって、すべての施設へのアクセスが

容易になり、スタッフが速やかにリクエストに対応でき

るようになりました。 

2019 年 1 月にピアレビューが実施され、MEMS セクシ

ョンの運営体制が審査されました。そのレポート結果で

は、現在のレベルを考慮した上で、本セクションが十分

に機能していることが示されました。 

イメージング・セクションは、光学顕微鏡サポートに 2

名、電子顕微鏡サポートに同じく 2 名のメンバーが加わ

り、ユーザーへのサポートを大きく改善することができ

ました。研究分担者として参加している創薬等先端技術

支援プラットフォーム（BINDS/AMED)の一環として、

クライオ電子顕微鏡での構造解析支援（単粒子解析）の

ワーク・フローを作成し、かつ国内外の電子顕微鏡ユー

ザーに対してクライオ電子顕微鏡のトレーニング・プロ

グラムを起案、開始しました。また、日々のサポート業

務に加えて研究プロジェクトへの参加、国内外での教育

活動も行い、ABiS Advanced Light Microscopy Training 

workshop、Tokuyasu workshop (順天堂大学との共催)、
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動の広報を行う他、おきなわマリンサイエンス・ワーク

ショップに参加し、沖縄における海洋科学関係機関との

ネットワークを引き続き強化します。 

 

Cryo-EM workshop のワークショップを開催しました。

また、琉球大学、ミナス・ジェライス連邦大学（ブラジ

ル）との共同研究契約を結び、現在別の共同研究につい

ても準備しています。 

機器分析セクションは、使用者ガイドラインと標準操作

手順を制定し、リクエスト進捗状況のユーザーへの可視

化を行い機器分析サポートの拡充を行ってきました。さ

らに、ユーザーのためのトレーニング・コースの実施や

スタッフのレベル・アップなど人的なレベル・アップを

行いました。また、マックスプランク研究所などの専門

家による外部評価を受けて世界レベルでの機器分析サ

ポート体制についてアドバイスを受けました。 

沖縄海洋研究支援セクションは、9 月に海洋科学の国際

諮問委員会のメンバーを招き、本学のマリン・サイエン

ス・ステーションで提供する研究支援サービスについて

ポジティブな評価を受けました。8 月には、国際海洋環

境情報センターと共同で地域住民への見学会を開催し、

約 90 名が来所しました。また、11 月には、沖縄県主催

のおきなわマリンサイエンス・ワークショップに参加

し、沖縄における海洋科学関係機関とのネットワークを

強化しました。 

1.2  

研究活動に関

する事項 

取組 

（研究内容・成果の発信・公表） 

1213 引き続き、厳格な研究評価の実施等を通じて、

最も質の高い研究を掲載する国際的な学術誌への論文

投稿や国際学会への参加を奨励します。 

 

 

 

・研究者の数（教員、

ポスドク、技術者及び

学生） 

 

・研究成果の発表論文

数 

 

（研究内容・成果の発信・公表） 

1213  教員の年間業績評価で教員の研究成果を確認

するとともに、引き続き本学と他大学の研究成果を比較

し、モニターします。本学図書館が運営する機関レポジ

トリを通じて、研究成果のオープン・アクセスの促進に

も取り組むと同時に、教員の年間業績評価で、各教員の

オープン・アクセス率についても確認をしています。 
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1214 研究内容や研究成果について、OIST ウェブサ

イトでの発表、記者公表、記者会見、記者懇談会、OIST

便り（電子版ニュースレター）、パンフレット、テレビ

番組や新聞・雑誌・ウェブ記事、OIST ソーシャル・メ

ディア等を活用して、引き続き国内外への分かりやすい

情報発信に努めます。 

・本学ウェブサイトのレスポンシブ・デザインは平成

27年にOISTホームページ及び各グループサイトの作業

が完了し、モバイル端末ユーザーに向けた利便性が飛躍

的に向上しました。内部向けウェブサイトとディレクト

リも拡大する大学の要請を受けて設置されました。平成

30 年度は、旧システムの内容を引き続きクラウドに移

行する作業を行います。これにより、外部向けウェブサ

イトの質を高め、サーチエンジンの検索効率を上げ、現

行システムを維持し、新システムを立ち上げ、グループ

サイト権限者により良いトレーニングを提供すること

ができます。 

・平成 29 年度は前年度同様、新聞・雑誌・ウェブ・テ

レビ媒体を対象とした積極的なメディア戦略を実施し

たことで多くの特筆すべき報道があった。平成 30 年度

も引き続き効果的なメディア戦略を展開し、内外の主要

メディアを含めて多くの報道を呼び込むことに努めま

す。その一環として、本学の研究内容や研究成果を、地

元・国内・海外メディアに対して国内の記者クラブ及び 

Alpha Galileo や Eureka! Alert 等のニュース配信プラッ

トフォームを介して引き続き発信します。 

・年々規模が拡大しているソーシャル・メディアを OIST

・複数教員による共同

出版数 

 

・研究成果についての

記者会見及び記者懇

談数 

 

・研究に関する受賞数 

 

・研究助成金の獲得数

と金額 

 

・OIST 研究施設の外部

利用者数、他 
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-本学の研究成果に関する国内外への情報発信の一環と

して、日英両言語で 46 本のウェブ記事を本学ウェブサ

イトに掲載、29 件のプレス・リリースを発表、そして 3

つの記者会見および 4 回の記者懇談会を東京と沖縄に

おいて開催しました。また、在京の科学論説委員及び科

学記者を対象とした都内でのサイエンス・カフェ形式の

記者懇談会は、テーマ及び開催時期について戦略的に企

画・実施することで、本学研究者と科学記者の関係構築

に寄与するばかりでなく、報道にもつながり、その一つ

が本学研究者と民間企業による産学連携につながりま

した。このように、メディア戦略に基づく報道機関への

積極的な情報発信及び記者らによる本学訪問などを通

じて前年度に続いて本学の報道が増しました。 

- 的確な判断を要する報道対応案件があり、広報担当副

学長の指揮の下、学長、首席副学長、プロボスト、人事

担当副学長、そして統括弁護士と連携しながら対応にあ

たったことで、本学に与え得る悪影響を最小限に抑えま

した。  

-  昨年度、主要な Web サイトは、柔軟かつカスタマイ

ズできる新しいクラウド・ホスティング・サービスで管

理されていました。 デジタルサービス・セクション

（DSS）所属のディベロッパーは、ディレクトリとイン

トラネット・ポータル TIDA を再構築するために、新し

い革新的なテクノロジーを使用しましたが、メンテナン

スと継続的な開発にはかなりの時間が必要でした。ま

た、今年度半ばに、DSS 所属のディベロッパー2 名が退
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による教育研究活動などの情報発信の場として活用し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職し、セクション・メンバーは 1 人だけになりました。

同時期に、主要な IT 技術管理スタッフが本学を退職し

ました。 DSS の Web サイト・ホスティングの管理に費

やすスタッフの時間を増やすために、IT は Web サイト

のホスティング責任をすべて DSS に移管しました。限

られたスタッフにもかかわらず大学へのサービスを改

善するために、DSS はカスタマイズすることよりも今ま

で通りのやり方で進めることを優先し、より良いメンテ

ナンスとアップデート・サポートとより確立されたワー

ク・フローを提供し、より良い開発を行うために必要な

成熟したホスティング・プラットフォームに 4 つの Web

サイトを移行して再構築しました。ツール・メンテナン

スとトレーニングを合理化してさらに効率を高めるた

めに、TIDA と Directory は他の OIST Web サイトで使用

されていたものと同じ CMS で再構築されました。目標

は、ディベロッパーがインフラとメンテナンスに費やす

時間を短縮し、大学の研究成果が広く認知されるための

開発作業に費やすことができるように、より少数のツー

ルとフレームワークへのサポートと集中を促進するこ

とです。信頼性の高い Web サイトのホスティングとサ

ポートにより、本学は急激なトラフィックの増加に耐え

ることができます。 1 月 26 日、プロボストのゴールデ

ンタイムのテレビ出演により、Web サイトのトラフィッ

クは前日に比べ 924％増加しました。 3 月 29 日、OIST

サイエンス Web 記事に対するソーシャル・メディアの

反応により、Web サイトのトラフィックが前日と比較し

て 281％増加しました。 Web サイトの訪問者がこのよ

うに急激に増加すると、Web サイトやネットワーク全体
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1215 OIST の学術的地位をより強固なものとするた

めに、国内外の研究者などとの遠隔会議を円滑に遂行

し、職員、教員及び学生に対して充実した技術支援を提

供します。 

がクラッシュする可能性がありますが、中断やサーバー

の応答時間の低下はありませんでした。安定した Web

サイトのホスティングとメンテナンスにより、本学 Web

サイトは安全に運営されています。 

-  本学の研究内容や研究成果を、Alpha Galileo や 

EurekaAlert! といったニュース配信サイトに掲載する

一方、国内の記者クラブを通じて配信するとともに、記

者たちに対して個別にネタを提供することで、国内外の

メディア（新聞・テレビ・ラジオ・ウェブ）による数多

くの報道につながりました。特筆すべきは新竹積教授に

よる波力発電プロジェクトが主要メディアの一つであ

るブルームバーグに取り上げられたことや、プロボスト

が日本テレビの看板人気番組「世界で一番受けたい授

業」に出演したことで、本学ソーシャル・メディアのフ

ォロワー数が軒並み増えるなど大きな反響がありまし

た。 

- メディア向けのタイムリーな情報発信や、メディア・

セクションの職員による Asahi Globe+及び日刊工業新

聞へのコラム寄稿、科学技術広報研究会（JACST）など

の活動に関連して講演者として招聘されるなど、国内外

のジャーナリストや機関科学広報担当者とのより一層

の関係強化に成功し、前年度に続いて本学の知名度向上

につながりました。 

 

1215  300 を越える AV を活用したミーティング、会

議およびセミナーに対して技術サポートを提供し、さら

に電子メールやオンコールでのサポートも随時行いま

した。キャンパス内の 40 を超えるミーティング・ルー
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 ムにおいて Zoom によるテレビ会議機能を既存の Cisco

製品と円滑に統合運用する改修作業を行いました。この

Zoom テレビ会議システムの統合により、BOG/BOC 会

議のサポートはこれまで以上に円滑に遂行することが

できました。第 4 研究棟で Zoom ハードウェアを本格導

入するための事前テストとしてキャンパス内 3 ヶ所で

Zoom会議室を設定し試験運用を開始しました。その他、

B503 会議室を同時通訳ブース対応の VIP 専用ビデオ会

議室として改修し、老朽化した C209、C210 および講堂

のプロジェクターを省電力で機器寿命の長いレーザー

タイプの機種に交換しました。構内 40 ヶ所のデジタル

サイネージ・システムを Windows ベースの機器に交換

し、学内の情報交換がより円滑に行えるようにしまし

た。この他、研究ユニットが液晶モニターやプロジェク

ター、ビデオ会議システムを導入する際の技術的な助言

も提供しました。 

 

添付資料 1. 2-1 平成 30 年度 OIST 論文・発表数 

 

1.3  

教員関係 

目標 

本学では、卓越した研究成果を蓄積した上級教員と、優

れた学識と独創性のある研究を行う若手教員の両方を

バランスを取りながら、海外及び国内の科学者の採用を

継続してきます。これにより、学際的研究におけるリー

ダーシップを強化するとともに、世界における本学の存

在をアピールしていきます。 

 

   

A 

 

1.3  

教員関係 

（教員の採用） 

1301 OIST 教員によって最近作成された計画に沿っ

 （教員の採用） 

1301  今年度、教員 10 名採用を目標に掲げ、現段階
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取組 て、2023 年までに 100 の研究ユニットを目指す「枠組

み文書 II」の年間採用予定に記された新教員の採用を継

続していきます。特に 2018 年（平成 30 年度）の教員採

用活動では、研究ユニットを 70 まで増やすため、化学、

細胞生物学、コンピューター・サイエンス、海洋科学の

分野で卓越した教員の採用を目指します。 

また、著名な国際会議を OIST に誘致し、参加者の OIST

認知度を向上させることで、教員獲得の一助となること

を目指します。平成 29 年 10 月に開催された「OIST に

おける研究展望委員会」では、本学拡充の方針を継続す

るとともに、成長が著しい科学技術分野では候補者のタ

ーゲットを絞って採用活動を行うことが推奨されまし

た。本年度はこの推奨に基づいて学内で協議を重ね、教

員採用に関する戦略を策定していきます。 

 

でこの目標は達成可能であると言えます。目標で掲げた

4 分野のうち 2 分野でオファー受諾が決定し、残り 4 分

野でもオファー受諾が期待されます（平成 30 年度の教

員採用数が確定するのは 2019 年 5 月の理事会後）。引き

続き、ワークショップやカンファレンスを開催し、教員

ポジションへの応募につなげる努力をしています。2019

年 6 月末までに（2019 年 5 月の理事会後）、研究ユニッ

ト数は 75 に達すると予測します。 

引き続き、年間 10 名の教員を採用していきます。今年

度の採用結果により、来年度の採用数を調整しますが

（今年度は目標数以上の採用が予想されるため）、来年

度は研究ユニット数が 85 まで増えると予測します。今

年度の応募者数は 1544 名で、Interfolio というシステム

を導入してこの膨大な量の選考書類を処理しました。候

補者 40 名と面接を行い、そのうち 6 名がオファーを受

けました。オファーを受ける候補者の数も今後増えると

予想されます。 

面接した候補者のうち女性の割合が 10％と低いことは

認識していますし、オファーを出しても一部の女性候補

者が却下する可能性もあります。一方で、教員担当学監

オフィスでは、採用広告を打つ際、女性の応募意欲を下

げるような言葉を排除しました。また各教員選考委員会

に、ダイバーシティ・オフィサー（教員）を設置し、女

性の雇用促進を強化しました。このように様々な対策を

行いましたが、最終的には各教員採用委員会の決定に委

ねられます。 

1.3  

教員関係 

（教員・研究評価の実施） 

1302   新しいテニュア審査の方法を導入し、テニュ

・研究評価を実施した

研究ユニット数 

（研究評価の実施） 

1302  テニュア審査による PRP（学内規程）の改定が
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取組 ア・トラックのスケジュールに柔軟性を持たせ、

Assistant Professor が助言やアドバイスを受けられる体

制を作ります。平成 29 年度に、テニュア審査ポリシー

の改正について統括弁護士オフィスとアドミニストレ

イティブ・コンプライアンスディビジョンとの調整・合

意が完了し、平成 30 年度から新しいテニュア審査ポリ

シーを実施します。 

 

1303   引き続き、研究ユニットの評価については、世

界の著名な科学者等からなる外部の評価委員会が、世界

的に最も高いレベルの基準に基づいて評価を行います。

委員会は、研究の成果、独自性、今後の可能性やその他

の要素について、公平性と透明性の確保を重視した基準

により、厳格な評価を実施し、研究ユニットの継続の判

断等に活用します。平成 30 年度に評価を予定している

研究ユニットは、最大 4 ユニットです。 

 

 

1304 既存の TREC（テニュア審査評価委員会、OIST

教員および学外メンバー1 名で構成）に加え、新テニュ

ア審査システムを実施します（TREC は学外メンバーで

構成）。学外メンバーは、世界の著名な科学者等であり、

世界的に最も高いレベルの基準に基づいて評価を行い

ます。現在教員 3 名のテニュア審査が進行中で、2018

年度中にあと 3 名のテニュア審査が完了する予定です。 

 

 

 

完了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

1303  今年度は 5 ユニットの研究ユニット評価が実

施されました。そのうち 3 ユニットは、一つ以上の評価

項目において、「卓越している」という評価を受けまし

た。これら 3 ユニットは運営費、人件費、研究機器は基

本的に要求通りに認められました。残り 2 ユニットのう

ち 1 ユニットは、ほぼ全評価項目で「優れている」とい

う評価を受け、研究費もほぼ要求通りに認められまし

た。残り 1 ユニットの研究費については、これから検討

が行われます。 

 

1304  PRP で規定された新システムでテニュア審査

を希望する初めてのリクエストが教員からありました。

ただし新システムでのテニュア審査は、次年度以降に開

始されます。 

既存のシステムについては、今年度は教員 3 名がテニュ

ア審査を受け、テニュアを付与されました。また教員 2

名のテニュア審査も開始されましたが、結果が出るのは

来年度になります。 

昇進審査については、今年度は教員 1 名がプロフェッサ

ーに昇進しました。その他 3 名の昇進審査が継続中で、
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1305  引き続き、評価結果については、研究事業に投

じられた公費について国民に対する説明責任を果たす

観点から、その概要をできるだけ速やかに公表します。 

 

まもなく審査結果が出る予定です。 

 

1305  教員の年間業績評価を実施することで、年次報

告書の完成率が向上しました。 

  

添付資料 1. 2-2 平成 30 年度研究に関する受賞実績 

 

添付資料 1. 2-3 平成 30 年度アウトリーチ活動実績 

1.3  

教員関係 

取組 

(研究成果レポート) 

1306   引き続き、研究成果については、研究事業に投

じられた公費について国民に対する説明責任を果たす

観点から、その概要をできるだけ速やかに公表します。

OIST の研究成果のオープン・アクセス化（インターネ

ット上で研究成果である学術文献に誰もが無料でアク

セスできる）を、平成 30 年度に運用します。平成 30

年度は、学術レポジトリに掲載される文献数を増やすた

め、作業効率の改善に努めます。 

 

 (研究成果レポート) 

1306  研究成果レポートは、年次報告書中の論文リス

トとして公開しています。さらに教員の年間業績評価の

実施を通じて、本学の学術レポジトリでの登録論文数も

増加しました。 

 

 

 

1.3  

教員関係 

取組 

（シニアレベルの教員の任用と定年） 

1307   大学が拡充という新段階に入るにあたり、革新

的かつ研究成果の高い教員を確保することを目的とし

て、シニアレベルの教員の採用と、定年後の教員の契約

期間の延長について、新しい方針が策定されました。平

成 30 年度よりこの方針のもと、70 歳以上の教員の状況

を見直すとともに、名誉教授の称号を付与します。この

方針が初めて適用される教員は、定年の 2 年前から研究

ユニット縮小することに合意しました。今後数年間、70

歳以上の各教員の状況の見直しを行います。70 歳以上

 （シニアレベルの教員の任用と定年） 

1307  上記項目（1303）で述べたユニット研究評価の

一つは、70 歳を超えた教員の研究評価であり、当該教

員の研究は「卓越している」という評価を得ました。 
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の教員のほとんどに「名誉教授」のタイトルが与えられ

る予定です。 

1.3  

教員関係 

取組 

（教員開発） 

1308   平成 30 年度は、FD（教員能力向上）計画の一

環として、新規着任のアシスタント・プロフェッサーの

研究ユニットの立上げと運営を支援する「メンターシス

テム」を強化します。またテニュア・トラック教員によ

り効率的な支援が行えるよう、「Appointment & 

Promotion Committee」を設置します。教員担当学監オフ

ィスで FD強化を指揮するポジションの公募が行われて

います。 

 （教員開発） 

1308  本学のアシスタント・プロフェッサー全員に、

メンターを少なくとも 1 名特定し、その名前を報告する

よう求めています。教員の年間業績評価では、教員担当

学監が、特にテニュア審査や昇進審査に関するメンタリ

ングを教員に対して行っています。また今年度より始動

している APC（任用と昇進に関する検討委員会）は、

教員採用と教員評価の両方で、その役割を果たしまし

た。教員担当学監オフィスで FD（教員開発）強化を指

揮するポジションはまだ採用が決まっていません。 

 

 

1.3  

教員関係 

取組 

（ポスドクキャリア開発） 

1309   平成 28 年度に初めて採用されたポスドク・キ

ャリア・アドバイザーは、様々な研修プログラムを企

画・運営しました。現在及び将来のキャリア開発の重要

性を更に認識してもらうために、引き続き、ポスドクの

ためのキャリア支援プログラムを提供していきます。 

 

 （ポスドクキャリア開発） 

1309  教員担当学監オフィスは研究科と連携しなが

ら、ポスドクキャリア支援プログラムの活動範囲を拡大

し、学生のキャリア支援にもつなげる取り組みを行いま

した。研究科でもキャリア支援担当者を雇用する予定で

す。教員担当学監オフィスと研究科との更なる連携で、

大学全体に良い効果をもたらすことが期待されます。 

 

 

1.4  

世界的連携 

目標 

他大学や研究機関との連携協定の締結やワークショッ

プの開催等を通じて、世界の科学コミュニティとの緊密

なネットワークの構築に向けた取組を継続します。先端

的な基礎研究及び最優秀の科学者を育成することで社

会向上を目指す研究大学院大学として国際的な知名度

の向上を目指します。 

  

 

 

 

A 

 

1.4  

世界的連携 

取組 

1401 ビジティング・リサーチ・スチューデントの分

類を構築し、学生が関与する他大学との共同研究を促進

します。学生の相互交流について、交流協定を構築しま

・大学や研究機関等と

の連携協定の数 

 

1401  研究支援ディビジョンの各セクションによる

研究支援の質を向上させるため、引き続き、国内外の他

大学や研究との連携を広げました。県内、国内向けの取
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す。また、各セクションによる研究支援の質を向上させ

るために、引き続き、国内外の他大学や研究との連携を

広げます。引き続き、琉球大学と東京大学との更なる連

携について検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1402 優れた学生や若手研究者等が、最先端の科学を

学ぶとともに、相互に交流する機会を拡大するため、引

き続き、国際性に富んだ世界的にもトップレベルの国際

コース又は国際ワークショップを開催します。また、世

界規模の国際ワークショップを本学に招致し、本学の研

究者や学生が他の研究者とネットワークを構築する機

会を拡大します。教員の要望に応じたワークショップや

会議の柔軟な実施につとめ、参加者及び講師に対する旅

・国際ワークショップ

及びコースの数 

 

・国際ワークショップ

及びコースの参加者

数 

 

・国内外の大学より受

け入れた学生数 

り組みとしては、日本国内の研究者による本学共通施設

の利用を促進する OIST Jumps 共同研究プログラムの公

募、AMED（国立医療研究開発機構）の BINDS（創薬

等先端技術支援プラットフォーム）への参画、琉球大学

の医学部とのシンポジウムの共同開催、大阪大学でのシ

ンポジウムなどを行いました。また、東京大学とは科学、

学術協力に関する基本協定書を 5 年間にわたって更新

しました。国際的な取り組みとしては、国内外との共同

研究を促進する OIST KICKS プログラムの開始、ワイツ

マン研究所、IST オーストリア、フランシス・クリック

研究所との BRIDGE ネットワークへの参画の決定、台

湾のドラゴンゲート・プログラムメンバーへの認定、

EAJS 東アジア・ジョイント・シンポジウムへの創設メ

ンバーとしての参加、IBS コリアとの共同シンポジウム

などを行いました。 

 

平成 30 年度、海外の大学から 36 名のヴィジティング・

リサーチ・ステューデント（内日本人 9 名）を受け入れ

ました。 

 

1402  OIST ワークショップ 8 件、ミニシンポジウム

3 件と「Strings2018」などの著名な国際会議を含む共同

開催ワークショップ 5 件を開催した。OIST ワークショ

ップおよびミニシンポジウムはカンファレンス・ワーク

ショップ・コミッティによる世界基準の厳格な審査と推

薦に基づき企画され運営しています。これらのワークシ

ョップに 1,183 名の研究者が参加し、うち海外からの参

加者は 688 名でした。  
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費支援の低減、他の機関からの資金援助や、宿泊の手続

を更に効率化し、各ワークショップに係る経費を減らす

よう努めます。 

 

1403 引き続き、物理学、細胞生物学、神経科学等の

分野において、国内外のトップレベルの学部学生等を対

象とした滞在型の研究室体験コースを開催します。 

 

 

 

1404 短期・長期の学生受入制度を継続し、引き続き、

国内外の他大学から学生を受け入れ、研究ユニットにお

いて実践的なトレーニングを提供します。 

昨年度に試験的に導入した「トラベル・バーサリー」を

本年度は他のワークショップにも拡大し、旅費とサポー

ト事務作業量の低減に効果がありました。 

 

1403  研究科オフィスが提供するリサーチ・インター

ン制度と研究ユニット予算で招聘するインターンの取

り決めとの組み合わせにより、合計 120 名のリサーチ・

インターン（内日本人 27 名、内琉大から 6 名）を受け

入れました。 

 

1404  海外の大学から 15名の特別研究生を受け入れ

ました。 

 

添付資料 1. 4-1 学術交流協定一覧 

 

添付資料 1. 4-2 平成 30年度 OIST主催によるワーク

ショップ･ミニシンポジウム 

 

第 2 章 ガバナンス及び業務運営の透明性・効率性に関する事項 

2.1 

ガバナンス及

び業務運営体

制 

目標 (1) 

学園では、国内法人の伝統的な在り方とは異なり、学園

法及び学園の寄附行為に基づき、学外理事を中心として

理事会を構成しています。このような理事会は、学園及

び大学院大学の業務運営に関し、最終的な責任を負いま

す。また、評議員会は、地域社会の声を含め、幅広い意

見を学園及び大学院大学の業務運営に反映させます。こ

れらの二つの合議体が、法令及び学園の寄附行為に基づ

き、学園における透明で効果的なガバナンスを確保する

ために重要な役割を担います。これに対し、理事長・学

   

A 
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長は、事業計画の実施についてリーダーシップを発揮

し、理事会及び評議員会に対し説明責任を果たします。 

このように、理事会及び評議員会と理事長・学長との間

の関係を適切に保つことによって、特色あるガバナンス

を実現します。また、学園の監事は業務運営の適切性・

効率性が確保されるよう厳格な監査を行います。 

2.1 

ガバナンス及

び業務運営体

制 

取組 (1) 

（基本的な運営） 

2101 平成 30年は法人が設立されて以来 7年目にあ

たります。定例の理事会を 5 月、9 月、2 月に、定例の

評議員会を 5 月、2 月に開催します。5 月の理事会にお

いては、平成 29 年度の業務の実績を報告し、評価を行

います。評価の結果は公開情報として内閣府へ報告され

ます。 

 

 

 

2102 理事会及び評議員会は理事会運営委員会や分

科会に重要な議題を事前に議論する機会をつくり、5 月

と 9 月の会議日数を 2 日ないし 3 日増やすことにしま

す。理事会運営委員会は事前会議の間に教員評議会と一

緒に会議を持つようにします。 

 

2103 理事長・学長は、引き続き、学園及び大学院

大学の日常的な業務運営の全ての面でリーダーシップ

を発揮し、事業計画を着実に実施します。 

 

 

2104 監事は、引き続き、事前に作成する監査計画に

 （基本的な運営） 

2101  事前会議を含めた定例の理事会会合が 5 月、10

月に本学にて 2 月は Web 会議にて開催されました。5

月 10 月は 2 日間の会議に加え、事前会議を開催しまし

た。評議員会については、5 月に 2 日間の会合を開き、

2 月は Web 会議を実施しました。5 月の理事会会合前お

よび会合中に平成 29 年度の業務の実績を報告し、評価

を行いました。評価の結果は理事会による承認を経て、

公開情報として内閣府に提出されました。 

 

2102  理事会分科会は新たな構成を導入し、5 月及び

10 月会議の事前に、より内容を特化したディスカッシ

ョンの機会を持つことができるようにしました。運営委

員会は、引き続き、事前会議の間に学生、教員評議会、

内閣府と一緒に会議を開催しました。 

 

2103 理事長・学長は、学園及び大学院大学の日常的な

業務運営の全ての面でリーダーシップを発揮し、事業計

画は事業運営に向けた重要な指針として用いられまし

た。 

 

2104  本学の業務運営の状況について、平成 30 年 11
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基づき、内部監査や会計監査とも連携しつつ、予算執行、

調達・入札、法令順守の状況を始め、業務全般について

厳格な定期監査を実施するとともに、必要に応じて、臨

時の監査を行います。監事は、引き続き、適切な形で中

立性を維持しつつ、担当副学長を通じて、他の役員や幹

部職員との効果的なコミュニケーションを図ります。監

事には、その活動に必要となる十分な情報及び人的サポ

ートが提供されます。監査計画及び監査結果について

は、理事会での報告等を通じて、業務運営への反映を促

します。 

 

月～平成 31 年 4 月にかけて定期監査を実施しました。

この中で、個人情報保護に関する監査を実施しました。 

平成 30 年度を通じての監事の監査報告は、平成 31 年 5

月に開催される BOG 及び BOC に提出を予定していま

す。 

また、監事は、定期監査の活動以外に、最高コンプライ

アンス責任者との定例ミーティングを通じて、また、必

要に応じて学長、首席副学長、COO、プロボスト及び各

副学長等から業務運営の状況を聴取し、本学の運営状況

についての把握に努めました。 

2.1 

ガバナンス及

び業務運営体

制 

取組 (1) 

（大学院大学の拡充に向けて）  

2105 平成 27年 7月に本学の進捗及び拡充計画の評

価を実施した外部評価委員会は、卓越性を測る全ての主

要な基準において傑出した成果が見られるとし、こうし

た基準に照らすと、大学院大学は、平成 26-27 年の世界

大学ランキングで最も高い評価を受けているトップ 25

大学と肩を並べていると評価しました。外部評価委員会

からの中核的な提言として、「枠組み文書Ⅱ」で提案さ

れた、今から 10 年後の 2020 年代半ばまでに種々の研究

分野のバランスがとれた 100 の傑出した研究ユニット

及び数百名の学生規模の大学院を目指すという拡張計

画への支持が表明されました。今後 10 年間の大学院大

学の更なる発展を審議・計画していきます。「OIST にお

ける研究展望委員会」の提案により強化された教員開発

ワーキング・グループのガイダンスに従って、新たな教

員の採用も続けていきます。引き続き、第 4 研究棟の建

設を進めます。また、第 5 研究棟の設計を開始するとと

 （大学院大学の拡充に向けて） 

2105  本学の拡充計画が引き続き推進されました。大

学の将来的な方向性を導くことを目的とする Strategic 

Framework の準備が開始され、8 月以降、学内でのオー

プンなディスカッションやヒアリングが行われ、継続し

ています。タスクフォースやワーキング・グループが複

数設立され、100 名以上の本学メンバーが作成に関わっ

ています。 

また、内外のコンサルタントがトピック別のグループや

個別のディスカッションを開催し、公開セッションにお

いては進捗報告や質疑応答を受け付けました。 
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もに建設計画を策定します。インキュベーター施設につ

いては、30 年度に整備する施設の運用状況を踏まえ今

後の整備等を検討します。宿舎については、キャンパス

内の整備について準備を進めることとし、キャンパス外

の整備について検討を行います。 

 

2.1 

ガバナンス及

び業務運営体

制 

目標 (2) 

引き続き、世界水準の国際的な大学院大学の効果的な運

営に相応しい事務組織の構築に努めます。また、予算執

行及び業務運営について国への説明責任を果たすため

に、内閣府と密接なコミュニケーションを図ります。 

   

A 

 

2.1 

ガバナンス及

び業務運営体

制 

取組 (2) 

2106 引き続き、理事長・学長、副理事長、他のエグ

ゼクティブによる会合を定期的に実施し、情報共有を促

進するとともに業務運営の状況を確認します。また、大

学の幹部と教授会による会議を引き続き隔月毎に開催

し、上層幹部と教授間の情報の流れを改善していきま

す。サラリー・レビュー委員会も必要に応じ開催してい

きます。エグゼクティブ間の調整が円滑に行われるよう

に学長、首席副学長、COO、プロボストの 4 者で週 1

回の定例会議を行います。 

 

2107 新たに配置される COO の下、内閣府と密接な

コミュニケーションを確保していきます。内閣府との定

例協議会等を通じて連絡調整を行い、事業計画の実施状

況等について報告を行います。また、平成 31 年度事業

構想及びこれに続く概算要求に係る打合せを前広かつ

綿密に行います。 

 

 2106  引き続き、上層幹部と教授会議長との間で議題

に沿った会合が定期的に実施され、内容を記した議事録

が作成されました。学長と上層幹部メンバー(首席副学

長、プロボース及び COO)との個別会議も定期的に実施

された他、各幹部と学長との個別会議も適宜開催されま

した。サラリー・レビュー委員会（含・上層幹部メンバ

ーの一部）は、公平な給与のあり方及びそれに関連する

方針を確立・維持することを目的として必要に応じ開催

しました。 

 

2107  4 月、7 月、11 月及び 1 月の定例協議会及び必

要に応じた個別会議を通じて、内閣府との密接なコミュ

ニケーションを維持しつつ、平成 30 年度事業計画の実

施状況、平成 31 年事業構想、平成 31 年度概算要求及び

平成 31 年度事業計画策定等について適時適切に情報共

有しました。 
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2108 文部科学省認定の日本高等教育評価機構によ

る大学認証評価に関し、6 月中に自己評価報告書を同機

構に提出し、10 月の実地調査を受審後、最終評価結果

を年度内に公表します。 

 

2109 本学の使命に則する高品質の IT サービスを提

供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2110 ユーザーが IT リソース及びサービスを活用で

きるよう、情報管理と教育プログラムが明瞭かつ簡潔で

あることを、引き続き確実にいたします。IT Web サイ

トやリクエスト管理システムを全面的に見直し、使いや

すくします。 

 

2111 本学の運営を支える基盤を、特定・評価・設計・

展開、保守し、本学の発展に確実に対応できるようにし

ます。研究と教育を向上させるため、自動化と効率化を

可能な限り支援します。また、隔絶した研究用ネットワ

ークの成長に応えるよう、より柔軟で安全・安心なネッ

2108  日本高等教育評価機構より、3 月に全評価基準

において「適合」結果の通知を受け、年度内に公表を完

了しました。 

 

 

2109  最善な IT サービスを提供するよう努めまし

た。今年度、新サービス・ポータルを導入しました。こ

のサービス・ポータルは検索機能が優れており、ユーザ

ーによるセルフ・サービスをサポートし、自動化された

ワーク・フローを可能にします。このポータルを導入し

たことにより、ユーザーからリクエストに対応する時間

が短縮され、以前は手作業で行っていた作業時間も削減

できました。また、ネットワーク・コネクティビティ・

セクションは、地理的に独立したインターネットへのバ

ックアップ回線を確立することで、事業の継続性を強化

しました。 

 

2110  新 IT サービス・ポータルへの移行により、リ

クエスト管理プラットフォーム及び多くの IT サービス

に関わるドキュメントを全面的に改訂しました。新サー

ビス・ポータルでは、よりシンプルで読みやすいフォー

マットとなりました。 

 

2111  第 4 研究棟の追加、研究プログラムの増加する

データ量の処理、および独立した研究者のためにネット

ワークをより柔軟に管理することが必要となったため、

本学のネットワーク環境の性能を大幅に向上させまし

た。ファイアウォール、コアスイッチ、およびキャンパ
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トワーク環境を構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2112 IT 戦略計画の策定を通じて、IT とビジネスの

整合性を確保します。 ビジネスの計画とベストプラク

ティスの整合を、外部機関による IT レビューを通じて

確実にします。 

 

 

2113 大学の研究活動及び運営管理業務を支えるシ

ステム及びサービスの仕様の、開発または開発支援をし

ていきます。OIST に在学中の学生体験の質を向上させ、

在籍率の維持と成功を高めるシステムを開発します。ま

た、施設管理部門の作業軽減のため、宿泊施設及び駐車

場管理システムを開発します。 

 

 

 

 

 

ス・ネットワークの全てを対象に、交換または大幅な改

善を施しました。これらの改善の一環として、新しい

VPN サービスが導入され、キャンパスへのよりシンプ

ルで高速なリモート・アクセスが可能になりました。ビ

デオ会議プラットフォームも交換し、以前のソリューシ

ョンよりもはるかに優れた信頼性の高い通信サービス

を提供できるようになりました。ID 管理ソリューショ

ンも根本的に改良し、より完全で信頼性の高い情報を提

供し、下流システムへの情報の連携が自動化されまし

た。 

 

2112  IT 戦略計画は、IT サービス・サポート・コミ

ッティーによって承認されました。そして、大学全体の

戦略的は計画に従い実施中であり、完成した時点で改訂

される予定です。都合により外部審査は次年度まで延期

されました。 

 

2113  エンタープライズ・アプリケーション・セクシ

ョンは、HEART（財務および人事）システムの改善お

よび変更を引き続き行っています。これらの変更により

ユーザーのエクスペリエンスが向上し、また法律や規則

の変更に合わせて行われました。学生がリクルート活動

をするためのシステムを次年度に導入する予定であり、

いくつかの製品を評価するため、グラデュエート・スク

ールに対する支援を行いました。また、施設ディビジョ

ンの駐車許可証管理、デスク管理、および戦略計画を支

援するアプリケーションの開発もサポートしました。 
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2114 ローカル及びグローバルで行われている IT 関

連の新しい取組の中核に本学を位置付け、研究及び運営

管理の促進・支援を強化することで、沖縄の発展に一層

貢献していきます。 

 

 

 

 

2115 運用コストの削減及び安全性の増進を図る一

方で、事務業務の簡易化を行い、事務業務環境を標準化

します。 

 

 

2116 情報セキュリティ教育、複数要素認証、及びデ

バイスベースのアクセス制御を通じ、情報セキュリティ

を継続的に強化します。 既存の監視機能をさらに強化

し、OIST ネットワークまたはシステムの完全性を低下

させる可能性のある悪意のあるソフトウェアやアクテ

ィビティの検出を可能にします。 

 

 

 

 

2117 本学の各部門において発生する法的事項につ

いて法的助言を行うとともに、各部署が扱う契約につい

て、ドラフト、交渉から締結に至るまで全面的に支援し、

学園における適切な運営を確保します。 

 

2114  CIOはCaltechとのベンチマーク活動に参加しま

した。CISM は、OIST のサイバー・セキュリティへの

取り組みについて国内の複数のセミナーで発表しまし

た。奈良先端科学技術大学院大学との情報セキュリティ

についての情報交換を中心とした情報共有ワークショ

ップで、NAIST、JAIST、金沢、富山、東京工業大学の

各大学との交流を続けています。 

 

2115   IT管理対象デバイスの自動化とセキュリティ

は、モバイル・デバイス管理の機能性の向上、セキュリ

ティ及びオペレーティング・システムの更新に対する制

御の強化により、2 改善されました。 

 

2116   CISM が本学の個人情報保護のオンライン・

トレーニング・プログラムを開発し、COO によって承

認されました。このプログラムは、本学のすべてのメン

バーに対して必須であり、日本の個人情報保護法の基本

についての教育を受けることとなります。サイバー・セ

キュリティ監視サービスが大幅に改善されました。 こ

れらの強化されたサービスはすでにリアルタイムで問

題を指摘しており、情報セキュリティー・インシデント

を防止、軽減しています。 

 

2117  今年度は、比較的簡易な試料移転契約について

の包括契約の締結により一部効率化を図ったため、検討

した試料移転契約は 66 件（前年比 35％減）となりまし

たが、250 件以上のより複雑で交渉を要する共同研究契

約、ライセンス契約、委託研究契約、秘密保持契約、大
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2118 法廷内外の請求から本学を防御し、財政的損失

及び社会的評判の失墜を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2119 学内外における問題行動を防止するため、すべ

ての教職員及び学生に、毎年、日本の法令等（特に薬物

学間協定等をドラフト、交渉、締結しました（前年比

13％増）。また、人事労務関係、教員関係事項、コンプ

ライアンス関係等、法律相談が合計 190 件以上寄せられ

ました（前年比 20％増）。統括弁護士オフィスとして、

これらに適時適切に対応することにより、本学全般にお

ける適切な運営が保たれました。 

-2018 年度の途中で、2 名いたリーガルカウンセルのう

ち 1 名が中途退職し、代替人員が確保できない状態が続

いていますが、統括弁護士１名、リーガルカウンセル 1

名及びパラリーガル兼エグゼクティブアシスタント 1

名の体制で、紛争解決及び第三者との契約作成・交渉等

その増大する責務を適時適切且つ効率的に遂行できる

よう、日々努力しています。 

 

2118 

-テニュア審査に関する訴訟のうち 1 件について、昨年

度の地方裁判所判決に続き、本学の主張を全面的に支持

する高等裁判所の判決を勝ち取り、判決が確定し、約 2

年半の訴訟が終了しました。 

-テニュア審査に関する訴訟のうち係属中の 1 件に関連

して、本学に対してテニュア審査に関連する個人情報の

開示請求がなされ、現在、本学の不開示決定に対する審

査請求が総務省の情報開示・個人情報保護審査会におい

て審議中です。当該審査会に対し、本学の不開示決定の

理由を説明する意見書を提出し、裁定を待っています。 

 

2119 

-引き続き、新規従業員については加入時、既存従業員
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規制、飲酒運転、銃刀携帯、刑事手続/国外強制退去、

OIST における懲戒等）の研修プログラムの受講を徹底

します。 

 

については毎年、日本の法令等（特に薬物規制、飲酒運

転、銃刀携帯、刑事手続/国外強制退去、本学における

懲戒等）に関する研修プログラムの受講を義務化し、遵

法意識を高める努力をしました。 

-飲酒機会の多い 12 月初めに、飲酒運転に関する注意喚

起を学内のウェブサイトに掲示し、教職員・学生による

事件・事故を未然に防止しました。 

 

2.2 

予算配分と執

行 

目標 

国からの補助金を始めとする予算の執行について、国やその

他の資金提供者、更には国民に対する説明責任を果たすた

め、実績を点検し、適正かつ効果的な予算の配分及び執行を

行います。特に、国の財政の厳しい状況を踏まえつつ、研究

教育の維持及び発展に資するよう効率的な予算の執行を図

ります。 

 

   

A 

 

2.2 

予算配分と執

行 

取組 

2201 学園のリソース（人件費、運営費、機器購入費、

スペース等）の配分・再配分について、優先順位付けの

提案を行うリソース・アロケーション委員会を開催し、

配分案を策定します。エグゼクティブ・コミッティは、

学園のリソースを適切に配分するため、配分案の審議を

行い、最終的に理事長・学長が決定します。 

 

2202 引き続き、予算配分・執行の単位となる予算単

位を組織構成と整合性のとれた形で設定し、本事業計画

の実施に必要な予算を各予算単位に配分します。 

 

2203 引き続き、各部署に配置された予算を分析する

担当者との連携により、予算配分・執行状況報告のプロ

 2201  学園のリソース（人件費、運営費、機器購入費、

スペース等）の配分・再配分について、優先順位付けの

提案を行うリソース・アロケーション委員会を開催し、

配分案を策定しました。エグゼクティブ・コミッティは、

学園のリソースを適切に配分するため、配分案の審議を

行い、最終的に理事長・学長が決定しました。 

 

2202  引き続き、予算配分・執行の単位となる予算単

位を組織構成と整合性のとれた形で設定し、本事業計画

の実施に必要な予算を各予算単位に配分しました。 

 

2203  引き続き、各部署に配置された予算を分析する

担当者との連携により、予算配分・執行状況報告のプロ
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セスを強化します。また、施設整備費補助金を含む学園

全体の予算の適切かつ一体的な管理を確保するため、毎

月、予算の執行状況について確認するための内部会議に

おいて理事長・学長に報告を行います。さらに、内閣府

に対しても、毎月、予算執行状況を報告します。 

 

2204 平成 29 年度に策定した新規スタートアップ・

ユニット及びベース運営費予算配分に関する規程に基

づく研究予算配分の運用を進めます。また、研究ユニッ

トの外部評価においても、平成 29 年度に改善した評価

シートを導入します。 

 

2205  9 月に配分の中間見直しが、そして第 4 四半

期の初めにあたる 1 月にも別途見直しが実施されます。

これらは、全ての研究関連予算の配分について必要な修

正及び調整を行う節目となります。このような費用の綿

密な見直しにより支出を最適に調整します。また、配分

の見直しを実施することで、調達した固定資産の配達・

受取りが年度内になされるよう手配されているかを確

認する機会にもなります。科研費等の競争的資金等の適

切な管理については、公的研究費不正使用防止計画の公

表など、継続的に適切な管理を研究者に徹底します。 

 

2206 一定額を超える個々の支出について、コンプラ

イアンス担当が審査すること等を含め、引き続き、法令

や内部規則等を順守して予算執行の手続きを行います。 

 

 

セスを強化しました。また、施設整備費補助金を含む学

園全体の予算の適切かつ一体的な管理を確保するため、

毎月、予算の執行状況について確認するための内部会議

において理事長・学長に報告を行いました。さらに、内

閣府に対しても、毎月、予算執行状況を報告しました。 

 

2204  平成 29 年度に策定した新規スタートアップ・

ユニット及びベース運営費予算配分に関する規程に基

づき、研究予算配分の運用改善を進めました。また、研

究ユニットの外部評価においても、平成 29 年度に改善

した評価シートを評価の中で導入しました。 

 

2205  期中（8, 9 月）と期末（11, 12 月）に全体的な

予算配分の見直しを行い支出の最適化を図るとともに、

固定資産の納品・検収を考慮に入れた、適切な予算配分

を行いました。 

 

科研費等の競争的資金等の適切な管理については、ウェ

ブ上での公的研究費不正使用防止計画の公表や説明会

の開催などを通じ、継続的に適切な管理を研究者に徹底

しました。 

 

 

2206  一定額を超える随意契約について、その内容が

ほぼ類型化してきたので、500 万円未満の購入案件はコ

ンプライアンス・セクション・リーダーが、500 万円を

超える案件はさらにチーフ・オペレーティング・オフィ

サー及び同室准副学長がその適切性を審査しました。 
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2207 適切な契約・調達及び会計事務を行うため、内

部監査を実施するとともに、国の機関等が行う研修への

継続的な参加等を通じて、担当職員の育成に努めます。 

 

 

 

 

2208 入札・契約に関して適正な実施を確保するた

め、外部有識者による委員会において、一般競争入札、

公募・企画競争などが行われる契約についての、前提と

なる手続きの実施、競争性・透明性の確保について審議

を行います。同時に、調達手続き改善の取組についても

意見を求めます。また、大型研究設備・機器の購入に当

たっては、内部規則に基づき、その都度、外部の有識者

を含めた委員会を設置し、同委員会により仕様書の審査

を行う等、公正かつ透明な調達の実施に万全を期しま

す。 

 

2209 研究支援ディビジョンのセクション・リーダー

はユーザー・グループ・ミーティングを開き、研究機器

を含む、共有研究リソース及び共有、占有機器に関する

提案について検討を行います。 

 

 

2207  適切な契約・調達及び会計事務を行うため、チ

ーフ・コンプライアンス・オフィサーの下で内部監査計

画に基づき内部監査を実施しました。政府機関によって

提供される研修にスタッフを定期的に派遣し、契約・調

達・経理手続きをより適切に執行できるようにしまし

た。 

 

2208  入札・契約に関して適正な実施を確保するた

め、外部有識者で構成される契約監視委員会を 2 回開催

し、学園が締結した契約の点検・見直しについて審議を

行い、その助言に基づき、調達の手続きを改善しました。

大型研究設備・機器の調達に関する仕様策定および技術

審査委員会は、10 回開催しました。 

 

 

 

 

 

2209  研究支援ディビジョンのセクション・リーダー

はユーザー・グループ・ミーティングを開き、研究機器

を含む、共有研究リソース及び共有、占有機器に関する

提案について検討を行い、機器の共有化の促進を行いま

した。 

2.3  

事務事業の効

率化 

目標 (1) 

業務運営における効率化を図るための取組を継続して

行います。 

   

A 
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2.3  

事務事業の効

率化 

取組 (1) 

2301 引き続き、研究設備・機器の共用・共有化の推

進（1.2 参照）や、研究資材や試薬等の単価契約や一括

購入、複数年契約等の取組を継続することにより、研究

事業を効率的に支援します。 

 

2302 新しい電子入札システムを供用開始し、入札手

続きの効率化を図ります。 

 

2303 研究機器の保守費修繕費は、保守内容の見直し

等により、コストの抑制を図ります。 

 

 

 

 

2304 研究事業を効果的・効率的に支援するため、学

内サプライストアの取扱品目を拡充しサービス向上と

利用拡大を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単価契約や一括購入

による経費の削減 

 

・学内サプライストア

の利用数の増加 

 

・競争入札や他の競争

的な手法による契約

の比率（件数及び金

額） 

2301  研究資材や試薬等の単価契約、一括契約、複数

年契約を促進しました。 

単価契約件数：32 件 

 

 

2302  新しい電子入札システムを供用開始し、入札手

続きの効率化を図りました。 

 

2303  研究機器の保守契約について、保守内容の見直

し及び価格交渉を行い、コストの抑制を図りました。保

守契約において、契約先が一つに限られるものは、調達

審査委員会の決定を経て随意契約を行うことにより効

率化を図りました。 

 

2304  研究事業を効果的・効率的に支援するため、学

内の研究資材ストアの取扱品目を拡充し、サービス向上

と利用拡大を図りました。 

2,439 品目（平成 29 年度）から 2,657 品目へ増加 

第 4 研究棟の建設が遅れており、新規の研究室の立ち上

げが少なかったことから、学内研究資材ストア、文具ス

トアの利用者数が減少しました。 

学内研究資材ストアの利用が、少なくない割合で試薬ス

トアへシフトしました。 

 

学内研究資材ストアの利用の増加 

調達金額: 64,044,359 円 

（平成 29 年度比 -7.8%増加） 

利用者数: 5,758 人 
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2305 本学の契約は、十分な透明性や競争性の確保を

原則とし、随意契約によらざるを得ない場合には、その

理由を含め公表する等、契約に関する情報公開を徹底し

ます。随意契約手続についても、継続的にモニターを実

施します。同時に、調達に関する規則等について、効率

化や手続の簡素化の観点から定期的に見直しを行い、ま

（平成 29 年度利用者 5,880 人、-2.1%増加）  

 

文具ストアの利用の増加 

調達金額: 13,481,899 円  

（平成 29 年度比 -5.7%増加） 

利用者数: 5,526 人 

（平成 29 年度利用者 6,243 人、-4.5%増加） 

より安価な商品の購入を促進した結果、調達金額が減少

しました。 

 

試薬ストアの利用 

調達金額: 231,240,606 円 

（平成 29 年度比 34.1%増加） 

利用者数: 7,605 人 

（平成 29 年度利用者 3,916 人、94.2%増加） 

 

第 4 研究棟の建設が遅れており、新規の研究室の立ち上

げが少なかったことから、学内研究資材ストア、文具ス

トアの利用者数が減少しました。 

期末にユーザー満足度調査を実施した結果、総合満足度

は 4.4 点（満点：5.0、回答者数 77）となりました。 

 

2305  入札・契約を適正かつ効率的に執行するため、

外部有識者を含む委員会を設置し、学園が締結した契約

の事後的な点検・見直しを行いました。今年度は第 14

回（平成 30 年 7 月 22 日）及び第 15 回（平成 31 年 2

月 19 日）の 2 回にわたり開催しました。コスト削減、

入札・契約手続きの更なる合理化に向けて取り組んでい
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た大学の規模拡大に対応すべく、調達に関する事務分掌

や業務手順等の整理を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2306 これまでの内外価格差等の調査結果を踏まえ、

内外価格差の是正や経費削減の促進に向け取り組みを

る事項について報告を行いました。 

内部の委員による調達審査委員会を開催し、89 件の契

約の点検を行いました。 

調達価格が 50 百万円を超える大型研究機器の購入につ

いては、案件毎に、外部有識者を含めた仕様策定委員会

および技術審査委員会を設置し、入札およびその準備手

続きにおける公平性・透明性が確保されるよう努めまし

た。 

委員会の開催件数：10 件 

一定額以上を支出する契約（工事 250 万円、物品 160

万円、役務 100 万円、リース 80 万円）について、当該

契約に関する情報公開を適切に行いました。 

随意契約の手続きへの適正な審査を担保しつつ、更なる

契約手続きの簡素化に向けた取り組みを開始しました。

また、要求仕様と随意契約理由の関連をより明確にする

ため、説明の体系を整理できるよう準備しました。 

コンプライアンスの厳格な確保、業務効率化および他規

則との整合性を保つ観点から、基本方針・ルール・手続

き 28 章に関連する規則等の見直しを行いました。 

 

他の研究施設等と情報交換を行い、調達職員の知識・ス

キル、コンプライアンスの向上、サプライチェーンの強

化を目的とする交流を実施しました（東京大学、東京工

業大学、京都大学、東海大学、RA 協議会、IT 企業 M

社、鉱業 C 社、サービス業 C 社、国際物流 F社）。 

 

2306 及び 2307  これまでに蓄積した比較データ（累

計 1,875 件）への分析を踏まえ、より良い調達条件を引
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開始します。 

 

2307 調達コストの抑制を図るため、研究資材や機器

等の国内外の価格比較データを取りまとめ、メーカー、

代理店、取引先との価格交渉に活用するほか、学内への

情報提供を行います。為替変動による価格上昇への対応

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2308 消費税率の変更に向けて、HEART システムの

改修を含め、必要な取組を実施します。 

 

2309 国際化の推進に取り組む国立大学等の職員に

対して事務国際化研修を実施し、当該大学等の事務国際

化に貢献するとともに、同職員を通じて国立大学等の運

営管理に関する知見を吸収し、本学の事務の効率化を図

ります。 

 

き出すための競争的なプロセスを試行し、成果に基づい

た導入のための準備を行いました。また、試行結果の一

部を含む分析状況について RA 協議会と契約監視委員

会にて発表しました。RA 協議会では、ポスター賞を受

賞しました。 

 

第 4 研究棟の建設が遅れており金額の大きな契約が少

なく、また新規の研究室の立ち上げが少なかったことに

より、比率が減少しました。 

競争入札や他の競争的な手法による契約の比率（件数及

び金額） 

件数：105 (13.9%) [平成 29 年度 130(21.7%)] 

金額：3,366 百万円 (50.0%)[平成 29 年度 5,992 百万円

(66.4%)] 

 

2308  消費税率の変更に向けて、HEART システムの

改修を含め、必要な取組を実施しました。 

 

2309 東北大学及び大阪大学より 1 名ずつ研修職員を

受入れ、当該大学の事務国際化に貢献する一方、国立大

学等の運営管理に関する知見を吸収すると共に、本学の

事務の効率化を図りました。 

2.3  

事務事業の効

率化 

目標 (2) 

引き続き、学園の施設・設備を最大限有効に活用します。    

A 
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2.3  

事務事業の効

率化 

取組 (2) 

2310 引き続き、既存建物内のスペースに関する調

査、研究支援ディビジョンとの連携や研究ユニットへの

ヒアリングを通じたニーズの把握に基づき、アカデミッ

ク、事務、研究設備スペース利用の最適化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

2311 シーサイド・ハウスに関するメンテナンス及び

補修計画を推進すると共に、施設のスペース利用を最適

化する為の調査を継続します。 

 2310 調査を継続して行い、建物スペース割当について

は、施設部と研究支援部双方の担当者を立て、割当を検

討するチームを作り問題を解決しました。また、個人デ

スクの場所を特定できるソフトウェアの導入計画を立

てました。30 年度新規研究室に必要な施設準備、既存

研究室の新規購入機器に必要な設備、および事務職員が

必要な内装変更を遂行しました。31 年度に竣工される

第四研究棟に必要な特殊物理研究室等の構造、空調、電

気、及びその施設割当を行いました。 

 

2311 シーサイド・ハウス・ロビー及び 1 階会議室系統

の空調設備の改修、及び客室の換気設備の改修を行いま

した。また、年度末までの予算内で 2 階のオフィス・ス

ペースを、本学教職員・学生が気軽に利用できるコミュ

ニティ施設へと改修しました。シーサイド・ハウスの更

なる有効利用、及び新しい住宅の増設についての検討を

始めました。 

 

 

 

2.4  

人事管理 

目標 

国際的に競争力のある処遇や教育訓練の機会を提供するこ

とにより、大学院大学の目的達成に不可欠な優れた人材を獲

得し、維持していきます。それと同時に、国による高水準の

財政支援により運営される法人として、教職員の総人件費の

抑制により一層努めます。また、職員の給与水準については、

「特殊法人等・独立行政法人の給与水準の見直しについて

（平成 24 年 12 月 7 日閣僚懇談会）」の指摘も踏まえた取組

を引き続き着実に進めるとともに、 特殊法人等における役

職員の給与について（平成 27 年 12 月 24 日総務省行政管理

局）」に対する取組を具体化し、納税者の理解が得られる合

   

A 
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理的な水準とし、それらに関する説明責任を果たします。 

2.4 

人事管理 

取組 

（職員の採用） 

2401 未来志向の人員計画を策定し、引き続き人事予

算委員会にて決定された人員枠・要件に基づき公正で迅

速な採用プロセスを維持しながら、国際的に経験豊富で

有能な人材の獲得のため採用活動を積極的に展開しま

す。また、ERP(統合業務システム)として新たに稼働し

たHEARTシステムの積極的運用と人事業務の効率化を

より一層進めます。 

 

2402 学園の規模拡充に伴い、管理部門も比例し業務

の拡充が必要となることから、ジョブローテーションの

活用等も含め可能な限り簡素で効率的な体制の維持に

努める。また、労働契約法に基づき無期契約転換する職

員に対し、個々人の能力が最大限発揮され組織の利益に

なるよう異動も含めた管理体制を整えます。 

 

2403 OIST の規定に基づき、応募者及び内定候補の採

用について、公平な選考が行われるよう努めます。現在

のジョブカテゴリーごとの男女のジェンダーバランス

を分析し、その結果から改善策を導き実施します。 

 

2404 男女共同参画タスクフォースの提言を達成す

るため、既存の情報をとりまとめ、分析を行い、証拠に

基づいた戦略を立案・導入します。大学経営のすべての

観点において男女における平等を促進します。またベス

トプラクティスを検証し、行動規範を見直します。OIST

ジェンダー行動規範やその他ルール、手続きを PRP 内

・職位毎の職員数(職

種、国籍別、性別)  

 

・全職員に対する事務

部門の職員の比率 

 

・運営費に占める人件

費の割合 

（職員の採用） 

2401  人事予算委員会にて新規採用枠の優先度等を

議論、承認を経た上で最終的に各ディビジョンに新規採

用枠を分配しました。 

 

 

 

 

 

2402  採用に当たっては全求人情報をホームページ

に掲載しており、在籍人員も確認が可能で、積極的な応

募を促しています。また、ディビジョン間、ディビジョ

ン内におけるキャリア開発を目的とした異動も行いま

した。 

 

 

2403  採用においては、公正な選考が行われるよう、

採用部門責任者のみでなく、校内における主要な業務関

係者を面談に加えており、また複数のレファレンスから

過去の業績の聞き取りをしています。 

 

2404  入手可能なデータを調査し、予備評価を実施し

ました。さまざまな利害関係者からの意見をもとに、ジ

ェンダー行動規範を作成、施行しました。管理職に対し

無意識の偏見や男女共同参画の研修を実施しました。本

学でのインシデント報告のプロセスについて、全新入教

職員に対し研修が行われました。インシデント報告プロ
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に確実に明示します。部下を持つ全ての管理監督者に無

意識の偏見と男女平等に関する研修を実施します。全て

の OIST 職員向けにハラスメントや、差別に関する教育

を行い、OIST ホットラインやその他のコミュニケーシ

ョン手段から通報できる手法についても教育します。 

施設管理ディビジョンと連携し、OIST 施設内の妊婦及

び親への配慮を行います。引き続き、女性職員に対しネ

ットワーキングの機会を提供します。女子中高生の科学

に対する関心を高めるため、県内大学と連携し、プロジ

ェクトを企画します。また、過去の実績を元により意味

のあるプログラムを企画します。 

 

2405 改正障害者雇用法に基づいて、安全衛生セクシ

ョン等の関係部署と連携し、障がいを持つ職員の安全衛

生に配慮した政策を導入します。すべての職員に平等の

機会を与えるため、必要に応じて相談を受けます。 

 

2406 OIST 関係者に対するサービス改善のためリソ

ース・センターの情報収集方法を改善します。保健セン

ターの新規職員が業務を開始し、トレーニングを受けま

す。その後、OIST クリニックの再開について検討を行

います。保健センター及びがんじゅうサービスと連携

し、OIST 職員向けのサービス向上に努めます。CDC の

人材配置モデルを構築し、良質な保育を確保する CDC

の予算と過去の予算執行を分析し、経費を抑制し、小学

生を対象とした STEM 教育を提供するための学童プラ

ンを構築します。引き続き、本学のコミュニティを形成

する教職員・学生ならびにその家族の他、短期滞在の外

セスについて記載されたカードが印刷され、全教職員に

提供されました。妊娠中の女性と働く親のためのペアレ

ンツ・ルーム、別室のマザーズ・ルームが設計されまし

た。本学女性教職員に対し、昼休みのイベントや特別講

演等、年間を通じてネットワーキングの機会が提供され

ました。取り組みへの評価は、参加者からのフィードバ

ックおよびフォローアップ・ミーティングによって行っ

ています。質の高いプログラムを継続して実施できるよ

う、継続的な会議を通じて、琉球大学との関係が強化さ

れました。 

 

 

2405  安全衛生セクションと連携し、障がいを持つ職

員の安全衛生に関する方針を決定、導入しました。 

 

 

 

2406   当該サービスの種類及びサービスの提供方法の

詳細（時間帯、利用者の要求方法等）を見直し、データ

収集のプロセスを修正しました。日本の運転免許証取得

について、昼休みにセッションを実施し、取得プロセス

と他の詳細についてより多くの本学関係者に情報を伝

達しました。CDC において、継続的で質の高い子育て

サービスを確保するため、人員配置モデルを評価、変更

しました。 CDC の予算と過去の支出を調査し、経費削

減のプロセスを合理化する作業が開始されています。 

学童事業提供において、より安定した科学技術プログラ

ミングが特定されました。就学児プログラム・ディレク
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部職員に対しても学内外の施設の情報提供とサポート

体制づくりを継続して行います。上記の目標を達成する

ため、保育サービス、ファミリーサポート、フードサー

ビス、健康・医療サポートや生活におけるニーズのサポ

ートに関連した人事サービス機能の強化を行います。 

 

ター、就学児プログラム専任教員の 2 つのポジションが

用意され、選任された職員が近い将来に業務を開始する

予定です。教職員の家族も研究棟内で実施されている語

学クラスを受講できるよう、研究棟へアクセスするため

家族にアクセスカードが提供されました。将来の実施に

向け、家族に対するオリエンテーションに関する必要情

報を収集しています。 

 

保健センターの新規職員へのトレーニングを行いまし

た。また、10 月に新しい医師が着任し、本学クリニッ

クでの診療を再開しました。 

 

添付資料 2. 4-1 平成 30 年度 職位毎・国籍別職員数 

 

全職員に対する事務部門の職員の比率：32.7% 

運営費に占める人件費の割合：39％（決算前のため概算

値） 

2.4 

人事管理 

取組 

（処遇・給与水準） 

2407 引き続き、国家公務員や国内外の大学・研究機

関等の給与水準等を踏まえつつ、「特殊法人等における

役職員の給与について（平成 29 年 11 月 17 日総務省行

政管理局）」に対する取組を具体化し、実行します。 

・職員の給与水準（職

種別の平均給与） 

（処遇・給与水準） 

2407  職員の給与水準については「特殊法人等におけ

る役職員の給与について（平成 29 年 11 月 17 日総務省

行政管理局）」に基づき、国家公務員に準ずる取組みと

してすべてのレンジで一律 0.2%を引き上げました。 

 

添付資料 2. 4-2 平成 30 年度 職員の給与水準 

 

 

2.4 

人事管理 

取組 

（キャリア開発・研修・業務実績評価） 

2408 コンピテンシーに基づいた教育プログラムや

マネジメント向けのツールを提供し、マネジメントの後

・研修の受講職員数 （キャリア開発・研修・業務実績評価） 

2408  マネジャー候補層に対するマネジメント・フォ

ーラムを実施しました。 
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継者育成計画や能力開発を支援します。 

 

2409 オンライン及び個人学習のメニューを確立し、

選抜された職員群のコンピテンシー強化のための学習

指針を提供し各学習プログラムの効果を測定します。 

 

2410 PRP に基づき、新入校職員に対し、毎月のオリ

エンテーションを継続します。大学組織、業務手順、日

本の法律に関する一般的なオリエンテーションに加え、

事務職員が業務遂行上必要なシステムの利用方法及び

ルールに関する実務オリエンテーションを実施します。 

 

2411 平成 30 年度には、職員とその家族向けに提供

される英語及び日本語クラスの数を維持します。語学訓

練への需要は非常に高く、英語と日本語におけるコミュ

ニケーション能力は本学の成功の土台となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2412 引き続き、期首に設定した目標/期待値等の達

成度を評価する事を基本とした年次業績評価制度に加

え、その等級に理想とされる状態（行動形態）をコンピ

 

 

2409  選抜された職員のコンピテンシー強化のため

のオンライン・トレーニングを実施しました。 

 

 

2410  新入職員に対し、大学組織、業務手順、日本の

法律、業務遂行上必要なシステムの利用方法、就業ルー

ル等からなるオリエンテーションを、毎月、実施しまし

た。 

 

 

2411  本学では前年度に引き続き同等の語学クラス

数を運営し、 42 の日本語コースと 30 の英語クラスを

開講しました。日本語クラスを受講した学生は 549 人、

英語クラスを受講した学生は 397 人でした。さらに、英

語クラスでは大学院、CPR、および教員担当学監オフィ

スと連携し、本学職員のためのセミナーやトレーニング

を実施しました。また、英語クラブやドロップイン・サ

ポート（受講生が講師のオフィスに直接出向いて疑問を

解決すること）を毎週本学職員及びその家族に提供しま

した。日本語クラスではサバイバル日本語セミナーを行

い、「落語」や「豆まき」などの文化イベントの提供に

加えて、学長への会話コースを実施しました。 

 

2412  目標設定に関する説明会の内容を拡充し、パフ

ォーマンス・マネジメントの考え方、組織目標と個人目

標の関係づけ、進捗管理の方法、効果的なフィードバッ
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テンシーモデルとして定め、それを勘案しつつ職員が目

標設定を行い、今後の行動改善に活かせる取り組みを開

始し評価制度の充実を図ります。さらに四半期毎のレビ

ュー、自己評価及び評価者の審査を介して、公平性と透

明性に配意しつつ評価を適切に実施、結果について個々

の給与等に反映させます。その際、報酬検討委員会のア

ドバイスを受けて、引き続き、評価の質及び信頼性のあ

るプロセスを確保します。また、新しいマネジャー及び

入校職員にプロセスの説明を行うため、定期的に研修を

実施します。 

 

クの方法、能力開発への展開等に関する研修を管理職お

よび職員に対して実施しました。引き続き、四半期ごと

の面談を推進し、職員と上長との間のコミュニケーショ

ンが定期的に図れるようにしました。 

 

添付資料 2. 4-3 平成 30 年度 研修の受講職員数 

 

2.5  

コンプライア

ンスの確保 

目標: 

大学経営の全ての面において、コンプライアンスが確保

される体制を構築します。 

   

A 

2.5  

コンプライア

ンスの確保 

取組 

2501 引き続き、予算執行状況、一定額以上の調達に

係る契約、学内規則類の制定・改正等について、コンプ

ライアンスの観点から審査を行うこととします。 

 

 

2502 学内規則類を、関連法令の改正や諸状況の変化

に応じ、統括弁護士オフィスと協力して適時適切に制

定・改正するとともに、PRP 審査委員会を定期的に開催

し、規則類全体の整合性を維持します。 

 

2503 業務運営上の意思決定及びその過程について、

公文書等の管理に関する法律（平成 21 年法律第 66 号）

及び同法に基づき整備した学内規則に則り、適切に文書

 2501  チーフ・オペレーティング・オフィサーにおい

て、引き続き、予算執行状況、一定額以上の調達に係る

契約、学内規則類の制定・改正等について、コンプライ

アンスの観点から審査を行いました。 

 

2502  学内規則類を、関連法令の改正や諸状況の変化

に応じ、統括弁護士オフィスと協力して適時適切に制

定・改正しました。 2 月に PRP 審査委員会を開催し、

規則類全体の整合性の維持を図りました。 

 

2503  業務運営上の意思決定及びその過程について、

公文書等の管理に関する法律（平成 21 年法律第 66 号）

及び同法に基づき整備した学内規則に則り、適切に文書
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管理するとともに、その管理・保護等を徹底します。 

 

2504 独立行政法人等の保有する個人情報の保護に

関する法律（平成 15 年法律第 59 号）や行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律（平成 25 年法律第 27 号）及びその関連法令、なら

びにそれらに基づき整備した学内規則にのっとり、個人

情報の取扱について適切に対応します。また、保有個人

情報を管理する台帳等の整備など、学内規則を教職員に

遵守させることにより、個人情報に対する意識の向上を

図ります。 

 

2505 監事監査や内部監査によって、規程類の実施

状況を含むコンプライアンスの状況について、厳格なチ

ェックを行い、その結果に基づき必要な見直しを行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2506 本学の全ての役員及び教職員に対して、「利益

及び責務相反の防止」ポリシーの規定に基づき、利益の

相反を生じさせる可能性のある状況の評価を促進する

ため、学外の活動と責務について、毎年度、書面による

管理しました。 

 

2504  独立行政法人等の保有する個人情報の保護に

関する法律（平成 15 年法律第 59 号）や行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律（平成 25 年法律第 27 号）及びその関連法令、

ならびにそれらに基づき整備した学内規則にのっとり、

個人情報の取扱について関係部署に対して助言を行う

等適切に対応しました。また、職員向け研修資料を作成

し、個人情報に対する意識の向上を図りました。 

 

 

2505  適切な契約・調達及び会計事務を行うため、チ

ーフ・コンプライアンス・オフィサーの下で内部監査計

画に基づき内部監査を実施しました。 

一定額を超える随意契約について、500 万円未満の購入

案件はコンプライアンス・セクション・リーダーが、500

万円を超える案件はさらにチーフ・オペレーティング・

オフィサー及び同室准副学長がその適切性を審査しま

した。 

全職員に受講が義務付けられたコンプライアンス 

研修（コンプライアンス・セクション主催）について、

e-learning（入校者受講必修）による研修を提供しました。 

 

2506  昨年度に引き続き、本学の全ての役員及び教職

員に対して、「利益及び責務相反の防止」ポリシーの規

定に基づき、利益の相反を生じさせる可能性のある状況

の評価を促進するため、学外の活動と責務について、書
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開示を実施します。 

 

 

2507 各専門委員会による研究や実験計画の審査を

継続し、本学の研究活動が関連法令や規制に準拠して実

施されることを引き続き確保します。法令改正の説明会

や専門的な講習会に専門職員を派遣し、専門職員の専門

能力向上を図ります。 

 

 

 

 

2508 研究費の不正使用防止のため、新たに OIST 着

任することが決まったときから、教員、研究者に対し、

研究費使用ルールの周知徹底・意識向上に関する取組を

実施していく等、種々の対策を講じます。新規教員に対

して、着任前の面談を通して、OIST における研究費使

用ルールの説明を行う他、着任直後にも直接詳しくルー

ルの説明を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面による公式な開示を求め、その管理と運用を行ないま

した。 

 

2507  研究や実験計画に関して、野外活動安全委員

会、バイオ・セーフティ委員会、人対象研究審査委員会、

レーザー安全諮問委員会及び放射線安全委員会による

審査を通じて、研究活動が関連法令や規制に準拠して実

施されていることが確保されました。また、ACSEL2019

（ The Asian Conference on Safety and Education in 

Laboratory）等安全衛生に関する会議や講習会に専門職

員を派遣しました。 

 

2508  研究費の不正使用防止のため、すべての新入職

員がオンライン・トレーニングで、「公的研究費の適切

な使用について」を受講しました。また、新規教員に対

して、着任前の面談を通して、本学における研究費使用

ルールの説明を行った他、着任直後にも教員および担当

する研究ユニット・アドミニストレーターに直接詳しく

ルールの説明を行い、研究費の適切な執行を徹底しまし

た。 

 

2508  新規教員が着任する際、教員に対して（個別も

しくは複数名で）、ディーン 3 名（教員担当学監、研究

科長、研究担当ディーン）が研究費の不正使用防止、テ

ニュア審査、ポスドク雇用、教育等についてメンタリン

グを行うことを検討しています。教員の年間業績評価で

も、必要に応じてこのような情報を提供しています。 
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2509 責任ある研究行為が促されるようすべての研

究者と学生に研究倫理教育の受講を徹底します。（再掲。

1.2 参照）外部研究資金を獲得した研究者が、必要な追

加的な責任ある研究行為を受講するようよう徹底しま

す。学外から専門家を招聘し、責任ある研究倫理に関す

るセミナーを開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2510 研究データの保存は、研究室の閉鎖や研究員の

退職時の管理徹底が重要です。したがって、研究データ

等に関する研究室の閉鎖や研究員の退職時の手続きに

関するチェックリスト等を策定します。 

 

2511 平成 29年 11月に設置した鈴木祥平研究安全基

金を通じて、研究安全や安全トレーニングに対する意識

を高めるとともに、学生や経験の浅い OIST の研究者や

技術者が研究安全を含むフィールドワークに必要な技

術を身につけることができるよう支援を行います。ま

た、引き続き 11 月を安全強化月間にし、安全衛生への

 

2509  研究倫理教育の第一人者である東京工業大学

札野順教授を、平成 30 年 12 月 13 日招聘し、研究倫理

に関するワークショップを開催しました（再掲。1210

参照）。公正研究推進協会のオンライン・トレーニング

の受講の利便性を図るため、教職員及び学生を一括登録

しました。 

 

2509  今年度は、研究ユニットにおける倫理的で同僚

的な環境を築くためのガイドライン案の策定を開始し

ました。安全性、お互いに尊重できる職場、倫理的な行

動規範等について、様々なエピソードや例を用いて説明

します。必須研修（研究倫理を含む）の受講状況につい

ては、研究員や学生の受講率をモニターしながら、未受

講の者に対して受講を促進するための対策に取り組ん

でいます。 

 

2510  研究室の閉鎖や研究員の退職時のみならず、研

究論文の発表の都度、関連データの本学データ・サーバ

ーへの保存を促すガイドラインを策定しました。 

 

 

2511  鈴木祥平研究安全基金による研究安全支援プ

ログラムを通じ、フィールドワークのためのトレーニン

グや機器の購入など、6 件のプログラムが採択されまし

た。11 月の安全月間では、野外活動の安全及び健康に

関するセミナー、多数傷病者発生時の対応、緊急用具の

使用法などの教育訓練を実施しました。野外活動の安全
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対応策の強化を行います。また、野外活動安全委員会に

よる野外活動計画の厳格な審査を継続します。より安全

な野外活動に向け野外活動マニュアルの全面改定を行

う他、担当職員が現場を巡視するなど野外活動の現場査

察を強化します。 

 

を確保するため審査を厳格にし、全 52 件の野外活動が

事故なく実施されました。専門家（ダイビング安全主任）

による現場査察では何ら不遵守事項は確認されません

でした。なお、野外活動マニュアルは引き続き改正を行

っています。 

 

2.6  

情報公開及び

広報活動 

目標: 

本学が急速な成長を遂げる中、教育研究や業務運営に関す

る透明性の確保、及び国民に対する説明責任の履行に向け

た取組が非常に重要となります。国内外から幅広いサポー

トを得るとともに、国際的な認知度を高め、本学の知名度

をよりあげるために、多様なステークホルダーとの間で積

極的にコミュニケーションを図ります。 

 

   

A 

 

2.6 

情報公開及び

広報活動 

取組: 

2601 本学は引き続き、学校教育法（昭和 22 年法律

第 26 号）や独立行政法人等の保有する情報の公開に関

する法律（平成 13 年法律第 140 号）等によって公開が

義務付けられる情報について、ウェブサイト等において

適切に公開します。 

 

2602 広報ディビジョンに所属するデジタル・サービ

ス・セクション（3 名体制）は、OIST の外部向け・内

部向けのウェブをより質の高いものにする業務に特化

します。 

 

 

 

 

 

 2601  本学は引き続き、学校教育法（昭和 22 年法律

第 26 号）や独立行政法人等の保有する情報の公開に関

する法律（平成 13 年法律第 140 号）等によって公開が

義務付けられる情報について、ウェブサイト等において

適切に公開しました。 

 

2602   2018 年度上半期に、デジタル・サービス（DSS）

の 3 人のメンバーのうち 2 人が退職し、補充要員として

3 月にディベロッパーを 1 名採用しました。人員配置の

問題にもかかわらず、DSS は内部および外部の Web 機

能に対して高い水準を維持し続けています。ユーザー・

サポートのヘルプデスク・セッションを週に 2 回に増や

し、コンテンツ編集者を行う新規スタッフのための月例

トレーニング・セッションを導入しました。また、DSS

は、より包括的なサポートをユーザーに提供するため
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2603 本学に関して継続的に肯定的な報道がされる

よう、引き続き、県内外で記者説明会や記者会見等の機

会を積極的に持つよう努めます。内外の科学広報（サイ

エンスコミュニケーション）及びメディアにおける本学

の存在感を高めるため、平成 30 年度も引き続き他大学

や研究機関の科学広報担当者と、日本科学広報研究会

（JACST）の活動を通じて協働します。そして日本の科

学界やジャーナリストの間で OIST の知名度・注目度を

たかめていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2604 引き続き大学院大学のウェブサイト、論文発表

データベース、及び本学ウェブサイトのニュースセンタ

ーを通じて、博士課程プログラムや OIST 研究者の論文

発表に関する情報の検索を容易にし、本学の写真やビデ

に、新しい IT サポートデスク・プラットフォーム Service 

Now に移行しました。 

 

2603   3 回の記者会見および 4 回の記者懇談会を東

京と沖縄において開催するとともに、ペン記者やテレ

ビ・クルーの本学訪問を実現し、本学の教育・研究活動

のみならず、クラブ活動や人物についても取り上げられ

るよう積極的な広報活動を展開しました。その結果、本

学にとって好意的な多くの報道につながりました。サイ

エンス・カフェ形式の東京での記者懇談会は、テーマ及

び開催時期について戦略的に企画・実施し、本学の教

育・研究活動について関心を高めてもらうとともに、登

壇した研究者及び職員と科学記者の関係構築に寄与し

ました。また、前年度に続きメディア・セクション・リ

ーダーとメディア・リレーション・スペシャリストが日

本科学技術広報研究会（JACST）を通じて他機関の科学

広報担当官と協働を図ったことで、国内の科学広報分野

における本学の知名度が一層増しました。さらに、研究

ユニットが東京で主催したイベントに報道関係者を招

待し、その結果多くの好意的な報道につながりました。

同様の成果が、東京で開催されたOIST フォーラム 2019

でもありました。同フォーラムの開催に当たっては、企

画段階からメディアとの協働関係を構築しました。 

 

2604  アドミッションに係る Web サイトは、PhD プ

ログラムだけでなく、インターンシップや他の学生向け

プログラムを宣伝するために再設計されました。 
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オ、その他のマルチメディアの活用を促進します。 

 

2605 Facebook、Twitter や Flickr、Vimeo、Instagram

等のソーシャル・メディアを更に効果的に活用し、本学

の最新研究成果や様々な情報を発信します。そして将来

OIST への進学や就職につながるかもしれない OIST フ

ァンや OIST やフォロワーを増やすことに努力します。 

 

 

 

 

 

 

2606 引き続き、学内規則集をウェブサイトに掲載

し、その維持と改善を図ります。 

 

2607 有事の場合、統括弁護士オフィス及び COO と

協力しながら、OIST のレピュテーション・リスクに配

慮した、適切適時の情報発信を行います。 

 

 

 

2605  本学のソーシャル・メディアにおいては、前年

度に引き続きメディア・セクション、地域連携セクショ

ン、教務科オフィスが活用し、日英両言語で、継続的か

つ充実した内容の情報を各オーディエンスに向けて提

供しました。特筆すべきはビデオで、多くの耳目を集め

るとともに、エンゲージメント（ユーザーからの共感）

を増やしました。また、メディア・リレーション・スペ

シャリストが関係セクションと協働してインスタグラ

ムのフォロワー数を飛躍的に増加させることに成功し

ました。 

 

2606  引き続き、学内規則集をウェブサイトに掲載

し、維持・改善を図りました。 

 

2607  2019 年 3 月、大学の評判に影響を与える内容

の記事が数件、沖縄の新聞に掲載されました。誤解を招

く内容に対応するにあたり、内部での合意形成に若干の

遅れがありましたが、2 件目の記事への対応方法は大幅

に改善されました。記者からのすべての質問に対する回

答時間は適切でした。意思決定プロセスをより迅速化す

るための改善方法を検討しています。 

 

第 3 章 財務に関する事項 

3 

財務に関する

事項 

引き続き、将来の自立的経営に向けて、競争的研究資金、

寄附金等の外部資金獲得額の増加を図り、財政基盤の強

化に戦略的に取り組みます。これに向け、OIST は、教

   

A 
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目標: 職員の活発な外部資金への応募を促進するための奨励

策（インセンティブ）を設定します。 

また、外部資金に関する中期戦略を新たに改訂します。 

 

 

3  

財務に関する

事項 

取組: 

（競争的資金）  

3001  

(a) 外部研究支援セクションのウェブサイトや個別の訪

問を通じて、外部資金情報、応募に係る支援、国内他機

関とのネットワークの重要性等をOIST研究者に伝える

機会を増やします。 

(b) 科研費申請支援を希望する研究者の専門分野を把

握しながら、グラント・ファシリテーターによる支援効

果が増すよう、ファシリテーターの人員増に努めます。 

(c) 研究担当ディーンや他の役員とインセンティブ・プ

ログラムの設計についてさらに議論を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3002 外部研究資金セクションは、国内・国外のグラ

ント情報を引き続き収集し、定期的に OIST の研究者コ

・競争的資金の申請件

数 

 

・競争的資金の採択状

況（件数及び獲得額） 

 

・外部資金の伸び（総

額及び内訳） 

（競争的資金） 

3001 

(a) 外部研究支援セクション (GRC)は、助成金の必要性

を理解するために研究者に積極的にインタビューを行

い、関心のある助成金情報を個々の研究者に提供しまし

た。 また、GRC ウェブサイトと E メールを通じて、

GRC が主催する学内セミナーを含む補助金申請のサポ

ート情報を発信しました。 GRC は、ポスドク・ディベ

ロップメント・スペシャリストと協力して、本学の研究

者と科研費について対話的に議論する機会を設け、GRC

マネジャーはパネリストの一人となりました。 

(b) GRC は、人的ネットワークを通じてより多くの外部

のグラント・ファシリテーターを確保するための努力を

し、また助成金申請過程において、グラント・ファシリ

テーターが実際的な支援のためにどのように機能すべ

きかを議論しました。 

(c) GRC は、申請数と採用率を高めるための KAKENHI

インセンティブ・プログラムの設計について議論しまし

た。 GRC は申請期限まで本学の研究者に様々な支援を

提供し、このプログラムに登録した研究者は 2019 年 4

月の結果に応じてインセンティブを受け取ります。 

 

3002   GRCは学内情報ポータルサイト TIDAと電子

メールを使用して、助成金情報を本学研究コミュニティ
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ミュニティに配信します。新規公募に係る情報収集のた

め、主要な資金提供機関を訪問します。 

 

 

 

 

 

3003   研究者が民間セクターや産業界の助成金へ応

募することを奨励し、翻訳や編集、予算編成等の作成を

支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3004 OIST は、学内におけるインセンティブ制度を

通して外部資金の獲得を奨励することによって、外部資

に配信しました。 特に、研究者のニーズに応じて、GRC

は必要な情報が彼らにうまく伝えられたかどうかに注

目しました。 また、GRC は、科学技術政策に関する現

在の議論を学ぶために、文部科学省、日本科学振興協会

などの主要な資金提供機関を訪問し、情報を交換しまし

た。 

  

3003  GRC は民間セクターや産業界の助成金に関す

る情報を、事業開発セクション担当者に共有しました。 

技術開発イノベーションセンター（TDIC)では、国や沖

縄県、民間企業が支援する産学連携関連の共同研究等を

管理しています。今年度の実績は以下の通りです。 

・ 23 件の産学連携関連のプロジェクトを締結、管理 

➢ 22 件の共同研究プロジェクト（内新規は 2 件、

更新は 20 件） 

➢ 1 件のアクセラレーター・プログラムによるプ

ロジェクト 

・ 40 件の民間企業による外部資金情報を本学研究者

コミュニティに提供、19 件の申請書を支援、4 件の民間

助成金を獲得 

 

研究者に対する積極的な支援、また国や沖縄県、民間企

業やその他助成機関との連携の結果、平成 30 年度の技

術開発関連の外部資金は、1 億 43 百万円以上となりま

した。 

 

3004  科研費の申請に関するポスドク等へのインセ

ンティブとして、申請前に、科研費の審査経験がある経
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金の堅実な増加を図っていきます。 験豊富な日本人研究者による応募内容の評価を受けた

場合、 

研究費を支援するスキームを継続し、その内容の一部改

良を行いました。また、今年度新たに、教員、サイエン

ス・テクノロジーグループメンバーに対して、 

採択額に応じて、一時金を受け取ることができるインセ

ンティブを導入しました。 

 

添付資料 3. 1 外部資金・寄付金獲得状況 

 

3 

財務に関する

事項 

取組: 

（寄附金） 

3005 OIST は、米国内における代理を含めた寄付金

の募集を行うための推進室において、寄付金獲得を推進

します。 

 （寄附金） 

3005  シニア・アアドバイザーが 6 月に着任し、米国

内でのネットワークを拡大するとともに、海外からの寄

付金を募り易くできるようなメカニズムの構築を進め

ました。シニア・アソシエイトは引き続き寄付金のオペ

レーションに関連する基本的な構造を整えました。 

 

第 4 章 沖縄の自立的発展への貢献に関する事項 

4 

沖縄の自立的

発展への貢献

に関する事項 

目標 

日本政府による「経済財政運営と改革の基本方針 2017」

には沖縄が日本経済の牽引役として発展し、沖縄でのグ

ローバルな知的・産業クラスターの形成を推進する政策

が含まれます。本学の技術開発イノベーションセンター

（以下 TDIC）は国の政策と沖縄の自立的発展に寄与す

るという 2010 年制定の学園法に記された本学の設立目

的を反映しています。 

TDIC の使命は、研究室から生まれた発明を社会的・経

済的利益のため産業界への技術移転を推進し、OIST 及

び沖縄におけるイノベーションを発展させることです。

TDIC では沖縄におけるイノベーションの促進のために

   

A 
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POC(概念実証)研究、発明と特許、共同研究、スタート

アップや起業家精神の育成、官民機関との連携などにお

いて積極的な支援を行います。 

平成 30 年度において、TDIC では引き続き以下の幅広い

取組みを行います。 

 

a)   イノベーションの促進及び技術移転を目指して発

明の同定、保護及び市場化 

b)   革新的技術の研究支援とそれらの技術の商業化を

推進するべく POC（概念実証）プログラムを強化 

c) 沖縄におけるイノベーション・エコシステム形成に

向け起業家活動及びスタートアップの育成支援 

d)   新技術の開発や技術移転の促進のために企業との

共同研究を拡大 

e)   沖縄のイノベーション・エコシステム（R&D クラ

スター）形成を目指し地域、国内、海外の革新的な官民

機関との連携強化 

f)   科学技術におけるイノベーションの成功要素と指

標を理解し、それらの社会経済への影響を測定 

 

沖縄の自立的発展には地元の人々による精力的、包括的

かつ多様な連携と参加が重要となります。この目標に取

り組むため、OIST が沖縄へもたらす社会的影響を重視

し、キャンパスツアーやサイエンス・フェスティバル、

教育的イベントを通して地域社会との結びつきを深め

ていきます。また、文化及び地域活動の中心として大学

キャンパスのさらなる発展に努めます。 

4 a) イノベーションの促進及び技術移転を目指して発 ・知的財産（発明の開 b) イノベーションの促進及び技術移転を目指して発  
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沖縄の自立的

発展への貢献

に関する事項 

取組 

明の同定、保護及び市場化 

 

4101 積極的に教員や研究者に働きかけ基礎研究の

ミッションを補いつつ、本学の知的財産を確保する発明

開示手続きを行います。 

 

 

 

 

 

 

4102 効率的かつ戦略的な知的財産の管理のため、外

部の特許専門家の国際的ネットワークを拡大します。外

部専門家の層を厚くすることで、発明評価委員会と特許

出願の質の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4103  知的財産評価プラットフォームを導入し、産業

界パートナーや競合技術、権利侵害の可能性を定期的に

調査します。それにより、効率的に知的財産を保護し、

また技術移転活動を促進します。 

示数、特許申請及び取

得数等） 

 

 

明の同定、保護及び市場化 

 

4101  事業化に繋がる可能性がある発明が生み出さ

れました。TDIC 職員による研究者への積極的な働きか

けにより、新しい研究室や研究分野からの発明開示

（例：量子コンピューターに関する発明）もありました。 

これにより、本学が保有する知財、シーズのポートフォ

リオが広がり、今年度中に取得特許は 100 件の節目を超

え、合計 111 件になりました。また合計特許出願数は

368 件になりました。 

 

4102  外部の特許専門 5 名（アメリカから 3 名、日本

から 2 名）が、既存の外部専門家ネットワークへ組み込

まれました。結果として、5 カ国合計 37 名のネットワ

ークを構築することができました。 

幅広い専門家ネットワークと積極的なシーズ発掘・保護

により、今年度は以下の実績につながりました。 

 

⚫ 発明評価委員会による発明開示の評価 12 件  

⚫ 特許出願数 59 件 

⚫ 特許取得数 47 件 

⚫ 新規ライセンス契約数 2 件 

 

 

4103  知的財産評価プラットフォーム（PatSnap）を

導入し、先行技術を網羅的に調べることが可能になり、

知財の保護可能性を効率的、かつ客観的に評価できるよ

うになりました。また、マーケティングの対象となる事
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4104 学生や研究者を対象にしたトレーニング・コー

スや、セミナー、ワークショップの開催により、引き続

き発明や知的財産保護に関する大学全体の意識の向上

に努めます。アジアにおける技術開発イノベーションセ

ンターとしての大学の認知度を高めるため、国際会議を

開催します。 

業分野や産業界の事業トレンドの把握が容易になりま

した。 

 

4104  技術開発イノベーションセンターは、本学コミ

ュニティの特定のグループにターゲットを絞り、発明や

知財の意識向上を促すよう、それぞれのグループに適し

た活動を行いました。 

• 学生向け：専門能力開発コースとして、国際的に活

躍する特許専門家による知財に関する基礎講座  

• 全職員向け：新入社員オリエンテーションにて技術

開発イノベーションセンターによる知財基本方針

と手続きの案内 

• 研究者向け：国際的に活躍するアメリカの特許専門

家による研究者向けの知財教育。JST 新技術説明会

に参加する研究者を対象とした、企業向け発表のト

レーニング 

• 研究室向け：研究室を定期的に訪問し、知財や技術

開発イノベーションセンターの業務内容を紹介 

• 教員、研究者、学生向け：技術ライセンス・スペシ

ャリストにより、希望する教員、研究者、学生との

一対一の面談 

 

またアジアにおける技術移転ハブとしても本学の認知

度を高めるため、国連の知財機関である WIPO（国連の

世界知的所有権機関）と連携し、アジアの新興国 7 か国

から科学技術大臣、大学学長、技術移転マネジャー約

60 名を本学に招待し、知財戦略と技術移転事例につい

て学ぶ 3 日間の国際カンファレンスを開催しました。 
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添付資料 4. 1 特許状況 

4 

沖縄の自立的

発展への貢献

に関する事項 

取組 

b) 革新的技術の研究支援とそれらの技術の商業化を

推進するべく POC（概念実証）プログラムを強化 

 

4105 2017 年度に R＆D クラスター研究プログラム

が成功に完了することを機に、プルーフ･オブ・コンセ

プトプログラムは、基礎研究の進歩に基づいた画期的な

技術開発を行うためのイノベーティブ･テクノロジー･

リサーチ（以下 ITR） を支援するように強化されます。

新しいイニシアチブである ITR は、実用化研究を行う

POC プログラムの既存のフェーズⅠとフェーズⅡを補完

します。ITR の結果は、産業界との協力を促進し、外部

資金調達の基盤を提供し、POC 実用化研究を行うフェ

ーズⅠ及びフェーズⅡのための新しい発明につながると

期待されています。 

 

4106 研究資金、市場調査及び分析、プロジェクト管

理、教育コース及びイベント、産業界のエキスパートへ

のアクセスなどを提供し続けることで、進行中のフェー

ズ I 及びフェーズ II POC プロジェクトの進展を確実に

します。実用化への努力を継続するため、完了した POC

プロジェクトへの継続的支援を維持します。 

 

 

 

 

 

・将来の連携を見込ん

だ企業との正式なコン

タクト数 

 

・産業界との連携事業

数(連携協定、共同研究

契約、特許活用件数等) 

 

b) 革新的技術の研究支援とそれらの技術の商業化を

推進するべく POC（概念実証）プログラムを強化 

 

4105  イノベーション・テクノロジー研究（ITR）が、

実用化研究を行うフェーズⅠ、フェーズⅡを補完するため

にその前段階として POC プログラムに新たに組み込ま

れました。 

 

新たに 5 つの ITR プロジェクトが、エネルギー、環境、

健康、物理科学の分野で採択されました。 

 

 

 

 

 

4106  

 フェーズⅠでは、創薬、再生可能エネルギー、AI の

分野において 3 件のプロジェクトを採択 

 フェーズⅡでは、排水処理とバイオセンシングの分

野において 2 件のプロジェクトを採択 

 

今年度は、計 12 件の POC プロジェクトが支援を受けま

した。うち 10 件は新規、2 件は昨年度からの継続案件

です。平成 28 年度に POC プロジェクトが設立されてか

ら、計 31 件のプロジェクトが支援されてきたことにな

ります。 
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4107    POC プログラムのための産業界からのレビュ

ーア、エキスパート、及びメンターのパネルメンバーを

拡充、強化するため業界の様々な会議やネットワーキン

グイベントに出席あるいは企画し、POC プロジェクト

のチームも参加させます。 

 

 

4107  POC プログラムは、引き続き外部の技術者や

産業界エキスパートとのネットワークを拡大し、技術開

発活動の外部評価、またメンター支援を提供する能力を

強化しています。今年度は、既存のネットワークに加え、

18 名の国際的な技術者、産業界エキスパートと連携し、

ネットワークの総数は合計 70 名を超えるに至りまし

た。 

 

添付資料 4. 2 受託研究等及びイベント 

4 

沖縄の自立的

発展への貢献

に関する事項 

取組 

c) 沖縄におけるイノベーション・エコシステム形成に

向け起業家活動及びスタートアップの育成支援 

 

4108 施設や設備へのアクセス、資金調達の支援、事

業化の専門家との連携など、起業家やスタートアップ企

業を支援するスタートアップアクセラレータプログラ

ムを構築し、実施する。プログラムの対象、選考、支援

内容及び評価のためのルールを策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（POC、R&D クラス

ター研究等で）支援を

受けている技術開発研

究プロジェクトの数 

c) 沖縄におけるイノベーション・エコシステム形成に

向け起業家活動及びスタートアップの育成支援 

 

4108  本学は沖縄で初めてとなるスタートアップ・ア

クセラレーター・プログラムを沖縄県から 1,500 万円の

支援を受け開始しました。このプログラムは沖縄でベン

チャー・ビジネスを育てる革新的な起業家を世界中から

呼び寄せる力となっています。主なプログラム内容は、

（1）アイディアをもとにスタートアップ企業を設立す

るための資金援助、（2）本学内の施設や最新設備へのア

クセス、（3）ビジネス戦略、顧客戦略、そして市場戦略

を強化するコースやイベント、（4）外国からの起業家へ

の国内の知財、税、ビザ、人材、等に関するバイリンガ

ルサポート、（5）ベンチャー資金獲得、メンタリング、

共同研究・開発、マーケティングのため本学が持つ学術、

行政、そして産業界パートナーとのネットワークへのア

クセスを提供します。 
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4109 POC（Proof-of-Concept）プログラムやその他技

術の事業化を目的として、継続して起業家精神育成ワー

クショップを実施します。沖縄県内の起業家精神を育む

ために、他大学の学生や研究者にワークショップへの参

加を促します。日本語での講師育成コースを受講するな

ど、ワークショップの国内での普及について検討しま

す。 

 

 

4110 OIST の知財分析をとおして、専門知識を蓄積

している産業分野を特定します。 

 

 

 

 

4111 第 3 研究棟 A 階の「技術開発ラボ」は、新技術

や POC 研究の実用化のためのスペースとして引き続き

運用していきます。 

 

• 米国、英国、イタリアから集まった 4 人の起業家に

よるチームが、新技術にもとづく栄養関連企業を立

ち上げるため採用され、本学で 8 か月間研究開発を

行いました。今年 4 月、スタートアップ企業として

4 名のスタッフが「株式会社 Shoreditch-son」に移行

し、投資家から資金援助を受け、新たに建設された

インキュベーター施設に入居しました。（インキュ

ベーター施設については後述） 

 

4109  第 6 回リーン・スタートアップ・アントレプレ

ナー・トレーニング・プログラムを開催しました。14

の研究ユニットから総勢 40 名以上が参加しました。 

 

また、リーン・スタートアップ手法による「トレーナー

のためのトレーニング」も開催し、技術の商業化に関心

を持つ研究者たちに実践的な支援を提供できるよう、5

名の TDIC スタッフが受講しました。 

 

4110  昨年導入した知財評価のための解析プログラ

ムの他に、ウェブ検索エンジン内で技術マーケティング

を行える広告を導入し、当該技術に適したマーケティン

グや、それらマーケティングのビジネストレンドが解析

できるようになりました。 

 

4111  技術開発ラボ（第 3 研究等 A 階）の全スペー

スが引き続き運用されます。スタートアップ・アクセラ

レーター・プログラムに初めて採用されたチームもイン

キュベーター施設が建設中の間は、技術開発ラボにて活
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4112 キャンパスの近くにインキュベーター施設を

設置し、スタートアップのためのラウンチパッド、また

OIST の研究者や企業パートナーのためのコラボレーシ

ョンスペースとして機能させるため施設及び運営体制

を整えます。 OIST を中心としたコラボレーションを促

進し、イノベーション・エコシステムを構築するために

施設を設計、整備し、マーケティングを行います。 

動していました。 

 

4112  今年度、スピンオフ企業を生み出すため 500 平

米の施設をキャンパス内に建設しました。この「イノベ

ーション・スクエア・インキュベーター」施設は、5～

10 社の初期段階のスタートアップ企業を収容できま

す。このインキュベーター施設には以下のような特徴が

あります。（1）本学発のスタートアップ企業のみならず、

世界中からのスタートアップ企業を受け入れること、

（2）本学研究者たちと共同研究を行う企業も受け入れ

ること、（3）同施設内にエンジニアリングラボとバイオ

テクノロジーラボがあること、（4）専用ラボと共用ラボ

が併設されていること、（5）メイン・キャンパスにある

主要な施設や機器の利用が可能であること 

  

本学は、インキュベーター施設を活用し、研究、スター

トアップ、および成功した企業が協力して沖縄で事業を

行っているイノベーション・エコシステムの形成を目指

します。インキュベーター施設の第一の目的は、スター

トアップ企業の促進と成功ですが、今年度は適切な賃料

収入とその他の外部資金を獲得する機会も増えていき

ます。 

 

4 

沖縄の自立的

発展への貢献

に関する事項 

取組 

d) 新技術の開発や技術移転の促進のために企業との

共同研究を拡大 

 

4113 連携可能性のあるパートナーを特定し、長期的

な関係を構築し、企業の訪問や交流を促進することによ

 d) 新技術の開発や技術移転の促進のために企業との

共同研究を拡大 

 

4113  今年度の実績は以下の通りです。 

・ 23 件の共同研究プロジェクトの推進（2 件の新規事
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り、産業界との共同研究を推進します。 

 

 

 

 

 

4114 沖縄県から助成を受けている産学関連の研究

プロジェクトを継続します。外部資金獲得の多様化に向

けて、OIST の研究を支援し、沖縄県の科学技術ロード

マップに沿った新しいプロジェクトを積極的に推進し

ます。また、産学関連の知見を深め、技術移転を促進す

るためのプロジェクトに係る会議やシンポジウムの開

催を支援します。 

 

4115 国内外の展示会やワークショップ、会議に参加

することにより、OIST の研究の促進と産業界との関係

の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業、20 件の更新事業） 

・7 件の秘密保持契約を締結し、新規プロジェクトの立

案を推進 

・60 以上の企業に対し本学の技術紹介をし、共同研究

の検討機会を提供 

 

4114  今年度、TDIC は沖縄県と連携し、沖縄県科学

技術振興ロードマップに沿って新規プロジェクトを推

進しました。その結果、沖縄県からスタートアップ・ア

クセラレーター・プログラムを含む 7 件の本学プロジェ

クトが採択されました。 

 

 

 

4115  本学発の技術を推進すべく、TDIC のスペシャ

リスト（スタッフ）は、計 8 件の国内外の産業界の展示

会に参加しました。 

・Medix Tokyo 

・Okinawa Promotion Seminars in Osaka and Tokyo 

・BioJapan 2018 Yokohama 

・Okinawa Venture Market, 那覇 

・MRO Aviation Meeting Okinawa, 那覇 

・nanotech 2019, 横浜   

・SLUSH Tokyo 2019 

・ConnecTech Asia 2018, シンガポール 

 

さらに、今年 1 月に JST とともに 2 度目の OIST 新技術

説明会を開催し、来場した 100 を超える企業に対し特許
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4116 関連する公的及び民間資金の外部資金を特定

し、研究者に応募を促し、応募プロセスを支援すること

により、外部資金を獲得します。 

 

 

4117 スタッフの能力開発の研修参加を奨励し、科学

技術に関連するビジネスとマーケティングの内部知見

を強化し、事業開発活動を強化します。 

 

 

 

 

 

 

4118 秘密保持契約、研究試料提供契約、共同／受託

研究契約、ライセンス、コンサルティング契約、MOU

など、企業との複雑な契約交渉と管理に関する大学の専

門知識を構築するため、統括弁護士オフィスと綿密に連

携します。 

 

を得た 4 件の OIST 技術を紹介しました。本学の発明者

たちも企業の担当者たちとライセンシングや共同研究

について一対一のミーティングを持ち、今後につながる

話し合いが行われました。 

 

4116  外部資金獲得を強化するため、TDIC は 40 件の

民間セクターによる外部資金情報を本学研究者コミュ

ニティに提供し、19 件の申請書を支援し、内 4 件が助

成金を獲得しました。 

 

4117  TDIC のメンバーは継続して技術移転に関連す

る能力を強化するため、下記のテーマを含む 22 以上の

研修やセミナーに参加しました。 

共同研究契約  

AI のためのマシーンラーニング 

ソーシャル・イノベーション 

商標の基礎 

技術マネジメント 

 

4118   TDIC は引き続き統括弁護士オフィスと連携

し、重要な交渉を伴う研究及び秘密保持契約を締結し、

企業との契約書の標準化と交渉の合理化を図りまし

た。 

 

4 

沖縄の自立的

発展への貢献

e) 沖縄のイノベーション・エコシステム（R&D クラ

スター）形成を目指し地域、国内、海外の革新的な

官民機関との連携強化 

 e) 沖縄のイノベーション・エコシステム（R&D クラ

スター）形成を目指し地域、国内、海外の革新的な

官民機関との連携強化 
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に関する事項 

取組 

 

4119 イノベーションと技術移転を促進するために

地域や国の機関との交流を積極的に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4120 インキュベーター施設、スタートアップ・アク

 

4119  日本でのイノベーション促進に関心を寄せる

機関と交流することは、本学の戦略の重要な一部です。

この目的において実施したことは以下の通りです。 

・昨年 6 月、本学は AI に特化するインキュベーターで

ある株式会社ディープコアと覚書を交わしました。ディ

ープコアは、ソフトバンクグループ株式会社の 100％子

会社で、技術で世界を変えたい願う日本の起業家たちを

育成しています。本学との間では将来の共同研究に向

け、研究者と起業家の交流を持ちました。 

・沖縄の意欲的な起業家たちが出会い、交流することを

目的としたメンバーシップ・クラブ、「スタートアップ・

オキナワ・クラブ」の立ち上げを手助けしました。昨年

12 月に初の会合が本学で開催されました。 

・琉球銀行と沖縄タイムズによる第 3 回「オキナワ・ス

タートアップ・プログラム・デモ・デー」が本学後援の

もとキャンパスにて開催されました。 

・Beyond Next Ventures 株式会社による「テクノロジー・

スタートアップ・アクセラレーター・サミット」を開催

し、本学から 5 チームがピッチに参加し、ベンチャーキ

ャピタルとの相談会を開催しました。 

・一般社団法人日本ディープテック協会により設立され

東京に拠点を持つ Hello Tomorrow Japan に参加しまし

た。Hello Tomorrow Japan は、よりよい未来のため科学

とディープテックの市場展開を促進する活動を行って

います。 

 

4120  「OIST を中核とするイノベーション・エコシ
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セラレーター・プログラム、またその他の起業家プログ

ラムが、OIST を中核とする沖縄イノベーション・エコ

システム形成にどのように貢献するかという観点から

長期的な戦略計画を展開します。起業家育成の国際的専

門家を招き、沖縄のスタートアップ活動を加速させる戦

略アドバイスを取り入れます。 

 

 

 

 

4121  沖縄におけるイノベーション・エコシステム

の構築に向けた活動において内閣府や沖縄県、またその

他の関連機関と密接に連携していきます。 

 

 

 

4122 イノベーション、アントレプレナーシップ、

R&D クラスター形成などをテーマにした国際セミナ

ー、ワークショップ、シンポジウムなどを開催し、沖縄

の世界への認知度を高めるとともに、沖縄での国際関係

における専門性を強化します。 

 

ステムの戦略計画」の素案が昨年度にまとめられ、主に

（1）OIST においてイノベーション関連の取り組みを拡

大する、（2）OIST 周辺でのスタートアップ・エコシス

テムを支援する（3）沖縄県地域計画の取り組みに参加

する、という 3 つの目標が掲げられました。 

昨年度、本学は BEENEXT、ANRI、ユーグレナ・ファ

ンド、0→1 Booster、Google Japan、Beyond Next Ventures、

Spiral Ventures、Global Life Science Ventures といった起業

に関わる専門家や投資家との会合を持ちました。 

 

4121  スタートアップ・アクセラレーター・プログラ

ムの設立において、本学は沖縄県と連携してきました。

また、本学を中心としたイノベーション・エコシステム

形成に向けた戦略的プランについては内閣府と連携を

図りました。 

 

4122  TDIC では昨 30 年度はイノベーションと起業

家精神育成の推進のために、計 16 件の研修、セミナー、

ワークショップやイベントを開催し、延べ 640 名以上が

参加しました。（添付資料 4-2 参照） 

 

中でも特筆すべきは、今年 3 月に行った「DeepTech が

世界を変える」と題したフォーラムです。TDIC と CPR

ディビジョンがニューズピックス社との共催で行った

このフォーラムは、基調講演、パネルディスカッション、

そして本学研究者 3 チームによるスタートアップ・ピッ

チで構成され、約 200 名近い参加者が来場しました。 
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4 

沖縄の自立的

発展への貢献

に関する事項 

取組 

f) 科学技術におけるイノベーションの成功要素と指

標を理解し、それらの社会経済への影響を測定 

 

4123 OIST や沖縄におけるイノベーション指標の分

析を進めるために必要なパートナーシップを構築しま

す。沖縄における技術的革新の指標開発、またそれらが

もたらす影響を分析する統計データの計測方法を確立

します。 

 

・イノベーション、技

術開発、R&D クラスタ

ー開発関連トピックに

おいて OIST が企画ま

たは主催したシンポジ

ウム、会議、ワークシ

ョップの数 

 

・イノベーション、技

術開発、R&D クラスタ

ー開発関連トピックに

おけるイベント、コー

ス、シンポジウム、会

議、ワークショップ、

セミナーの参加者の数 

 

f) 科学技術におけるイノベーションの成功要素と指

標を理解し、それらの社会経済への影響を測定 

 

4123   

 TDIC は、沖縄における科学技術に関する社会経済

指標の分析を行うために、沖縄大学法経済学部の大

城淳教授と共同研究契約を結びました。大城教授お

よびゼミの学生と共に、社会、経済および技術デー

タに基づいて沖縄県でのイノベーション支援にお

ける利点や機会の特定に取り組みます。 

 

 豊橋科学技術大学のガウラブ・ティカス博士（スズ

キ財団フェロー）の協力のもと、研究主導型の大学

がその地域の社会経済発展へどのような貢献がで

きるかのケーススタディを行っています。 

 

 

4 

沖縄の自立的

発展への貢献

に関する事項 

取組 

（地域連携に関する取組） 

4124 引き続き、県立中部病院や南部医療センター、

琉球大学医学部等地域の核となる医療機関との交流プ

ログラムを実施し、科学講演会を開催します。 

 

 

4125 引き続き多くの訪問者（県内の企業や各種協

会等の団体も含む）を得られるよう努めます。 

 

 

 

・視察や来訪者の数

（オープン・キャンパ

スへの来訪者数を含

む） 

 

・キャンパスを訪れた

県内児童・生徒数 

 

・県内児童・生徒を対

象とした講義やイベ

ントの数 

（地域連携に関する取組） 

4124  沖縄県からの紹介により、県内医療関係者が主

催する「ハーバード大学医学部臨床研究教育プログラ

ム」等のワークショップの開催に協力しました。県内か

らも多くの医療従事者が参加しました。 

 

4125  県教育委員会、各学校への文書による案内、ま

た本学 Web サイトを通じての広報により、27,673 名（サ

イエンス・フェスタ入場者 4,500 名を含む）の訪問者が

ありました。 

 

 

 



平成 30年度事業計画 指標 平成 30年度業績 
自己 

評価 
 

66 

4126 本学キャンパスで 9 度目となるサイエンス･

フェスタ（オープン・キャンパス）を実施するとともに、

地域の中・高校生や地域住民のイベント参画を促進しま

す。 

 

 

 

 

4127 沖縄県内の児童・生徒に、世界最先端の研究環

境を体感し、科学技術分野での進学又は就職への関心を

高めてもらうことを目的として、県内学校からの本学キ

ャンパス訪問を積極的に受け入れます。特に、沖縄県教

育委員会や県内各高等学校と緊密に連携し、県内の全て

の高等学校を対象とする訪問プログラムを引き続き推

進します。また小・中学校児童生徒による見学も促進し

ます。 

 

4128 県や観光組織との連携により高度な科学技術

教育プログラムを行う本土のスーパー・サイエンス・ハ

イスクールの本学への訪問を引き続き実施・強化しま

す。 

 

4129 引き続き全ての学年の児童・学生に対して、本

学の教員や外部の著名な科学者による講演会を開催し

ます。 

 

4130 恩納村と協力して、第９回恩納村・OIST こど

も科学教室を開催します。 

 4126  サイエンス・フェスタ 2018（一般公開）を開

催し、4,500 名の皆様に 31 の科学プログラムを楽しんで

いただきました。350 名の本学教員・研究員・学生・事

務職員等がボランティアとして参加し、また恩納村の小

中学生 14 名が放送ボランティアとして参加しました。

また、今回は北海道大学リーディング・プログラムの学

生が科学デモを行いました。 

 

4127  沖縄県教育委員会および各地区教育事務所を

通じ周知の結果、高校 25 校、1,480 名、中学校 11 校、

435 名、小学校 24 校、1,780 名を受入れ、本学の教育、

研究について紹介しました。（合計 3,554 名） 

 

 

 

 

 

4128  東京で開催された修学旅行フェアに参加する

等情報発信し SSH 校 5 校 313 名の生徒が本学を訪問し

ました。（その他高校含め県外全体 13 校 683 名） 

 

 

4129  サイエンス・フェスタに国立天文台および東京

工業大学より講師を招聘し、講演を実施しました。 

 

 

4130  8 月 20 日から 24 日までの 5 日間、第 9 回恩納

村・OIST こども科学教室を開催し、7 クラス 142 名の
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4131 地元の人々に本学を訪問してもらうために、本

学の講堂や他の施設を活用し、コンサート、展示会等文

化的なイベントを開催します。 

 

4132 地元教育委員会による英語教育に関する会議

及び地元の学校で実施される英語講座への本学関係者

の参加促進等により、子供達の英語力及び異文化理解を

深めるために、地元の学校に協力をします。 

児童が参加しました。31 名の本学ティーチング・スタ

ッフに加え、本学職員 55 名、役場職員 12 名、恩納村学

校教員 35 名、10 名の大学生インターンがボランティア

として教室を手伝いました。 

 

4131  沖縄県立芸術大学との連携等美術展（4 件）、

音楽コンサート（2 件）、琉球伝統芸能（1 件）、を開催

し多くの地域住民が参加しました。 

 

4132 

-恩納中学校統合推進協議会および専門部会に出席しま

した。建設中の恩納中学校で、恩納村教育委員会のメン

バーと科学教育について、とりわけ女子学生への科学教

育促進に関する取り組みについて議論しています。 

 

-恩納村教育委員会主催の「英語ストーリー・スピーチ

コンテスト」をキャンパス内で開催し、英語教師と広報

ディビジョン・スタッフが審査員を務めました。 

4 

沖縄の自立的

発展への貢献

に関する事項 

取組 

（その他の取組） 

4133 引き続き、地元密着型ジョブ・フェアの開催、

沖縄高等専門学校への就職説明会等に参加し優秀な県

内出身者の雇用に努めます。 

 

4134 「沖縄の産業まつり」等に参加したように、引

き続き、県内の主な文化的、産業的、学術的イベントに

参加します。また、米国総領事館及び沖縄県と連携し、

沖縄で主要な科学教育競技の一つとなっている、高校生

を対象とした起業のための研究能力を競う科学イベン

・沖縄出身の職員数

（研究者、事務系職員

等）  

 

・本学で開催された外

部主催の国際会議及

びワークショップの

数、及びその参加者数 

（その他の取組） 

4133  地元密着型ジョブ・フェアを開催し、県内出身

者を採用しました。 

 

 

4134  沖縄県内の那覇および本当各地域で開催され

る「沖縄青少年科学作品展」「名護サイエンス・フェス

タ」「沖縄の産業まつり」等に参加し、OIST について紹

介するとともに科学デモを行いました。また、第 7 回

SCORE を開催し、県内高校 8 校から 12 チームが参加し
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ト「SCORE」を引き続き実施します。 

 

4135 OIST ファンクラブの活動を本格スタートし、

会員への OIST 情報提供、イベントに参画する機会を提

供します。 

 

4136 引き続き琉球大学その他の県内大学インター

ン生を受入れ、広報ディビジョン内の業務を経験させる

とともに本学学生等との交流も促進します。 

 

 

 

4137 離島地域での出前授業を若手研究員学生の協

力を得て継続実施します。 

 

 

4138 沖縄県及び沖縄観光コンベンションビューロ

ーとの連携に加え、新たに認定された MICE 誘致アンバ

サダーの資格による日本政府観光局からの支援を有効

に利用しつつ、より多くの優れた外部主催の国際会議・

ワークショップを本学で開催し、本学の研究者や学生が

参加者との連携や学術的地位が向上するよう図ります。 

 

研究および社会での応用についての提案を競いました。 

 

4135   人的制約により他プログラムに比べ優先順位

の高くない同クラブの設立は見送ることとした。 

 

 

4136  琉球大学から地域連携業務に 3 名、通訳業務に

2 名、メディア業務に 3 名、計 8 名の学生を受入れ、そ

れぞれ業務を体験し、本学の各部門職員、学生とも意見

交換等交流しました。学生達は「こども科学教室」の業

務にも携わりました。 

 

4137  離島（伊平屋島、宮古島、石垣島）にて若手研

究員、学生による講演、科学デモンストレーション、ト

ークを実施しました。 

 

4138  カンファレンス・センターやメイン・キャンパ

ス及びシーサイド・ハウスの会議施設を積極的に外部の

団体などに貸し出し、21 件の外部機関主催・共催学術

会議、および 38 件のその他外部団体イベントでのべ

6,473 人が施設を利用しました。  

特筆すべきイベントとしては、FY2017 に日本で初めて

の開催となった「ハーバード大学医学部臨床研究教育プ

ログラム」が 2 年目のプログラムも本学で開催したこと

や、日本学術振興会が主催する第 11 回 HOPE ミーティ

ングに会場を提供し、のワークショップや、「第 14 回全

国大学コンソーシアム研究交流フォーラム」、「サンゴ礁

大規模白化緊急対策会議」、日本学術振興会科学研究費
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補助金による複数の新学術領域研究会開催の会場とな

ったことなどがあげられます。 

 

  
事務職 

他 
技術員 研究員 合計 割合 

沖縄県

出身者 
120 15 60 195 23.24% 

県外 154 56 434 644 76.76% 

合計 274 71 494 839 100.0% 

 

 

第 5 章 キャンパス整備・大学コミュニティの形成、安全確保及び環境への配慮に関する事項 

5.1 

キャンパス整

備 

目標 

引き続き、本学は、計画通り、キャンパスの整備を進め

ます。 

   

A 

5.1  

キャンパス整

備 

取組: 

5101 OIST の段階的拡張に基づき、平成 26 年度に作

成されたマスタープランの検討、及び更新を引き続き行

います。 

 

 

 

 

 

 

5102 第 5 研究棟の基本設計を開始するとともに、今

後の第 5 研究棟に係る実施設計等について検討を行い

ます。 

 5101  キャンパスの将来の展開を考えるタスクフォ

ース（施設部副学長が議長）におけるスタディーと時を

同じくして、修正マスタープラン策定の為のスタディー

を開始しました。初期調査として本学の将来人口、研究

及びアドミの為に要求されるスペース等が今年度検討

され、次年度も引き続き行なわれます。コンサルタント

による修正マスタープランの設計に関する調査も開始

され、次年度も引き続き行われます。 

 

5102  Lab 5 の基本設計を行うコンサルタントを選定

し、25 名の PI の為の研究スペースと動物実験施設を含

む研究棟の基本設計を完了しました。 

 



平成 30年度事業計画 指標 平成 30年度業績 
自己 

評価 
 

70 

 

5103 第4研究棟及び第4研究棟につながる道路や橋

を含めた設備やインフラ整備を計画的に行い、完成しま

す。 

 

5104 引き続き、将来の R&D ゾーン及びオンキャン

パスハウジングの建設について、インフラ及び土木工事

のコスト分析及び実現性を検討します。 

 

 

 

 

5105 第 1 期として、リサーチインキュベータ施設と

必要なインフラを早期に整備し、使用を開始します。ま

た、30 年度整備のインキュベーター施設の運用状況を

踏まえ今後の整備等を検討します。 

 

5106 既存のキャンパスビルディング及び施設の運

用及び維持を行います。 

 

 

 

 

 

 

5107 透明性を確保するため、公共工事の入札及び契

約の適正化の促進に関する法律（平成 12 年法律第 127

号）に基づき、入札スケジュールや結果等の入札前後の

 

5103  今年度夏には大型台風が上陸しましたが、Lab 

4 関連の工事（建屋建設工事、埋設配管工事、土木工事

を含む）は全て計画通りに施工されました。 

 

5104  新規住宅部のインフラ及び造成工事に関する

コスト分析及び実現性の検討が予定通りに完了し、工事

は次年度に開始されます。R&D ゾーンのインフラに関

するコスト分析及び実現性の検討も完了しており、設計

及び工事については概算要求が承認され次第開始する

計画です。 

 

5105  最初のインキュベーター施設及び必要なイン

フラは計画通りに完成しました。施設の運用は TDIC を

通して開始されています。 

 

 

5106  2018 年度の施設設備の維持管理業務は、新

設・増設された CDC、インキュベーター施設、駐車場、

構内道路、既存施設内の改修された研究室、工作室など

も対象とされました。既存の施設・設備、新設・増設さ

れた施設・設備は、施設管理部と施設管理部が業務委託

している施設管理専門業者とが協力して、大きな事故や

トラブルも無く適切に維持管理されています。 

 

5107  入札における透明性及び情報開示は本学全て

の部署において重要視されています。数多くの入札の中

で、大型案件としては、Lab 4 の建設及び土木工事、Lab 
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情報開示を引き続き推進します。 

 

5 の基本設計、PFI 住宅事業が挙げられますが、これら

は全て公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す

る法律（平成 12 年法律第 127 号）に基づいて行われま

した。 

 

5.2  

大学コミュニ

ティの形成、

子弟の教育・

保育環境の向

上 

目標 

職員及び学生やその家族を含む大学コミュニティの発展

は、大学運営を成功させる上でも重要であることから、引

き続きその推進に努めます。人員及びサービスの拡大や、

リソース・センターやチャイルド・ディベロップメント・

センター（CDC）を通じて、教職員の教育及び保育環境の

向上を図ります。また、今後とも増加が見込まれる職員、

学生及びその家族のため、キャンパス内外での新たなハウジ

ング整備について検討を進めます。 

   

A 

 

5.2 

大学コミュニ

ティの形成、

子弟の教育・

保育環境の向

上 

取組 

（大学コミュニティの形成）  

5201 OIST 関係者に対するサービス改善のためリソ

ース・センターの情報収集方法を改善します。保健セン

ターの新規職員が業務を開始し、トレーニングを受けま

す。その後、OIST クリニックの再開について検討を行

います。保健センター及びがんじゅうサービスと連携

し、OIST 職員向けのサービス向上に努めます。CDC の

人材配置モデルを構築し、良質な保育を確保する CDC

の予算と過去の予算執行を分析し、経費を抑制し、小学

生を対象とした STEM 教育を提供するための学童プラ

ンを構築します。引き続き、本学のコミュニティを形成

する教職員・学生ならびにその家族の他、短期滞在の外

部職員に対しても学内外の施設の情報提供とサポート

体制づくりを継続して行います。上記の目標を達成する

ため、保育サービス、ファミリーサポート、フードサー

 （大学コミュニティの形成） 

5201 

（a）以前は、リソース・センターのユーザーに関する

情報は共有のメール・アカウントに収集されていまし

た。 ユーザーの種類（教員、学生、事務職員、家族な

ど）とサービスの利用状況（運転免許証の変換、携帯電

話の SIM カードの取得など）を追跡することで改善さ

れました。 これらの情報を収集するために新規スタッ

フを配置し訓練しました。 

（b）クリニックは、大学コミュニティ支援オフィス

（UCS）と保健センターのマネジャーおよび新しい産業

医との間で何度かミーティングを開催しました。 プロ

ボストと協議し、限られた時間内でクリニックを再開す

るという結論に達し、今年度末に再開しました。 次年

度の初めに、クリニックは UCS の監督下に置かれます。 
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ビス、健康・医療サポートや生活におけるニーズのサポ

ートに関連した人事サービス機能の強化を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健センターのマネジャーと産業医はタスクフォース

5 に参加し、現在および将来の本学の健康上のニーズが

特定されました。 がんじゅうのスタッフは他の UCS 部

門と定期的にミーティングを行い、本学コミュニティの

心の満足を提供するための最善の策について話し合っ

ています。 がんじゅうのスタッフはタスクフォース 5

に参加し、現在のサービスを維持し拡張する計画を立て

ました。 

(c) CDC が開園した当初は先生 6 人、アドミ職員 1 人、

園長 1 人で、園長が管理できる丁度良い人数でした。

2017年には園長 1人で 30人以上のスタッフを管理しな

ければならず、平坦な組織構造だったため管理者が 1

人しかおらず、対処できる仕事量ではありませんでし

た。CDC は保育園業務を補助する副園長を 1 人、新た

に学童を管理するプログラム・ディレクターの 2 つのポ

ジションをリクエストし、獲得することができました。

CDC は、子供の数の増加に対応するため、教師の新規

採用において UCS と協力してきました。 また、小中学

校プログラムの教師採用でも UCS と協力してきまし

た。 両教師は、次年度初めより OIST で働き始める予

定です。これにより、本学職員および学生の子供たちに、

放課後および休日プログラムを提供するための「小中学

校プログラム」の機能が向上します。 

(d) CDCが大学コミュニティ支援オフィスに移行したこ

とにより、CDC の予算検討および支出履歴の評価につ

いて、シニア・マネジャーおよびビジネス・バックグラ

ウンドを持つスペシャリストによる専門的なサポート

を受けられることになりました。 UCS のビジネス・ア
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5202 OIST が拡大するにつれ、公認クラブの数も増

えているため、大学の基本方針やルールに違反しないよ

う適切に管理することが必要です。管理業務はリソー

ス・センターが行います。 

 

 

 

 

 

 

 

5203 レジストレーション・デスクは引き続き客員研

究員、招聘ゲストの窓口として対象者をデータベースに

登録をし、受入支援を行います。この機能は現在リソー

ス・センターがウェブサイトの強化等により担っていま

す。 

ナリストは、今年度の途中に着任し、CDC の財務分析

が現在進行中です。 財務ディビジョンを通じて、必要

なすべての情報および文書へのアクセスが許可される

までにはしばらく時間がかかりました。 

(e) より安定した放課後および休日プログラムを提供す

るために、小中学校プログラム・ディレクターおよび経

験豊富な専任の小中学校プログラム教師を採用しまし

た。 

(f) これらの機能は、2018 年 6 月/ 7 月に HR から UCS

に移管されました。UCS は、サービス提供を維持し、

本学全体に拡大しました。 

 

5202  クラブ活動の監視は、新たに雇用されたレクリ

エーション・サービス・ディレクターに移管されました。

本学の統括弁護士と協議しながら、クラブ活動のための

規則や手続きの策定、クラブによる学内スペースの使用

など、クラブに対するより厳格な管理を行っています。

クラブ活動を行うには登録が必要であり、申請されたク

ラブについて審査するための承認プロセスも整備し、大

学の規則や規制に違反しないように確認しています。 

すべての関連資料は、レクリエーション・サービスの

Web サイトに掲載しています。 

 

5203  レジストレーション・デスクの機能は、引き続

きリソース・センターで担っており、円滑な客員研究員

の受入支援を行っています。 また、リソース・センタ

ーは、リサーチ・ユニット・アドミニストレーター（RUA）

からの要求に応じて、招聘ゲスト用 ID カードの対応を
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5204 OIST の規模拡大に伴い必要となるハウジング

として、既設 PPP 住宅エリアへの増設のために造成・

基幹整備の設計・工事を行います。同時に PPP 整備事

業として住宅整備を開始します。また、新規の PFI 手法

による住宅整備事業を開始します。同時に、PFI 住宅整

備敷地の造成・インフラ整備の設計を開始します。また、

オフ・キャンパス・ハウジングとして、恩納村米軍通信

跡地開発事業者と協議を引き続き行います。 

行っています。 

 

5204  PPP 住宅第 2 フェーズの契約が今年度締結さ

れ、設計業務が開始されました。造成関連の設計は完了

し、造成工事が開始されました。 

PFI 住宅に関しては、公示、事業者選定、契約締結が今

年度に行われました。造成の設計も完了し次年度には造

成工事が開始されます。 

恩納村の通信基地跡地の開発計画は現在恩納村主導で

進められており、本学も計画コミッティーの一員として

参加しています。 

5.2 

大学コミュニ

ティの形成、

子弟の教育・

保育環境の向

上 

取組 

（子弟の教育・保育環境） 

5205 教職員及び学生の子弟の教育環境の向上を図

るため、引き続き沖縄県や恩納村等の関係する地方公共

団体と連携・協力し、英語による教育を受ける機会の拡

大に努めます。 

 

 

 

 

 

5206 CDC 施設や放課後クラスを活用し、引き続き

質の高い、完全なバイリンガルの保育、学童保育及びホ

リデープログラムを適切な受益者負担のもと提供しま

す。CDC 運営委員会は、引き続き四半期に一度会議を

開くとともに、CDC 財務委員会会議を別途行うことに

より、園の予算について厳重な注意が常に払われるよう

徹底します。これらプログラムに参加する子弟の数は着

 （子弟の教育・保育環境） 

5205  恩納小学校に通っている本学職員の子供たち

を支援するために、英語を母国語とする資格を持ったフ

ルタイムの教師を採用し、子供たちに語学のカリキュラ

ムを提供しています。 教師は、恩納小学校に通う子供

の両親と定期的なミーティングを開催し、進捗について

話し合っています。 また、恩納小学校校長とも定期的

なミーティングを開催し、良好な関係を維持していま

す。 

 

5206  CDC の 2 期工事が完了したので、CDC と小中

学生プログラム（放課後および休日プログラム）は現在

同じ建物内にあります。 CDC 理事会は、監督体制につ

いて議論するために昨年 2 回会合を行いました。 プロ

グラムの申し込みと、すべてのプログラムに対する適切

な料金の評価を継続します。 UCS がビジネス・アナリ

ストを採用したことにより、CDC 予算の日常的な監督

 



平成 30年度事業計画 指標 平成 30年度業績 
自己 

評価 
 

75 

実に増加しています。CDC の規模を拡充し、また、放

課後クラスの運営等により対応していきます。 

 

5207 恩納小学校での英語教育プログラムなど教職

員・学生の子弟にとって有効な教育の機会を提供してい

きます。OIST 教職員・学生の子弟のため、国際的な教

育環境の在り方について検討を行います。 

 

 

 

 

5208 平成 30 年度には、職員とその家族に対して提

供される英語及び日本語クラスの数を維持します。語学

訓練への需要は非常に高く、英語と日本語におけるコミ

ュニケーション能力は本学の成功の土台です。（再掲。

2.4 参照） 

 

業務の多くは、UCS オフィスに移管されました。 

 

 

5207  恩納小学校に通う本学職員の子供たちを支援

するために、フルタイムの教師を採用しました。 教師

は、恩納小学校に通う子供の両親と定期的なミーティン

グを開催しています。本学職員家族の教育ニーズを特定

するための取り組みの一環として、今年度末にアンケー

ト調査を実施しました。この調査の結果は現在分析中で

す。 

 

5208  本学では前年度に引き続き同等の語学コース

数を運営し、 42 の日本語クラスと 30 の英語クラスを

開講しました。日本語クラスを受講した学生は 549 人、

英語クラスを受講した学生は 397 人でした。さらに、英

語クラスでは大学院、CPR、および教員担当学監オフィ

スと連携し、本学職員のためのセミナーやトレーニング

を実施しました。また、英語クラブやドロップイン・サ

ポート（受講生が講師のオフィスに直接出向いて疑問を

解決すること）を毎週本学職員及びその家族に提供しま

した。日本語クラスではサバイバル日本語セミナーを行

い、「落語」や「豆まき」などの文化イベントの提供に

加えて、学長への会話コースを実施しました。 

 

5.2 

大学コミュニ

ティの形成、

子弟の教育・

（学生支援） 

5209   学生に対し、良好な社会的・心理的な環境を

提供するため、福利厚生を含む様々な支援活動を推進し

ます。 

 （学生支援） 

5209  学生支援については、県内の他大学に在籍する

学生から、ピア・メンター・プログラムを通し日常生活

に関する支援が継続して提供されました。   
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保育環境の向

上 

取組 

 

 

 

 

5210  引き続き、学生や OIST メンバーためのスポー

ツ、レクリエーション、社会活動の場を改善するよう努

めます。 

 

全般的な生活支援については、社会文化見学や交流会を

企画・開催し、県内の他大学の学生との交流を図りまし

た。また、学生主体の活動の管理を行いました。 

 

5210  今年度シーサイド・ハウスにおいては、交流の

場としてのホールが完成しました。運動場は新規住宅の

設計に含まれています。スポーツ及びレクリエーション

施設は本学の将来計画の重要な要素としてマスタープ

ランのスタディーに含まれています。 

5.3 

安全の確保及

び環境への配

慮 

目標 (1) 

キャンパス全体の事業継続計画を策定し、災害から教職

員、学生、訪問者等を守るため、必要な防災対策を実施

します。 

 

   

A 

 

5.3 

安全の確保及

び環境への配

慮 

取組 (1) 

5301 新たに採用した緊急対応コーディネーターを

中心に、キャンパス全体の事業継続計画を策定し、必要

なリスク対策を講じます。 

 

5302 職員や学生に対する安全に関する必要な研修

を実施します。 

 

5303 恩納村とも協力しながら、災害に強いキャンパ

ス作りを進め、災害の際にはキャンパス施設を近隣住民

の避難場所として提供します。 

 

 5301  地震・津波、パンデミック、火災、巨大台風な

ど重要な 7 つの事業継続計画を作成しました。 

 

 

5302  火災・地震・津波について、教職員・学生に教

育訓練を実施しました。 

 

5303  緊急対応コーディネーター及び他のセクショ

ン、ディビジョンと協力しながら、災害時用備蓄品の準

備を含む災害時の対策を構築中です。また、災害時にお

いての復旧計画及び学園業務継続計画についても、更に

詳細な対応策を検討中です。災害時の谷茶区住民、恩納

村役場との連携は、地域連携セクションを中心に協力し

ながら計画を進めています。 
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5.3 

安全の確保及

び環境への配

慮 

目標 (2) 

環境に配慮しながら事業を実施します。    

A 

 

5.3 

安全の確保及

び環境への配

慮 

取組 (2) 

5304 引き続きリサイクル製品の使用を推進します。 

 

 

 

5305 引き続き、温室効果ガス排出量とエネルギー消

費を把握し、その抑制に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5306 水の再利用システムの適切な運用管理により、

周辺水域への環境負荷の低減に努めます。また併せて地

下水への影響が無いようにします。 

 

5307 施設整備に伴う各種建設工事においては、濁水

プラント施設を設置するなど、赤土流出対策を十分に行

います。 

 

 5304   リサイクル可能な製品の使用を促進するため

に、他の部門およびユニットとの継続的な協力を行いま

した。 

 

5305  施設管理部を中心に省エネルギー推進委員会

を組織し、勤務時間外や休日の空調や照明の制限などを

含めた全学的な取り組みを推進しています。また、Lab 4

やその他将来新築する施設用の熱源導入に ESP（エネル

ギー・サービス・プロバイダー）のスキームを活用し、

プロバイダーの専門的知見を元に施設に適合した設備

の導入を進めています。この熱源設備には重油に代わる

天然ガスを利用したジェネレーション・システムを備え

ており、温室効果ガス排出量の大幅な削減及びエネルギ

ー・コスト削減が期待できます。 

 

5306/5307   本年度に発生した大雨や台風にも関わら

ず、建設現場から流出する赤水は濁水プラントを通すこ

とや、また、建設現場への事前の定期的な調査によって

適切に海へ放流されました。キャンパスやシーサイド・

ハウスの台風被害は一部を除き復旧がなされました。本

学の排水は高品質な処理施設を通して適切に処理され

再利用されています。その処理施設は、定期的に点検・

検査を行うことで品質を維持しています。 
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5308 生態系の維持や固有生物種の保護に資するよ

うキャンパス施設・敷地の管理を行います。 

 

5308   本学は、要求水準の高い環境アセスメントに基

づいたキャンパス開発を行う為に、キャンパスの自然環

境の定期的な調査をコンサルティング業者へ業務委託

しています。この業者は調査だけではなく、新規開発エ

リアが環境へ与える影響を最小限に抑えるための方策

の提案なども行います。それにより、新しく作られた建

物や道路は環境への影響を最小限に抑えるように計画

されました。その結果、キャンパス内の在来生物は、健

全な自然環境の中で変わらず生息していることが確認

されています。 
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添付資料 1. 1-1　学生に関する情報

No. of Applicants

No. of candidates

attended

admissions

workshop

No. of offers

made to

applicants

No. of Students

Admitted

No. of

Males

No. of

Females
Distribution of ages Nationality Major/Scientific Field BS MS University

22 (2) Argentina (1) Biochemistry (1) Bandung Institute of Technology

23 (8) Brazil (1) Bioinformatics (1) Beijing Normal University

24 (8) China (6) Chemistry (4) Cambridge University

25 (4) Colombia (1) Education and Rehabilitation Sciences (1) Doshisha University

26 (3) Croatia (1) Environmental, Ecological, Marine (3) Edmond and Lily Safra International Institute of Neurosciences

27 (6) Egypt (1) Mathematical and Computational Sciences (3) Ain Shams University

28 (2) India (7) Molecular, Cell Developmental Biology (7) Imperial College London

29 (1) Indonesia (1) Neuroscience (5) Indian Institute of Science Education and Research (3)

Italy (1) Physics, Material Sciences (9) National Center for Biological Sciences, Tata Inst (2)

Average (24.9) Japan (1) National Institute of Technology Calicut

Kazakhstan (2) National Taiwan Normal University

Philippines (1) National Technological University

Russian Federation (3) National Tsing Hua University

Spain (1) Nazarbayev University (2)

Taiwan (2) Novosibirsk State University

United Kingdom (3) Shanghai University

Viet Nam (1) Southern University of Science and Technology (2)

Sun Yat-sen University

Università di Bologna

Universiteit van Amsterdam - Vrije Universiteit

University of Barcelona

University of Bristol

University of Cape Town

University of Edinburgh

University of Science, Vietnam National University

University of the Basque Country

University of the Philippines Diliman

University of Tsukuba

University of Zagreb

60114502

Class of 2018

259142034



FY2018 Scientific Productivity Summarized by Unit

Books

Book 
Chapters & 

Journal 
Articles Presentations

Dissertations, 
Online 

Databases, 
etc. Unit Total

Administration 0 3 0 0 3

Arbuthnott 0 5 4 0 9

Bandi 0 4 6 0 10

Bourguignon 0 7 14 0 21

Busch 0 12 46 0 58

Chakraborty 0 3 23 0 26

Dani 0 7 21 1 29

De Schutter 0 5 6 0 11

Doya 0 5 42 1 48

Economo 0 23 25 0 48

Faculty Affairs 0 2 0 0 2

Feng (New) 0 1 7 0 8

Fried 0 7 12 0 19

Fukunaga 0 2 2 0 4

Gioia 0 1 16 1 18

Goryanin 0 1 15 0 16

Graduate School 0 1 0 0 1

Hikami 0 8 21 0 29

Ishikawa 0 1 7 0 8

Khusnutdinova 0 5 3 0 8

Kitano 0 2 12 0 14

Kono 0 1 12 0 13

Konstantinov 0 7 8 0 15

Kuhn 0 3 23 0 26

Kusumi 0 3 16 0 19

Laurino 0 3 11 0 14

Luscombe 0 9 1 0 10

Maruyama 0 2 9 0 11

Masai 0 5 15 0 20

Mikheyev 0 5 15 0 20

Miller 0 6 15 0 21

Mitarai 0 13 18 0 31

Narita (New) 0 3 0 0 3

�1

平成30年度　研究成果（ユニット別）

添付資料 1. 2-1　平成30年度　OIST論文･発表数



Neiman 0 4 9 0 13

Nic Chormaic 0 12 49 0 61

Okada 0 3 7 0 10

Pauly 0 6 12 0 18

Pigolotti 0 4 21 0 25

Qi 0 24 3 0 27

Research Support 0 18 8 0 26

Rokhsar 0 4 6 0 10

Satoh 0 46 28 0 74

Saze 0 5 8 0 13

Shannon 0 8 31 0 39

Shen 0 21 45 0 66

Shintake 0 5 14 0 19

Skoglund 0 7 5 0 12

Sowwan 0 4 8 0 12

Stephens 0 3 13 0 16

STG 0 4 10 0 14

Sugawara 0 12 0 0 12

Takahashi 0 0 13 0 13

Tanaka 0 6 9 0 15

Tani 0 7 19 0 26

Toriumi (New) 0 0 2 0 2

Tripp 0 1 3 0 4

Tsvietkova 0 3 27 0 30

Uusisaari 0 3 14 0 17

Van Vactor 0 0 4 0 4

Watanabe 0 4 13 0 17

Wickens 0 9 7 0 16

Wolf 0 6 5 0 11

Yamamoto 0 8 30 0 38

Yanagida 0 8 17 0 25

Yazaki-Sugiyama 0 3 6 0 9

Yokobayashi 0 5 8 0 13

Zhang 0 1 12 0 13

Books

Book 
Chapters & 

Journal 
Articles Presentations

Dissertations, 
Online 

Databases, 
etc. Unit Total

�2



Totals 0 416 891 3 1310

Books

Book 
Chapters & 

Journal 
Articles Presentations

Dissertations, 
Online 

Databases, 
etc. Unit Total

�3

備考：複数ユニットが共同で出版した論文は、各研究ユニットの論文数としてカウントされるため、
          全研究ユニットの論文数の合計は、大学全体の論文数よりも多くなります。



OIST Scientific Productivity

Fiscal Year
Books and 

Edited Books

Book Chapters 
and Journal 

Articles
Conference 

Presentations Seminars Dissertations Presentations Publications

FY2012 0 192 309 147 0 456 192

FY2013 2 211 430 119 0 549 213

FY2014 0 261 491 166 0 657 261

FY2015 2 292 535 167 1 702 294

FY2016 2 324 616 182 4 798 326

FY2017 2 270 692 191 7 883 272

FY2018 1 393 703 183 3 886 394

�

akcan
タイプライターテキスト
論文数

akcan
タイプライターテキスト
発表数

akcan
タイプライターテキスト
博士論文

akcan
タイプライターテキスト
セミナー

akcan
タイプライターテキスト
学会でのプレゼン

akcan
タイプライターテキスト
書籍の章及び
学術論文の執筆

akcan
タイプライターテキスト
書籍の執筆
及び編集

akcan
タイプライターテキスト
OISTの論文数・発表数（平成24～30年度）
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OIST FY2018 Publication List 
OIST論文数 - 著者別（平成30年度） 
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添付資料 1. 2-2　平成30年度研究に関する受賞実績

No 研究ユニット名 賞のタイトル URL 受賞日

1 OIST

OSA (Optical Society) 米国光学会において、OIST 「Diversity and 
Inclusion Advocacy Recognition 
Award（ダイバーシティとインクルージョンの擁護に対する功績賞）を大学と
して受賞した。

https://www.osa.org/en-

us/get_involved/diversity_inclusion_i

n_osa/diversity_inclusion_advocacy_

rec/2018_recipients/

平成30年9月17日

2
ジャンユニット
マン・ディンセ博士

マン 
ディンセ（ポストドクトラルスカラー）が、第10回国際ペプチドシンポジウム
／ 第55回ペプチド討論会にて、トラベルアワードを受賞した。

https://www.aeplan.co.jp/10thips/inde

x.html
平成30年11月7日

3 ジャンユニット
湯川幸江

湯川幸江（博士課程学生）が、第10回国際ペプチドシンポジウム／ 
第55回ペプチド討論会にて、トラベルアワードを受賞した。

https://www.aeplan.co.jp/10thips/inde

x.html
平成30年11月7日

4
佐藤ユニット
佐藤教授

マリンゲノミックスユニット・佐藤矩行教授(京都大学名誉教授)は、京都大学
在任中における教育研究功労により、秋の勲章・瑞宝中綬章を受章されました
。

http://www8.cao.go.jp/shokun/hatsure

i/30aki.html
平成30年11月3日

5
佐藤ユニット
座安佑奈

マリンゲノミックスユニット 
ポストドクトラルスカラーの座安佑奈博士は、日本サンゴ礁学会より論文賞を
授与された。これは、2011年から2017年の間に発表された論文の中から優秀な
論文を研究の独創性・革新性・波及効果の観点から選定されたものである。

http://www.jcrs.jp/wp/?page_id=2728 平成30年11月23日

6
ニコーマックユニット
Ivan Toftul

ヴィジティング・リサーチ学生のIvan Toftul 
が、JSAP（日本応用物理学会）の年次会合にて、フォトニクス部門でポスター
賞を受賞した。

7
ニコーマックユニット
トカチェンコ・ゲオルギ博士

トカチェンコ・ゲオルギ博士（ポストドクトラル・スカラー）はJSPSポストド
クトラル・フェローシップを受賞した（ユニット在籍中）。

8
シャノン ユニット
博士課程学生

OIST、Shannon Unitに在籍する博士課程学生のHan 
Yan氏は、2018年から2020年の日本学術振興会（JSPS）若手研究者奨学金を受
賞した。優秀な若手研究者に授与され、これらのフェローシップは、受賞者独
自の革新的なアイデアに基づき、自由に選択された研究テーマに焦点を当てる
機会を提供する。

https://www.jsps.go.jp/j-

pd/index.html
平成30年4月1日

9
シャノン ユニット
シャノン教授

シャノン教授が、ミュンヘン工科大学にて、August-Wilhelm Scheer Visiting 
Professor 2018に選ばれた。

https://www.ias.tum.de/en/members/t

um-august-wilhelm-scheer-visiting-

professors/

平成30年6月7日

10
ウーシサーリユニット
ボグナ・イグナトフスカー　
ヤンコフスカ博士

OISTウーシサーリユニットJSPSリサーチフェローであるボグナ・イグナトフス
カーヤンコフスカ博士は、オランダ国ライデンで開催された第28回国際カンナ
ビノイド研究協会(ICRS)主催のカンナビノイド関するシンポジウムにおいて、
今年（2018年）のポスドク研究成果賞を受賞した（毎年5人に贈られる）。　I
CRSはカンナビノイド研究をリードする国際的な学会である。

http://icrs.co/ 平成30年7月5日

1
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No 研究ユニット名 賞のタイトル URL 受賞日

11
ウーシサーリ ユニット
アレキサンダー・タン博士

OISTウーシサーリユニット　ポスドク研究員アレキサンダー・タン博士は、台
湾で開催された2018小脳と運動失調研究学会において、ポスター発表にて「伊
藤正男賞」を受賞した。伊藤正男賞とは、その一年で最も優秀なポスター発表
に贈られる賞である。

http://www.thesrca.org/?q=80 平成30年5月19日

12
クスヌディノワユニット
オレステス・リバーダ　ウィ
ーラハン博士

クスヌディノワユニットのスタッフサイエンティストであるオレステス・リバ
ーダ・ウィーラハン博士（受賞当時JSPSフェロー）は、日本化学会（CSJ）第9
8春季年会（2018）優秀講演賞を受賞した。この賞は、年会において優れた発
表および質疑応答を行った36歳未満のCSJ会員の研究グループに贈られる賞で
ある。

https://www.csj.jp/nenkai/98haru/data

/vol71-06.pdf
平成30年4月16日

13 バンディユニット
バンディ教授

バンディ教授は、日本流体力学会が発行する英文論文誌 Fluid Dynamics 
Research 
(FDR)および流体力学の発展と学術的向上を目的として，FDRに掲載された優秀
な論文に与えられるFDR賞を受賞した。

http://iopscience.iop.org/article/10.10

88/1873-7005/aa9280
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添付資料 1. 2-3　平成30年度　アウトリーチ活動実績

日付

Date

研究ユニット

Unit, Section

プログラム名/参加者

Program, participants

内容

Contents

会場

Venue
学校

人数

Number of people

2018/4/17 Student/ Shen Unit

SGH Ochanomizu University Senior High School

3rd Grade, General Course

SGH お茶の水女子大学付属高校  普通科2年 

Research Outline

研究概要

Auditorium

講堂
H 74

2018/4/19 Information Services Section

Sendai Ikuei Gakuen High School

Computer Science Couse

仙台育英学園高校　情報科学コース

Career Introduction

職業紹介

Auditorium

講堂
H 77

Economo Unit

Economo Unit

Graduate School

Science and Technology

Group
30

2018/4/27  Chakraborty Unit

2018/4/27  Bourguignon Unit

2018/5/14
Community Relations

CPR
E.C. Killin School

Research Outline

研究概要
C210 BE 32

PD project (Coral Scientists)

OIST students
B250

Rohkhsar Unit Rohkhsar Unit Lab

2018/5/23
PD project (Coral Scientists)

OIST students

Kyuyo High School 1st-3rd Graders

沖縄県立球陽高等学校　1~３年生

Lecture, Science Activity

講義、アクティビティ

Kyuyo High School

球陽高等学校
OH 50

2018/5/29 Takahashi Unit
Kubasaki High School Research Outline

研究概要
B250 BH 14

2018/6/8 Qi unit
Misato High School 2nd Graders

沖縄県立美里高校　2年生

Research Outline

研究概要

Auditorium

講堂
OH 51

2018/6/12 Economo unit
Toshima Gakuin High School 2nd Graders

豊島学院高等学校　2年生

Research Outline

研究概要
C210 H 37

2018/6/14 Takahashi Unit
Toshima Gakuin High School 2nd Graders

豊島学院高等学校　2年生

Research Outline

研究概要
C209 H 36

2018/6/14
Community Relations

CPR

Makiminato Elementary School

浦添市立牧港小学校

Research Outline

研究概要

Auditorium

講堂
OE 90

2018/6/15 De Schutter unit
Toshima Gakuin High School 2nd Graders

豊島学院高等学校　2年生

Research Outline

研究概要
C209 H 41

2018/6/20 Dani Unit
International University of Japan

学校法人国際大学

Research Outline

研究概要

Auditorium

講堂
U 45

Media

CPR

Career Introduction

職業紹介
A151

Admissions and Records

Section

Career Introduction

職業紹介
A151

Research Specialist/Imaging

section

Career Introduction

職業紹介
A151

Facility Managing Section
Career Introduction

職業紹介

OBM
Career Introduction

職業紹介

2018/6/26 Mikheyev Unit
Ena High School

岐阜県立恵那高等学校

Research Outline

研究紹介

Campus tour

キャンパス

ツアー

H 4

IT Section
Career Introduction

職業紹介
A151

Kitano Unit
Research Outline

研究紹介
B617

Economo Unit
Research Outline

研究紹介
Ecomono Unit Lab

Doya Unit
Research Outline

研究紹介
Doya Unit Lab

2018/6/27
Community Relations

CPR

Hiroshima Gakuin High School 

広島学院高等学校

Research Outline

研究紹介

Campus tour

キャンパス
H 4

PD project (Coral Scientists)

OIST students

Career Introduction

職業紹介

Campus tour

キャンパス

Community Relations

CPR

Making presentaion

プレゼン発表
C210

2018/7/5
Community Relations

CPR

Matsuhima Elementary School

那覇市立松島小学校

Research Outline

研究紹介
B250 OE 120

2018/7/6
Community Relations

CPR

Nago Indusrial Senior High school

沖縄県立名護商工高校　1年生

Research Outline

研究紹介

Campus tour

キャンパス
OH 33

OJ 40

Japan Wellness High School Okinawa

日本ウェルネス高等学校沖縄キャンパス

Research Outline

研究概要
OH 33

Kagakujikan 2018

カガクジカン2018

Event

イベント

Okinawa Prefectural Museum

沖縄県立博物館

80

8

2018/5/22

2018/4/21

Kyuyo Junior High School 1st Graders

沖縄県立球陽中学校　1年生

Research Outline

研究概要
B250

2018/6/26 8OJ

2018/6/27 8OJ

Work experience for Junior High Schools in Onna

恩納村　中学校職場体験プログラム@OIST

Work experience for Junior High Schools in Onna

恩納村　中学校職場体験プログラム@OIST

Bosai Center and Machine room

防災センター・機械室

2018/6/28
Work experience for Junior High Schools in Onna

恩納村　中学校職場体験プログラム@OIST
OJ



2018/7/6 20

2018/7/7 15

2018/7/11
PD project (Coral Scientists)

OIST students

Yamada Junior High School

恩納村立山田中学校

Research Outline

研究紹介
C210 OJ 22

2018/7/17
Community Relations

CPR

Yara　Elementary School

嘉手納町立屋良小学校

Research Outline

研究紹介
B250 OE 50

2018/7/17 Nic Chormaic Unit
Ishikawa High Schol

沖縄県立石川高等学校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 30

2018/7/18
Community Relations

CPR

Maji Elementary school

那覇市立真地小学校

Research Outline

研究紹介
B250 OE 78

PD project (Coral Scientists)

OIST students

Watanabe Unit

PD project (Coral Scientists)

OIST students

Watanabe Unit

Masai Unit

2018/7/30
PD project (Coral Scientists)

OIST students

University of Rykyus Faculty of Education, Junior High

School

琉球大学附属中学校　3年生

Research Outline

研究紹介
C700 OJ 40

2018/7/31 Goryanin Unit

Yokatsu High School and Yokatsu Midorigaoka Junior High

School

与勝高等学校・与勝緑が丘中学校

Research Outline

研究紹介
C700

OJ

OH
40

2018/8/4
PD project (Coral Scientists)

OIST students

QAB Summer Holiday Research Program

QAB夏休み自由研究

Research Outline

研究紹介

Okinawa Convention Center

沖縄コンベンションセンター
200

2018/8/10
Community Relations

CPR

沖縄市教育委員会主催 英語でお仕事プログラム

Okinawa City Bord of Education sponsored

Summer English Course

Career Introduction

職業紹介
OIST 308

2018/9/7
Community Relations

CPR

Yogi Elementary School

那覇市立与儀小学校

Research Outline

研究紹介
B250 OE 58

2018/9/11
Community Relations

CPR

Haneji Junior High School

名護市立羽地中学校
Research Outline

研究紹介
B250 OJ 77

2018/9/12
Community Relations

CPR

Maeda Elementary School

浦添市立前田小学校
Research Outline

研究紹介
B250 OE 93

2018/9/13
Community Relations

CPR

Josei Elementary School

那覇市立城西小学校
Research Outline

研究紹介
B250 OE 103

2018/9/14
Community Relations

CPR

Jonan Elementary School

那覇市立城南小学校
Research Outline

研究紹介
B250 OE 74

2018/9/14
PD project (Coral Scientists)

OIST students

Onna Elementary School Science Club

恩納小学校サイエンスクラブ

Research Outline

研究紹介

Fureai Taiken center

ふれあい体験センター
OE 14

2018/9/18
Community Relations

CPR

Toyama Elementary School

浦添市立当山小学校
Research Outline

研究紹介
B250 OE 208

2018/9/25
Community Relations

CPR

Awa Elementary School

国頭村立安波小学校
Research Outline

研究紹介
C210 OE 10

2018/9/28 Takahashi Unit
Shukutoku High School

淑徳高等学校

Research Outline

研究紹介
C209 H 33

Qi Unit 82

Maruyama Unit 81

2018/10/4 Takahashi Unit
Seishin Girls Senior High School

清心女子高等学校

Research Outline

研究紹介
C700 H 24

2018/10/9
Community Relations

CPR

Nago Elementary School Science Club

名護市立名護小学校　サイエンスクラブ

Research Outline

研究紹介

Nago Elementary School

名護小学校
OE 17

2018/10/10
Community Relations

CPR

Haebaru Elementary School

南風原町立南風原小学校

Research Outline

研究紹介
B250 OE 138

Economo Unit

Doya Unit

Ishikawa Unit

2018/10/11 施設管理セクション
Urasoe Industrial High School

沖縄県立浦添工業高校

Career Intruduction

職業紹介
MTG1 OH 62

2018/10/12
Community Relations

CPR

Yomitan Elementary School

読谷村立読谷小学校

Research Outline

研究紹介
B250 OE 105

2018/10/10
Japan-Asia Youth Science Exchange Project

日本・アジア青少年サイエンス交流事業

Research Outline

Lab tour

研究紹介・ラボツアー

C210

2018/10/3
Ibaraki Prefectural Takezono High School

茨城県立竹園高等学校

Research Outline

研究紹介

Auditorium

講堂
H

200
Unna Mtsuri

うんな祭り

Event

イベント
Onna Community Center

恩納コミュニティーセンター

12

2018/7/28

2018/7/29

Economo Unit
Iheya Island

伊平屋島

Science Trip in Iheya with Okinawa Prefectural Library

サイエンストリップin伊平屋with空飛ぶ図書館

Research Outline

研究紹介



2018/10/12
Science and Technology

Group

OIST Science Talk in Junkdo Bookstore

OIST科学者による衣食住にまつわるサイエンストーク

inジュンク堂

Research Outline

研究紹介

Junkdo Bookstore

ジュンク堂書店那覇店
50

2018/10/16 Maruyama Unit
Tonaki Elementary School

渡名喜村立渡名喜小学校

Research Outline

研究紹介
B130 OE 6

2018/10/18
Community Relations

CPR

Bito Elementary School

沖縄市立美東小学校

Research Outline

研究紹介
講堂 OE 150

2018/10/18 施設管理セクション
Urasoe Industrial High School

沖縄県立浦添工業高校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 79

2018/10/19
PD project (Coral Scientists)

OIST students

Sagamihara Scondary School

相模原中等教育学校　5年生

Research Outline

研究紹介
C210 H 40

2018/10/19

2018/10/20

2018/10/21

2018/10/23 Miller Unit
Okinawa Prefectural Technical Senior High School

長野県立飯山高校

Research Outline

研究紹介
C210 H 38

2018/10/24
Community Relations

CPR

Nakazato Elementary School

久米島町立仲里小学校

Research Outline

研究紹介
C700 OE 17

2018/10/26
Community Relations

CPR

Nishihara Minami Elementary School

西原町立西原南小学校

Research Outline

研究紹介
B503 OE 56

2018/11/1
Community Relations

CPR

Shiromae Elementary School

うるま市立城前小学校

Research Outline

研究紹介

Auditorium

講堂
OE 83

2018/11/2
PD project (Coral Scientists)

OIST students

Onna Elementary School Science Club

恩納小学校サイエンスクラブ

Research Outline

研究紹介

Fureai Taiken Center

ふれあい体験センター
OE 14

2018/11/8
Community Relations

CPR

Furugen Minami Elementary School

読谷村立古堅南小学校

Research Outline

研究紹介
C700 OE 102

2018/11/9
Science and Technology

Group

OIST Science Talk in Junkdo Bookstore

OIST科学者による衣食住にまつわるサイエンストーク

inジュンク堂

Research Outline

研究紹介

Junkdo Bookstore

ジュンク堂書店那覇店
80

2018/11/27
Community Relations

CPR

Ginoza Junior High School

宜野座村立宜野座中学校　1年生

Research Outline

研究紹介
B250 OJ 61

2018/11/28 De Schutter unit Kadena High School
Research Outline

研究紹介
C210 H 40

2018/11/28
Community Relations

CPR

Shimizu Elementary School

久米島町立清水小学校

Research Outline

研究紹介
C700 OE 23

2018/11/29
Community Relations

CPR

Yagaji Hirugi Elementary School Science Club

屋我地ひるぎ学園　サイエンスクラブ

Research Outline

研究紹介

Yagaji Hirugi Elementary School

屋我地ひるぎ

学園

OE 10

2018/12/8 Shen Unit
SCORE!

スコア！

Event

イベント

Auditorium

講堂
200

2018/12/10 IT Section
Okinawa Industrial High School

沖縄県立沖縄工業高校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 80

2018/12/10
Community Relations

CPR

Junior and Senior High school students in Taiwan tour

台湾高雄市中高生ツアー

Campus tour

キャンパスツアー
35

2018/12/11 Bourguignon Unit Ryukyu Middle School 6-8 grades
Research Outline

研究紹介
B250 50

2018/12/13 Bandi Unit
Kofu Higashi High School

山梨県立甲府東高校

Research Outline

研究紹介
C209 H 40

2018/12/14 Goryanin Unit

OIST Science Talk in Junkdo Bookstore

OIST科学者による衣食住にまつわるサイエンストーク

inジュンク堂

Research Outline

研究紹介

Junkdo Bookstore

ジュンク堂書店那覇店
60

2018/12/17
PD project (Coral Scientists)

OIST students

Onna Elementary School Science Club

恩納小学校サイエンスクラブ

Research Outline

研究紹介
C210 OE 14

2018/12/21 施設管理セクション
Okinawa Industrial High School

沖縄県立沖縄工業高校

Career Introduction

職業紹介
B250 OH 78

2018/12/21 施設管理セクション
Misato Industrial High School

沖縄県立美里工業高校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 78

2018/12/26
Community Relations

CPR

Akancha School (After school program)

あかんちゃ学校（学童）1年生~4年生
Research Outline

研究紹介
C210 OE 50

2019/1/11 Yanagida Unit

OIST Science Talk in Junkdo Bookstore

OIST科学者による衣食住にまつわるサイエンストーク

inジュンク堂

Research Outline

研究紹介

Junkdo Bookstore

ジュンク堂書店那覇店
60

2019/1/22
Research Specialist/Imaging

section

Okinawa Prefectural Kaiho Junior High School 2nd graders

沖縄県立開邦中学校　2年生

Research Outline

研究紹介
B250 OJ 40

Business Development

Section

Okinawa Prefectural

Government Office

Okinawan Indutry Festival

沖縄の産業まつり

Research Outline

研究紹介

Okinawa Prefectural Budokan

沖縄県立武道館
400



IT Section

Doya Unit

Yokobayashi Unit

2019/1/29 Bandi Unit
Okinawa Christian School 9-12 graders

沖縄クリスチャンスクール

Research Outline

研究紹介
B250 83

2019/1/29 Doya Unit
Kisenbaru Junior High School

恩納村立喜瀬武原中学校

Research Outline

研究紹介
MTG1 OJ 7

2019/1/31 Economo Unit
Cabinet Office Ship for world Youth

内閣府　世界青年の船

Research Outline

研究紹介
B250 36

2019/2/1
Community Relations

CPR

Izena Elementary School

伊是名小学校

Research Outline

研究紹介
C700 OE 14

2019/2/6 Rohkhsar Unit
Okinawa Prefectural Yomitan High School

沖縄県立読谷高校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 80

2019/2/8 Sato Unit

OIST Science Talk in Junkdo Bookstore

OIST科学者による衣食住にまつわるサイエンストーク

inジュンク堂

Research Outline

研究紹介

Junkdo Bookstore

ジュンク堂書店那覇店
60

De Shutter Unit

施設管理セクション

De Shutter Unit

Wickens Unit

Nic Chormaic Unit

2019/2/13
Community Relations

CPR

Chubu Norin High School

沖縄県立中部農林高校

Research Outline

研究紹介
C210 OH 37

2019/2/14
Community Relations

CPR

Motobu High School

沖縄県立本部高校

Campus tour

キャンパスツアー
OH 11

2019/2/15
Research Outline

研究紹介

Miyako High School

宮古高校
OH 40

2019/2/16

Science program for

Kids

科学プログラム

Miyako Prefectural Office

宮古合同庁舎

小中

校生
100

2019/2/19 Miller Unit
Okinawa Prefectural Gushikawa High School

沖縄県立具志川高校

Research Outline

研究紹介

Auditorium

講堂
OH 240

2019/2/20 Economo Unit
Okinawa Prefectural Itoman High School

沖縄県立糸満高校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 80

2019/2/20 Watanabe Unit
Okinawa Prefectural Nago High School

沖縄県立名護高校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 56

2019/2/22 施設管理セクション
Okinawa Prefectural Naha Industrial High School

沖縄県立那覇工業高校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 66

2019/3/8 Shintake Unit

OIST Science Talk in Junkdo Bookstore

OIST科学者による衣食住にまつわるサイエンストーク

inジュンク堂

Research Outline

研究紹介

Junkdo Bookstore

ジュンク堂書店那覇店
80

2019/3/13 Economo Unit
Okinawa Prefectural Naha Kokusai High School

沖縄県立那覇国際高校

Research Outline

研究紹介
B250 OH 52

2019/3/19
Community Relations

CPR

Okinawa Prefectural Hokubu Norin High School

沖縄県立北部農林高校　定時制

Campus tour

キャンパスツアー
OH 9

2019/3/20 Qi Unit
Republic Polytechnic SG

シンガポール　ポリテク学校

Research Outline

研究紹介
MTG1 24

2019/3/22 Miller Unit
Research Outline

研究紹介

Yaeyama High School

八重山高校
OH 450

2019/3/23 Mikheyev Unit

Science program for

Kids

科学プログラム

Yaeyama Prefectural Office

八重山合同庁舎

小中

校生
40

2019/3/28  Wickens Unit
Okinawa Shogaku Junior High School

沖縄尚学附属中学校

Research Outline

研究紹介
B250 OJ 30

2019/2/9

Science Trip in Ishigaki

サイエンストリップin石垣

Economo Unit
Science Trip in Miyako

サイエンストリップin宮古

2019/1/26

2019/2/10
Okinawan Youth Science Works Exhibition

沖縄青少年科学作品展

Event

イベント

Urasoe Civic Gym

浦添市民体育館
120

60
Okinawan Youth Science Works Exhibition

沖縄青少年科学作品展

Event

イベント

Urasoe Civic Gym

浦添市民体育館

150Nago Science festa 2019

名護サイエンスフェスタ2019

Event

イベント

21st Century Gym

21世紀の森

体育館



添付資料 1. 2-4　平成30年度OIST 研究施設の外部利用者 Attachiment 1. 2-4 FY2018 The number of use of our research facilities by external organizations

Office of the Dean of Research

研究担当ディーンオフィス

利用概要 利用者区分 団体数 利用人数 利用期間 Outline of Use User Classification
# of

Organizations

# of

participants

Duration of

Use

クライオ電子顕微鏡の利用 民間企業（OISTスタートアップ企業） 1 4
2018/4/1-

2019/3/31
Use of Cryo Electron Microscopes Private company (OIST Start-up) 1 4

2018/4/1-

2019/3/31



添付資料1. 4-1 学術交流協定一覧

No. 大学・機関 国 締結日 満了日 協定のタイプ

1 京都大学大学院・情報学研究科 日本 2010/3/31 満了日未定 連携協力に関する協定書

2 琉球大学 日本 2012/4/1 2022/3/31 連携協力に関する協定書

3 沖縄工業高等専門学校 日本 2012/5/22 2022/5/21 連携協力に関する協定書

4 九州大学・博士課程リーディングプログラム 日本 2012/10/22 2019/10/21 覚書

5 大阪大学大学院医学系研究科 日本 2012/9/1 2018/3/31 特別研究学生

6 京都大学大学院情報学研究科 日本 2013/4/1 2018/3/31 特別研究学生

7 東京大学医科学研究所 日本 2013/7/2 2024/1/28 学術交流協定

8 沖縄美ら島財団 日本 2013/8/29 満了日未定 科学・学術協力に関する基本協定書

9 カリフォルニア大学  ・  バークレー校 米国 2013/10/11 2018/10/10 科学・学術協力に関する基本協定書

10 国立台湾大学 台湾 2014/1/17 2019/1/16 科学・学術協力に関する基本協定書

11 東京大学 日本 2014/1/28 2024/1/28 科学・学術協力に関する基本協定書

12 東京大学　・　理学部 日本 2014/1/28 2023/7/2 学生交流に関する覚書

13 テキサス  テック  大学 米国 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

14 テキサス  テック  大学  ・  環境・トキシコロジー学部 米国 2013/4/1 2018/3/31 学生交流に関する協定書 特別研究学生

15 アレキサンドリア大学 エジプト 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

16 アレキサンドリア大学  ・  理学部 エジプト 2014/2/1 2019/1/31 学生交流に関する協定書  特別研究学生

17 ザ・フリーステイト大学 南アフリカ 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

18 クレタ大学 ギリシャ 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

19 クレタ大学  ・  理学・工学部 ギリシャ 2013/10/1 2018/9/30 学生交流に関する協定書  特別研究学生

20 クワズール大学ーネイトル 南アフリカ 2014/6/8 2019/6/7 科学・学術協力に関する基本協定書

21 クワズール大学ーネイトル　・　化学・物理学部 南アフリカ 2014/8/1 2019/7/30 学生交流に関する協定書

22 ハワイ大学ーマノア校 米国 2015/7/10 2020/7/9 科学・学術協力に関する基本協定書

23 ヒューストン大学・機械工学科  カレンカレッジ工学部 米国 2016/4/1 2018/8/31 学生交換に関する合意書

24 ラトガース大学・工学部 米国 2016/5/1 2017/5/1 学生交換に関する合意書

25 京都大学大学院医学研究科 日本 2016/8/1 2018/3/31 学生受け入れに関する合意書  特別研究学生

26 国際電気通信基礎技術研究所 日本 2017/3/1 2019/2/28 インターンシップ協定書

27 韓国科学技術院  電気工学部 韓国 2017/9/1 2019/2/28 学生受け入れに関する合意書  特別研究学生

28 タフツ大学  工学部 米国 2017/8/24 2018/3/30 学生受け入れに関する依頼及び標準規約

29 ストラスクライド大学グラスゴー校・物理学部 英国 2018/3/3 2018/6/10 学生受け入れに関する依頼及び標準規約

30 カリフォルニア大学サンタバーバラ校・海洋科学研究所 米国 2018/5/25 2018/8/8 学生受け入れに関する依頼及び標準規約

31 プリンストン大学・分子生物学科 米国 2018/6/1 2018/10/31 学生受け入れに関する依頼及び標準規約

32 東京大学大学院生物科学専攻 日本 2018/9/1 2018/12/12 学生受け入れに関する依頼及び標準規約

33 Earlham Institute, Organisms and Ecosystems Department 英国 2018/9/24 2018/11/22 学生受け入れに関する依頼及び標準規約

34 パリ市立工業物理化学高等専門学校 フランス 2019/1/1 2019/12/31 学生受け入れに関する依頼及び標準規約

35 理化学研究所　革新知能統合研究センター 日本 2019/4/1 2019/7/26 学生受け入れに関する依頼及び標準規約

36 ハイデラバード大学 School of Physics インド 2018/7/1 2019/6/30 学生受け入れに関する合意書  特別研究学生

37 武漢大学　化学分子科学科 中国 2018/10/1 2020/3/31 学生受け入れに関する合意書  特別研究学生

38 サルゴダ大学 Department of Chemistry パキスタン 2018/10/1 2021/9/13 学生受け入れに関する合意書  特別研究学生

39 韓国科学技術院 Graduate School of Knowledge Service Engineering 韓国 2018/10/1 2019/2/28 学生受け入れに関する合意書  特別研究学生

40 サウスカロライナ大学 Department of Physics and Astronomy 米国 2018/11/1 2018/12/31 学生受け入れに関する合意書  特別研究学生

41 ハイデルベルグ大学 Interdisciplinary Center for Neuroscience ドイツ 2019/5/1 2019/10/31 学生受け入れに関する合意書  特別研究学生

42 ミュンヘン工科大学 ドイツ 2018/11/2 2021/8/31 学外副研究指導に関する合意書



開始日 終了日 テーマ 開催場所 参加者数 内海外参加者

1 2018年4月16日 2018年4月21日 複雑量子系のコヒーレント制御 OISTシーサイドハウス 81 名 52 名

2 2018年5月25日 2018年5月28日 3次元多様体の幾何とトポロジー OISTシーサイドハウス 76 名 50 名

3 2018年6月11日 2018年6月14日 嗅覚：刺激値空間、神経発現そして行動関連 OISTシーサイドハウス 47 名 32 名

4 2018年6月25日 2018年7月12日 OIST計算神経科学コース 2018 OISTシーサイドハウス 74 名 42 名

5 2018年7月30日 2018年8月13日 OIST神経科学コース2018 OISTメインキャンパス 59 名 31 名

6 2018年8月16日 2018年8月24日 OISTワークショップ「シーダ 2018」 OISTメインキャンパス 43 名 23 名

7 2018年9月25日 2018年10月4日 物理サマースクール おきなわ: コヒーレント量子ダイナミックス (2018) OISTシーサイドハウス 78 名 39 名

8 2019年2月18日 2019年2月20日 ダイナミック神経回路と運動逐行
OISTシーサイドハウス
& OISTメインキャンパ
ス

52 名 38 名

合計 510 名 307 名

平成30年度OIST主催によるワークショップ

添付資料1. 4-2　平成30年度　OIST主催によるワークショッフ･ミニシンポシウム



開始日 終了日 テーマ 開催場所 参加者数 内海外参加者

1 2018年9月12日 2018年9月14日 自己会合性液体の流動と不安定性 OISTメインキャンパス 16 名 8 名

2 2018年10月19日 2018年10月21日 膜電位イメージングシンポジウム OISTメインキャンパス 15 名 4 名

3 2018年10月31日 2018年11月2日 ホログラフィック　テンサー
OISTカンファレンス・
センター＆OISTシーサ
イドハウス

35 名 18 名

合計 66 名 30 名

平成30年度開催のOIST主催によるミニシンポジウム



開始日 終了日 テーマ 開催場所 参加者数 内海外参加者

1 2018年6月25日 2018年6月29日 Strings 2018
OISTカンファレンス・
センター

400 名 304 名

2 2018年8月20日 2018年8月20日
Joint symposium in Nano/Bio Science and Technology between OIST and
KAIST OISTメインキャンパス 12 名 6 名

3 2019年1月15日 2019年1月17日 アイランドチャレンジ: 地域間の観点から見たサンゴ礁の構造と機能 OISTシーサイドハウス 19 名 9 名

4 2019年3月1日 2019年3月4日 第11回国際ワークショップ「原子を用いた基礎物理学」
OISTカンファレンス・
センター＆OISTメイン
キャンパス

101 名 18 名

5 2019年3月18日 2019年3月20日 The 16th International Membrane Research Forum OISTメインキャンパス 75 名 14 名

合計 607 名 351 名

平成30年度開催のOIST共催ワークショップ



2019/03/31現在

所属予備コード 役職名称 女 男
うち

外国人
定年制
集計

女 男
うち

出向者
うち

外国人
任期制
集計

女 男
うち

外国人
非常勤
集計

女 男
うち

外国人
派遣
集計

女 男
うち

外国人
合計

Admin 副学長 2 6 6 8 2 6 6 8

チーフ　オペレーティング　オフィサー 1 1 1 1

准副学長 2 3 1 2 5 2 3 2 5

ディーン 1 1 1 1 1 1

プロボスト 1 1 1 1 1 1

シニアマネジャー 2 2 3 5 1 2 8 3 7 2 10

マネジャー 2 3 5 4 6 2 1 10 6 9 1 15

リサーチサポートスペシャリスト 1 4 5 5 1 4 5 5

アシスタントマネジャー 1 1 3 4 7 3 5 8

スペシャリスト 20 26 1 18 46 20 26 18 46

情報技術エンジニア 10 6 10 10 6 10

アドミニストレイティブスタッフ 3 1 4 112 36 1 14 148 115 37 14 152

非常勤 7 4 6 11 7 4 6 11

派遣職員 51 11 8 62 51 11 8 62

Admin集計 5 7 12 148 102 6 56 250 7 4 6 11 51 11 8 62 211 124 70 335

DoR 准副学長 1 1 1 1

シニアマネジャー 1 1 1 1

マネジャー 2 2 2 2

リサーチサポートスペシャリスト 2 2 3 23 9 26 3 25 9 28

アシスタントマネジャー 1 1 2 1 1 2

スペシャリスト 1 1 1 3 4 1 4 5

リサーチサポートリーダー 1 1 6 3 6 1 6 3 7

リサーチサポートテクニシャン 3 3 3 3

アドミニストレイティブスタッフ 15 4 1 19 15 4 1 19

非常勤 3 3 3 3

派遣職員 3 3 6 3 3 6

DoR集計 1 4 5 23 40 13 63 3 3 3 3 6 30 47 13 77

Faculty 教授 3 23 15 26 3 23 15 26

准教授 10 22 20 32 10 22 20 32

Researcher サイエンス・テクノロジーアソシエイト 7 5 8 12 7 5 8 12

リサーチスペシャリスト 1 1 1 1 1 1

グループリーダー 6 9 7 15 6 9 7 15

スタッフサイエンティスト 12 52 37 64 12 52 37 64

ポストドクトラルスカラー 40 127 141 167 40 127 141 167

Technician リサーチユニットテクニシャン 55 56 51 111 55 56 51 111

リサーチユニットアドミニストレーター 46 46 46 46

RUA アドミニストレイティブスタッフ 1 1 1 1

Administrative Staff 非常勤 12 8 3 20 12 8 3 20

Agency Temp Staff 派遣職員 14 7 3 21 14 7 3 21

研究ユニット集計 180 295 280 475 12 8 3 20 14 7 3 21 206 310 286 516

総計 6 11 17 351 437 6 349 788 22 12 9 34 68 21 11 89 447 481 369 928

総計非常勤 派遣任期制定年制

添付資料 2. 4-1　平成30年度　職位毎・国籍別職員数



2019/03/31現在 

国籍 アドミ DoR
研究部門

（Faculty/Researcher）
研究部門

（左記以外）
合計

1 AR アルゼンチン 2 2

2 AT オーストリア 2 2

3 AU オーストラリア 5 6 11

4 BD バングラデシュ 1 1 2

5 BE ベルギー 1 3 4

6 BG ブルガリア 1 1 2

7 BR ブラジル 4 4

8 CA カナダ 3 3 6

9 CH スイス 1 1 1 3

10 CN 中国 2 29 5 36

11 CO コロンビア 3 3

12 CR コスタリカ 1 1

13 CZ チェコ 1 1 2

14 DE ドイツ 12 1 13

15 DZ アルジェリア 1 1

16 EG エジプト 1 1 2

17 ES スペイン 1 4 1 6

18 FI フィンランド 1 1 2

19 FR フランス 1 13 4 18

20 GB イギリス 12 17 5 34

21 GR ギリシャ 2 2

22 HU ハンガリー 1 1

23 ID インドネシア 1 2 3

24 IE アイルランド 1 4 5

25 IL イスラエル 2 1 3

26 IN インド 2 30 1 33

27 IR イラン 2 2

28 IT イタリア 2 1 7 1 11

29 JP 日本 265 64 88 142 559

30 KE ケニア 1 1

31 KR 韓国 2 4 1 7

32 LK スリランカ 1 1

33 LT リトアニア 1 1

34 LY リビア 1 1

35 MX メキシコ 1 2 1 4

36 MY マレーシア 3 3

37 NL オランダ 1 1

38 NZ ニュージーランド 4 4

39 PH フィリピン 2 1 3

40 PK パキスタン 1 1

41 PL ポーランド 1 2 3

42 PS パレスチナ 1 1

43 RO ルーマニア 1 1

44 RS セルビア 1 1

45 RU ロシア連邦 1 2 10 5 18

46 SE スウェーデン 1 1 3 3 8

47 SK スロバキア 2 2

48 TG トーゴ 1 1

49 TH タイ 2 2

50 TN チュニジア 1 1

51 TR トルコ 2 2

52 TW 台湾 2 3 5 10

53 UA ウクライナ 1 3 1 5

54 US アメリカ 29 1 25 11 66

55 VN ベトナム 1 3 1 5

56 ZA 南アフリカ 1 1 2

総計 335 77 317 199 928



学校法人沖縄科学技術大学院大学学園の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤）

  ②  平成29年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び平成29年度における改定内容

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

国際的に卓越した大学院大学の経営及び教育・研究全体を統括する責任を鑑み、
国際的水準を加味した報酬支給水準を設定した。

国際的に卓越した科学的な教育研究における経験、職務の困難度、過去の実績等
を勘案して特に必要と認める場合に、常勤役員に対して特別調整手当を支給するこ
とができるものとしている。

1. 役員報酬基準の内容
役員報酬は本俸（年額）、特別調整手当、通勤手当及び住居手当であり、
本俸の額は上限額の範囲内で、また、特別調整手当の額は内閣府と協議
の上、理事会において決定する。
2.平成29年度の改定内容
改定なし。

1. 役員報酬基準の内容
役員報酬は本俸（年額）、特別調整手当、通勤手当及び住居手当であり、
本俸の額は上限額の範囲内で、また、特別調整手当の額は内閣府と協議
の上、理事会において決定する。
2.平成29年度の改定内容
改定なし。

1.役員報酬基準の内容
非常勤役員の報酬はその勤務形態を考慮し、職に応じて、理事会に
よって定められる。

2.平成29年度の改定内容
改定なし

添付資料 2. 4-2　平成30年度　職員の給与水準



監事

監事（非常勤）

1. 役員報酬基準の内容
役員報酬は本俸（年額）、特別調整手当、通勤手当及び住居手当であり、本
俸の額は上限額の範囲内で、また、特別調整手当の額は内閣府と協議の上、
理事会において決定する。
2.平成29年度の改定内容
改定なし。

1. 役員報酬基準の内容
非常勤役員の報酬はその勤務形態を考慮し、職に応じて、理事会によっ
て定められる。

２．平成29年度の改定内容
改定なし



２　役員の報酬等の支給状況
平成29年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

75,024 30,000 45,024 （特別調整手当・
通勤手当　）

千円 千円 千円 千円

31,224 20,000 11,224 （特別調整手当・
通勤手当　）

千円 千円 千円 千円

1,626
（　　　　）

5月24日

千円 千円 千円 千円

1,700
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,700
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,300
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,300
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

208
（　　　　）

11月1日

千円 千円 千円 千円

1,700
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,700
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,700
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

900
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,300
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

900
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,300
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,700
（　　　　）

＊

千円 千円 千円 千円

1,658
（　　　　）

2月28日

千円 千円 千円 千円

1,091
（　　　　）

10月31日

M理事
（非常勤）

O理事
（非常勤）

N理事
（非常勤）

G理事
（非常勤）

H理事
（非常勤）

I理事
（非常勤）

E理事
（非常勤）

K理事
（非常勤）

L理事
（非常勤）

C理事
（非常勤）

就任・退任の状況
役名

D理事
（非常勤）

E理事
（非常勤）

F理事
（非常勤）

法人の長

A理事

B理事
（非常勤）

前職

P理事
（非常勤）

Q理事
（非常勤）

その他（内容）



千円 千円 千円 千円

1,700
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

8,840 8,750 90 （特別調整手当・
通勤手当　）

10月31日 ◇

千円 千円 千円 千円

6,311 6,250 61 （特別調整手当・
通勤手当　）

11月1日 ◇

千円 千円 千円 千円

994 994
（　　　　）

10月31日

千円 千円 千円 千円

710 710
（　　　　）

11月1日

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　 退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　法人の長

　理事

　理事（非常勤）

　監事

　監事（非常勤）

【主務大臣の検証結果】

A監事

D監事
（非常勤）

C監事
（非常勤）

R理事
（非常勤）

B監事

国際的に卓越した大学院大学の経営及び教育・研究全体を統括する
責任の重大性・職務の困難度、過去の実績、国際的水準に照らし妥当
である。

国際的に卓越した大学院大学の経営及び教育・研究全体を統括する
責任の重大性・職務の困難度、過去の実績、国際的水準に照らし妥当
である。

国際的に卓越した大学院大学の経営及び教育・研究全体を統括する
責任の重大性、ノーベル賞受賞者等その識見に照らし妥当である。

国際的に卓越した大学院大学の監査業務の責任の重大性・職務の困
難度に照らし妥当である。

国際的に卓越した大学院大学の監査業務の責任の重大性・職務の困
難度に照らし妥当である。

学園の理事（法人の長を含む。）は、人格が高潔で学識に優れ、学園の
業務を適切かつ効果的に運営することができる能力を有する者であるこ
とが求められていることから、その報酬については、国際的な水準との
均衡等を考慮した結果、妥当なものであると考えられる。



４　役員の退職手当の支給状況（平成29年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

該当者なし

該当者なし

該当者なし

５　退職手当の水準の妥当性について
【主務大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

業績給に類似のものとして、国際的に卓越した科学的な教育研究における経験、
職務の困難度、過去の実績等を勘案して特に必要と認める場合に、常勤役員に
対して特別調整手当を支給することができる仕組みを導入済みである。
今後も同仕組みを継続する。

判断理由

該当者なし

該当者なし

監事A

法人の長

理事

該当者なし監事

法人の長

理事

法人での在職期間



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び平成29年度における主な改定内容

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

15 46.6 9,606 9,606 154
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 37.8 6,425 6,425 97 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

12 48.8 10,401 10,401 168

人 歳 千円 千円 千円 千円

1 - - - -

人 歳 千円 千円 千円 千円

513 41.5 6,991 6,991 86
人 歳 千円 千円 千円 千円

44 52 15,173 15,173 44
人 歳 千円 千円 千円 千円

185 38.9 6,658 6,658 56
人 歳 千円 千円 千円 千円

284 41.6 5,941 5,941 113

注1：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

注2：該当者が1人の場合、当該個人に関する情報が特定されるおそれがあることから年齢、年間給与額に
　　ついては記載を省略。

注3：常勤職員、任期付職員の該当者がいない職種については記載を省略。
注4：再任用職員及び非常勤職員は該当者がいないため記載を省略。
注5：常勤職員、在外職員、任期付職員は全て年俸制適用者である。

事務・技術

平成29年度の年間給与額（平均）

事務・技術

総額
人員

常勤職員

任期付職員

研究職種

研究職種

教員

平均年齢

　教員、事務職員等の職種の特性に応じた業績評価制度を導入し、公平性と透明性に
　配意しつつ適切に実施し、評価の結果について個々の給与に反映させる。

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

在外職員

１．給与制度の内容
　　給与の種類：年俸、超過勤務手当、その他の手当（通勤、住居手当等）
　　給与体系：年俸制（職種（教員、研究者、事務スタッフ等）と職層に基づく給与レンジを設定）

2.平成29年度における主な改定内容
　引き続き、以下の措置を講じた。
（１）給与水準の適正化
　　業績評価を徹底し、昇給への反映を厳格に行うとともに、今後、定年制職員を採用する
　　場合において、能力に遜色ないときは、若年層から積極的に採用する。
（２）法人全体の職員の給与水準の抑制
　　上記（１）の取組に加え、任期制職員についても、若年層の採用を促進し、法人全体の
　　給与水準の抑制を図る。

　職種毎に、国家公務員や国内外の大学・研究機関等の給与水準の動向等を踏まえた
　適切な年俸範囲を定め、その範囲内で個々の業績を反映した給与水準を決定する。

うち所定内

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方
　　　（業績給の仕組み及び導入実績を含む。）

区分 うち賞与



②

注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。
注2：[20-23歳]の該当者なし。
注3：年俸制適用者を含む。以下、④まで同じ。

③ 職位別年間給与の分布状況

 （事務・技術職員)

平均
人 歳 千円

17 53.9 17,755

24 49.9 9,705

39 44.2 6,966

70 43.1 5,585

146 38.0 3,977

④ 賞与（該当者なし）

夏季 冬季 計
％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

         最高～最低 　　～　　 　　～　　

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

         最高～最低 　　～　　 　　～　　 　　～　　

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

最高～最低

9,044～1,458

9,107～4,247

分布状況を示すグループ
年間給与額

一律支給分（期末相当）

千円

係員

12,260～7,887

8,873～5,566

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員)〔在外職員を除く。以下、④まで同じ。〕

平均年齢

45,000～11,966

一般
職員

管理
職員

一律支給分（期末相当）

人員

部長相当

課長相当

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

課長補佐相当

主任相当

区分



３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

・年齢勘案 92.1

・年齢・地域勘案 102.4

・年齢・学歴勘案 90.6

・年齢・地域・学歴勘案 101.9

（法人の検証結果）

（主務大臣の検証結果）

４　モデル給与

注：年俸制のみのため、記載を省略。

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

年齢勘案で、平成28年度94.2、平成29年度92.1と対国家公務員指数は100
以下となっている。これまで講じてきた給与水準の引下げに向けた種々の
取組により、給与水準の適正化が図られている。

内容項目

教員、事務職員等の職種の特性に応じた業績評価制度を導入し、公平
性と透明性に配意しつつ適切に実施し、評価の結果について個々の給
与に反映させる。今後も同仕組みを継続する。

学園においては研究・教育が英語で行われ、また、教員・学生の半数以上
を外国人が占めるなど国際的な環境の下、世界最高水準の教育研究を
行っており、そのような研究者の支援等を担う事務職員も高度な専門性を有
することが求められ、優秀な人材の確保を必要としていると認識している。
こうした中、学園の給与水準の適正化のための取組が行われてきた結果、
対国家公務員指数については、おおむね妥当な水準となっており、これら
の取組が引き続き着実に実施されるよう、今後とも注視していく。

対国家公務員
指数の状況

　給与水準の妥当性の
　検証

　今後とも引き続き、
　①能力に遜色がない場合は、中堅・若年層を計画的に採用
　② 業務評価を徹底し、昇給反映の厳格化
　を行うことで適正な給与水準を保つ。

　本学園は、沖縄科学技術大学院大学（以下「大学院大学」という。）におい
て国際的に卓越した科学技術に関する教育研究を行うことを目的とする学
校法人である。
　大学院大学においては研究・教育は英語で行われ、また、教員・学生の
半数以上を外国人が占めるなど国際的な環境の下、①沖縄の振興と自立
的発展、②世界の科学技術の向上に資するため、世界最高水準の教育研
究を行う研究者の支援等を担う職員が採用されている。すなわち事務職員
にも高度な専門性及び高い英語能力を求められているため、指数が高くな
る傾向にある。
(参考：ラス対象職員（289名）の専門能力）
　・修士以上118名（40.8％）、うち博士45名（15.6％）
　・大学卒以上232名（80.3％）（国家公務員（行（一））：56.8％）
　・英語の読み書きに関しては全職員がビジネスレベル以上

  なお、平成29年度の年齢勘案指数は、92.1となっている。

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

講ずる措置



Ⅲ　総人件費について

(A)

(Ｂ)

(Ｃ)

(D)

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　その他

特になし。

最広義人件費

千円 千円

552,304                  608,297                  

・職員等が前年比69名増加したため、総人件費が増額になっている。
・「国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について」（平成24年8月7日閣議決
定）を踏まえ、役職員の退職手当について、平成25年4月1日から、国家公務員の退職
手当の改正に準じて、退職手当の算定額に調整率（平成25年10月から平成26年6月ま
で92/100、平成26年7月以降は87/100）を乗じた額を支給することにより減額し、平成
30年１月以降は、平成29年11月17日閣議決定に基づき、さらに83.7/100へ引き下げ
た。

千円 千円

5,751,045               6,323,547               

福利厚生費

26,220                   5,167                     
千円 千円

5,086,299               

86,222                   80,760                   

給与、報酬等支給総額

非常勤役職員等給与

千円 千円

当年度
（平成29年度）

退職手当支給額

区　　分

5,629,323               

千円千円

前年度
（平成28年度）



添付資料 2. 4-3-1 平成30年度 研修実績・人事

コース名 実施方法 回数 参加人数

Accomplishing More with Less クラス 2 17

Accomplishing More with Less トレーナー養成 クラス 1 3

Accomplishing More with Less for Managers クラス 2 27

実務者研修（新入職員向け） クラス 12 36

クリフトン・ストレングス・ファインダー クラス 1 18

モニター及び管理者向けeFront操作法 クラス 1 39

職員育成プログラム オンライン 3 44

マネージメントフォーラム
オンライン

クラス
2 22

マイクロソフト研修 クラス 13 107

職場でのマインドフルネス クラス 2 22

新入職員オリエンテーション クラス 23 183

プロジェクト管理 クラス 1 16

RUAフォーラム
オンライン

クラス
1 14

所得税確定申告 オンライン 1 34

65 582合計



添付資料 2. 4-3-2  平成30年度 研修実績・外部研究資金 Attachment 2. 4-3-2 FY2018 Number of Employees Taking Training Programs, GRCS

セミナー・会議・コース
対象者（記入例：アドミ、

研究者、業者等）
参加人数

登壇者

（発表言語）
開催日 Seminar/Meeting/Course

Participants (e.g. admin staff,

researchers, venders etc.
# of participants Speaker (language) Date

グラントライティング講座

"Writing grants for fun and profit"
学生、研究者、事務職員

51

（Researcher: 46)

OIST

アレクサンダー・ミケェエブ

（英語）

2018/4/5
Grant Writing Seminar

"Writing grants for fun and profit"

Students, Researchers and Admin

staff

51

(Researcher: 46)

OIST

Alexander MIKHEYEV

(English)

2018/4/5

「CREST/さきがけ」公募説明会（日本語） 研究者・事務職員
22

(Researcher: 16)

JST

山崎　秀樹 ​

濱田　智久​

（日本語）

2018/4/17
Explanatory Session for "CREST/PRESTO" Grants

(Japanese)
Researchers and Admin staff

22

(Researcher: 16)

JST

Hideki YAMAZAKI

Tomoyuki HAMADA

(Japanese)

2017/4/17

「CREST/さきがけ」公募説明会（英語） 研究者・事務職員
10

(Researcher: 7)

JST

山崎　秀樹 ​

濱田　智久​

（英語）

2018/4/17
Explanatory Session for "CREST/PRESTO" Grants

(English)
Researchers and Admin staff

10

(Researcher: 7)

JST

Hideki YAMAZAKI

Tomoyuki HAMADA

(English)

2017/4/17

科研費の使い方説明会（英語） 学生、研究者、事務職員
13

(Researcher: 8)

OIST

藤松　佳晃

仲程　彩乃

（英語）

2018/5/23 Explanatory Session of KAKENHI Use (English)
Students, Researchers and Admin

staff

13

(Researcher: 8)

OIST

Yoshiteru FUJIMATSU

Ayano NAKAHODO

(English)

2018/5/23

科研費の使い方説明会（日本語） 学生、研究者、事務職員
40

(Researcher: 6)

OIST

藤松　佳晃

仲程　彩乃

（日本語）

2018/5/24 Explanatory Session of KAKENHI Use (Japanese)
Students, Researchers and Admin

staff

40

(Researcher: 6)

OIST

Yoshiteru FUJIMATSU

Ayano NAKAHODO

(Japanese)

2018/5/24

科研費セミナー『審査結果を読み解く！』 研究者・事務職員
21

(Researcher: 16)

ASTAROTH

久保　陽介

大澤　崇人

大貫　俊彦

（日本語（英語同時通訳））

2018/6/11
KAKENHI Seminar "Decoding KAKENHI Screening

Results"
Researchers and Admin staff

21

(Researcher: 16)

ASTAROTH

Yousuke KUBO

Takahito OSAWA

Toshihiko ONUKI

(Japanese (Simultaneous interpreting in English))

2018/6/11

科研費 Grant Facilitatorsによる申請書レビュー

①（面談）
研究者 23

Grant Facilitators

学内：１名

学外：５名

（日本語、英語）

2018/7/17

～

2018/7/31

KAKENHI Application Review by Grant Facilitators 1

(One-on-One Session)
Researchers 23

Grant Facilitators: 6

Internal: 1

External:  5

(Japanese, English)

2018/7/17

～

2018/7/31

科研費 書き方セミナー 学生、研究者、事務職員
60

(Researcher: 52)

ASTAROTH

久保　陽介

大澤　崇人

OIST

藤松　佳晃

大竹　茂行

（日本語（英語同時通訳））

2018/9/10
Tips for Writing Proposal Using New Application

Form

Students, Researchers and Admin

staff

60

(Researcher: 52)

ASTAROTH

Yousuke KUBO

Takahito OSAWA

OIST

Yoshiteru FUJIMATSU

Shigeyuki OTAKE

(Japanese (Simultaneous interpreting in English))

2018/9/10

科研費 申請書個別コンサルテーション 研究者 14

ASTAROTH

久保　陽介

大澤　崇人

大貫　俊彦

（日本語（英語逐次通訳））

2018/9/10

～

2018/9/13

KAKENHI Individual Consultation Researchers 14

ASTAROTH

Yousuke KUBO

Takahito OSAWA

Toshihiko ONUKI

(Japanese (Consecutive interpreting in English))

2018/9/10

～

2018/9/13

科研費 Grant Facilitatorsによる申請書レビュー

②（書面）
研究者 18

Grant Facilitators

学内：１名

学外：５名

（日本語、英語）

2018/9/14

～

2018/10/13

KAKENHI Application Review by Grant Facilitators 2

(Document Review)
Researchers 18

Grant Facilitators: 6

Internal: 1

External:  5

(Japanese, English)

2018/9/14

～

2018/10/13

Researchmap説明会 研究者 20

OIST

大竹　茂行

（英語）

2018/11/21 Explanatory Session of KAKENHI Use (English) Researchers 20

OIST

Shigeyuki OTAKE

(English)

2018/11/21

科研費支援セッション KAKENHI Support Session

内容 対象 参加者 担当 開催日 Content Participants # of participants Person in Charge Date

H30交付申請書作成 科研費採択者 12 藤松、大竹、仲程、天願 2018/4/12
On-Line Submission/Preparation of Application for

Grant Delivery for FY2018 KAKENHI
Awardees 12 Fujimatsu, Otake, Nakahodo, Tengan 2018/4/12

H30交付申請書作成（特別研究員奨励費） 科研費採択者（主に学生） 10 大竹、仲程、天願 2018/5/11

On-Line Submission/Preparation of Application for

Grant Delivery for FY2018 KAKENHI (JSPS Research

Fellow)

Awardees (mostly students) 10 Otake, Nakahodo, Tengan 2018/5/11

H31科研費申請 研究者（主に外国人） 45 藤松、大竹、仲程、天願 2018/10/16-19 On-Line Submission For FY2019 KAKENHI ApplicationAwardees (mostly non-Japanese) 45 Fujimatsu, Otake, Nakahodo, Tengan 2018/10/16-19

Researchmap登録 研究者（主に外国人） 20 藤松、大竹、仲程、天願 2018/11/21 Registration for Researchmap Database Awardees (mostly non-Japanese) 20 Fujimatsu, Otake, Nakahodo, Tengan 2018/11/21

H31科研費特別研究員奨励費申請 特別研究員採択者（学生） 4 大竹、天願、古謝 2019/2/4
On-Line Submission For FY2019 KAKENHI

Application (JSPS Research Fellow)
Awardees (students) 4 Otake, Tengan, Koja 2019/2/4



添付資料 2. 4-3-3 平成30年度　研修実績･安全衛生
Attachment 2. 4-3-3 FY2018 Number of Employees taking training Programs, OHSS

Seminar/Training Results in FY2018 (excluding on-line training) March 22, 2019

2018年度　セミナー及びトレーニング実績（オンライントレーニングを除く）

Period: From April 1, 2018 to March 18, 2019

期間：2018年4月1日から2019年3月18日 安全衛生セクション

Date
実施日

Nature of

Event
種類

Name of Seminar/Training
名称

Number of

Participants
参加人数

Remarks
備考

1
July 13, 2018

2018年7月13日
Seminar
ｾﾐﾅｰ

New Humehood and Safety Lab Design
新ヒュームフードと安全ラボデザイン

10

2
FY2018

平成30年度

Hands-on

実地講習
Biosafety
バイオセーフティ

24
July 23 - 24 and January 31 - February 1

7月23-24日、1月31, 2月1日

3

Aug. 2&3, Sept 12, 2018

2018年8月2、3日及び9月

12日

Training
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

Safety Training for Venders (Advanced Program)

 (3 times in total)
取引先向け安全ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）
（3回実施）

214

Mandatory for venders who enter

experimental areas (effective for 5 years)
実験エリアに出入りするお取引先用必須ト
レーニング

4
August 31, 2018

2018年8月31日

Seminar

ｾﾐﾅｰ
Boat Safety Information Session
小型船舶安全情報セッション

15

5
September 5, 2018

2018年9月5日

Training

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
Safety Training for New Students
新入学生向け安全研修

34

6
September 10, 13, 2018

2018年9月10,13日

Training

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
Spill Training for Cleaning Staff
清掃スタッフ用スピル対処訓練

30
Facility, cleaning staff, security staff
施設、清掃員、警備が参加

7
September 11, 2018

2018年9月11日

Hands-on

実地講習
Training for General Research Equipment
一般研究機器実地講習

34
FY2018 students
本年度新入生が参加

8

Oct. 11, 12 and Nov. 2

2018年10月11, 12日, 11月

2日

Training and

Seminar
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ及
びｾﾐﾅｰ

Update Session  　　アップデートセッション

(2 times in total)　　（2回実施）
161

Mandatory for wet lab members and

researech support staff.
ウェットラボメンバーと研究支援スタッフ
必須トレーニング

9
October 31, 2018

2018年10月31日
Seminar
ｾﾐﾅｰ

Seminar on Import and Export of Research

Materials
50

Occupational Health and Safety Section



10
December 13, 2018

2018年12月13日
Workshop
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

Workshop on Research Integrity
研究倫理に関するワークショップ

13

11
March 4, 201

2019年3月4日
Seminar
ｾﾐﾅｰ

Study Session on Legal Procedures regarding

Safety and Health, Tips and Points

安全衛生に関する公的手続きに関する勉強会

8

12
All through the year
通年

Training
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

Radiation Workers　　放射線を取り扱う者

(6 times in total)　　　(6回実施）
28

13
All through the year
通年

Hands-on

実地講習

Hands-on training on chemical safety
化学安全実地訓練
(5 times in total)　　　(5回実施）

12

14
All through the year
通年

Hands-on

実地講習

Hands-on training on laser safety
レーザー安全実地訓練
(1 time in total)　　　(1回実施）

1

15
All through the year

通年

Hands-on

実地講習

Hands-on training on lab waste
実験廃棄物安全実地訓練
(2 times in total)　　　(2回実施）

9
Introduced from Feb. 20, 2019

本年度2月20日より実施開始

16
All through the year
通年

Orientation
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

Safety Orientation for Family Access Card Holders

家族カードメンバー用安全ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

( 7times in total)　　　(7回実施）

14

.



添付資料 3. 1　外部資金・寄付金獲得状況
Attachment 3. 1 External Grants Table and Donations Table Unit : Yen

Amount Amount Amount Amount Amount Amount # Amount # Amount # Amount # Amount # Amount # Amount # Amount #

科研費
Kakenhi

3,800,000 10,293,000 17,225,000 58,923,142 68,281,464 160,041,305 26 185,570,000 30 168,017,777 40
科研費（学術系）/Kakenhi (Kakenhi
Academic Grants)

165,266,341 54 137,160,016 47 158,517,697 56 245,254,159 86 276,201,309 109

受託研究
Sponsored Research

0 0 0 16,200,000 42,751,000 110,261,800 11 151,397,660 14 133,566,955 13
受託研究等（産学連携系）
Grants for collaborations
industries etc.

69,994,690 10 124,337,784 10 227,151,400 18 210,513,791 20 140,701,256 21

その他補助金
Other Subsidy

0 0 0 0 0 0 0 19,120,000 2 39,161,300 3
その他国内助成金(学術系＆産学連携
系）※（注）
Other domestic grants

22,635,500 11 20,989,419 6 7,116,234 10 87,587,000 37 87,523,000 48

共同研究
Joint Research

0 28,500,000 8,268,750 8,357,625 8,000,000 6,500,000 1 9,781,000 2 8,190,000 3
受託研究等（学術系）
Academic grants

104,967,000 5 120,758,500 7 149,131,000 6 302,781,001 10 217,504,200 10

民間・財団等
Private or Foundations etc.

0 0 0 162,000 0 23,969,000 3 19,720,574 3 35,811,969 10
海外助成金等（学術系）※（注）
Overseas grants

27,166,059 3 16,015,264 3 11,916,945 1 13,335,884 2 18,395,330 4

寄附金
Donation

0 0 0 0 0 10,822,000 6 14,793,155 11 8,353,825 12
寄附金
Donation

1,075,960 7 36,417,498 13 10,644,779 13 34,747,672 27 28,227,199 24

合計/Total 3,800,000 38,793,000 25,493,750 83,642,767 119,032,464 311,594,105 400,382,389 393,101,826 391,105,550 455,678,481 564,478,055 894,219,507 768,552,294

※(注）FY2017以降はフェローシップの金額を含む Fellowship is included from FY2017

FY2016 FY2017 FY2018FY2011 FY2012 FY2013
新分類

New Category

FY2014 FY2015FY2010
旧分類
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添付資料 4. 1 特許状況

年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

特許出願数 0 2 1 6 5 0 7 1 18 15 49 54 86 65 59

特許登録数 0 0 0 1 0 1 4 2 1 2 1 6 23 23 47
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添付資料 4. 2　平成30年度受託研究等（産学連携）及びイベント

受託研究等（産学連携）

No 事業名 新規・継続 委託者・交付元
連携機関

（研究分野）
事業内容 備考

1 戦略的基盤技術高度化支援事業（経済産業省） 継続 沖縄総合事務局 沖縄プロテイントモグラフィー COMET 2D 開発 ウルフ・スコグランド　教授

2 大学発新産業創出プログラム（START） 継続 科学技術振興機構 バイオ・サイト・キャピタル
微生物燃料電池を用いた新規エコ廃水処理システムの開
発

イゴール・ゴリヤニン　教授

3 外来種対策事業（ヒアリ等対策） 継続 沖縄県 沖縄県環境科学センター 外来種ヒアリ対策 エヴァン・エコノモ　准教授

4
水産物の国際競争に打ち勝つ横断的育種技術と新発想飼料の開発
 

継続
国立研究開発法人農業・食品産
業技術総合研究機構

NARO
耐病性と真珠品質の改善を目的としたアコヤガイのゲノム
解析とDNAマーカーの開発

佐藤　矩行　教授

5 沖縄科学技術イノベーションシステム構築事業 継続 沖縄県 琉球大学 健康に寄与する沖縄県産発酵飲料の開発 佐瀬　英俊　准教授

6 持続型生活基盤の構築に向けた次世代電力インフラの研究開発 継続 ソニーCSL エネルギー 北野　宏明　教授（アジャンクト）

7 沖縄科学技術イノベーションシステム構築事業 継続 沖縄県 沖縄工業高等専門学校 沖縄県産生物資源の細胞機能解析・シグナル伝達解析 山本　雅　教授

8 成長分野リーディングプロジェクト創出事業 継続 沖縄県 沖縄県環境科学センター 微生物燃料電池を活用した土壌浄化 イゴール・ゴリヤニン　教授（アジャンクト）

9 成長分野リーディングプロジェクト創出事業 継続 沖縄県 沖縄県環境科学センター 微生物燃料電池を活用した畜産排水処理 イゴール・ゴリヤニン　教授（アジャンクト）

10 沖縄科学技術大学院大学起業化促進事業 新規 沖縄県 スタートアップ・アクセラレーター・プログラム 機関として

11 共同研究 新規 機密 環境 エヴァン・エコノモ　准教授

12 共同研究 新規 機密 バイオ 河野　恵子　准教授

13 共同研究 継続 機密 バイオ 河野　恵子　准教授

14 共同研究 継続 ミサワホーム総合研究所 環境 北野　宏明　教授（アジャンクト）

15 共同研究 継続 生物資源研究所 創薬 山本　雅　教授

16 共同研究 継続 ピューズ 自動車 北野　宏明　教授（アジャンクト）



17 共同研究 継続 機密 医療 田中　富士枝　准教授

18 共同研究 継続 機密 創薬 佐藤　矩行　教授

19 共同研究 継続 機密 エネルギー ヤービン・チー　准教授

20 共同研究 継続 機密 環境 佐藤　矩行　教授

21 共同研究 継続 機密 エネルギー 北野　宏明　教授（アジャンクト）

22 共同研究 継続 機密 創薬 横林　洋平　准教授

23 共同研究 継続 機密 エネルギー ヤービン・チー　准教授

24 助成金 継続 内藤記念科学振興財団 バイオ 河野　恵子　准教授

25 助成金 新規 中島記念国際交流財団 量子物理 久保　結丸

26 覚書 新規 ディープコア AI 機関として

27 覚書 継続
モルジブ
公共建物

環境 新竹　積　教授

28 協定書 継続 瑞穂酒造 環境 イゴール・ゴリヤニン　教授（アジャンクト）

29 ライセンス契約 継続 沖縄プロテイントモグラフィー バイオ ウルフ・スコグランド　教授

30 ライセンス契約 継続 機密 環境 佐藤　矩行　教授

31 ライセンス契約 新規 機密 バイオ 機関として

32 ライセンス契約 新規 O-Force 創薬 機関として

33 研究成果物移転契約 新規 機密 機関として

34 研究成果物移転契約 新規 機密 機関として

35 秘密保持契約 新規 機密 機関として



36 秘密保持契約 新規 機密 機関として

37 秘密保持契約 新規 機密 機関として

38 秘密保持契約 新規 機密 機関として

39 秘密保持契約 新規 機密 機関として

40 秘密保持契約 新規 機密 機関として

41 秘密保持契約 新規 機密 機関として

No 事業名 開催日 場所 主催 内容 備考

1 Medix東京 2018年6月 東京ビッグサイト リード エグジビション ジャパン株式会社 ブース

2 ConnecTech Asia 2018 (NXT Asia) 2018年6月 Marina Bay Sands, Singapore UBM ブース

3 沖縄県企業誘致セミナー 2018年7月
ヒルトン大阪
ロイヤルパークホテル

沖縄県 ブース、商談会

4 BioJapan 2018 2018年10月 パシフィコ横浜 BioJapan 組織委員会 ブース、商談会

5 オキナワベンチャーマーケット 2018年12月 沖縄セルラーパーク那覇 オキナワベンチャーマーケット運営事務局 ブース、商談会

6 MROアビエーションミーテイング沖縄 2019年1月 沖縄コンベンションセンター BCIエアロスペース ブース、商談会

7 nano tech 2019 2019年1月 東京ビッグサイト nano tech実行委員会 ブース、商談会

8 JST新技術説明会 2019年1月 JST JST プレゼンテーション、商談会

9 SLUSH Tokyo 2019年2月 東京ビッグサイト SLUSH Tokyo ブース、商談会

10



技術開発イノベーションセンター主催のセミナー・イベント

No 演題 開催日 講演者 参加者

1 イノベーションセミナーシリーズ：ハンズ・クーパー 2018年6月
ハンズ・クーパー

40

2 ファイアサイド・チャット：ディープコア AIインキュベーター 2018年9月
ディープコア
田中和哉、江原真

14

3 サイエンティフィック・トーク：パトリック・トレンブレイ 2018年10月
Caprion Biosciences Inc.
パトリック・トレンブレイ

40

4 イノベーションセミナーシリーズ：マッシモ・メリギ 2018年12月
Ginkgo Bioworks, Inc.
マッシモ・メリギ

41

5 知的財産専門能力開発コース 2018年11月
FYPA LLP, USA

Chris Tanner
40

6 研究者のための知的財産コース 2018年11月
FYPA PLLC, USA

Chris Tanner
20

7 ソフトウェアIPセミナー 2019年3月
日本弁理士会
峰雅紀

6

8 WIPO リージョナルカンファレンス（知的財産と技術移転） 2018年11月 複数名 70

9 Intro to Entrepreneurship Training Program 2019年2月 George Washington University 22

10 Spring 2019 Lean Startup Entrepreneurial Training Program 2019年2月 George Washington University 25

11 Train-the-Trainer Program 2019年2月 George Washington University 5

12

13

合計 323
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